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　午後の授業が終わり、広い講義室の中はにわかなざわめきに包まれる。

　帰宅するためにさっさと席を立ち上がる学生、アルバイトが面倒だと友人に愚ぐ痴ちる学生、だらだらとサークル活動に向かう学生、遊びの相談を始める学生。

　その中に埋うもれた一人、黒髪をきっちり整えて銀ぎん縁ぶち眼め鏡がねをかけた見るからに真面目そうな男子学生が、周囲の喧けん噪そうにまったく関心のない素そ振ぶりでノートや教科書を丁てい寧ねいに揃えている。

　品はいいが飾り気けのないシャツに、やはり取り立てて特徴のない細身のブラックジーンズ、あまり有名じゃないブランドのスニーカーと鞄かばん、何もかもが大学生の集団の中で埋まい没ぼつし、他人の視線を惹ひくことはない。

　汗臭く力強い男らしさとは一切無縁な雰囲気だが、女性的な弱々しい印象とも程遠く、その真ん中のような──そのどちらにも属していないような空気を纏まとっているせいで、余計に。

　だから大抵の学生は気づかない。

　その顔立ちが怖おそろしく整っていること、磁じ器き人にん形ぎょうのように傷一つない肌をしていること、背が飛び抜けて高くなくても手脚が長くて均整の取れた体を持っていること。

　──それを彼が、意い図と的てきに隠しているということを。

「あ、秋あき屋や、暇だったらこれからちょっと付き合わないか？」

　その彼に声をかける学生がいたのは、同じ講義を取る者同士、もともと面識がある相手だからだ。

「こないだノート貸してくれたお礼に、今度奢おごるって言っただろ。バイト代入ったからさ、秋屋の好きなもの何でも」

　明るくて気の好よさそうな男子学生に、秋屋真まことは少し申し訳なさそうな微笑を浮かべつつ、立ち上がった。

「ごめん、これから俺もバイトだから」

「そっか、じゃあまた都合のいい時におまえから声かけてくれよ。秋屋のノート見やすくて、本当助かったからさ」

　残念そうに言う学生に、真はまた微笑で頷く。

　上品で優しい笑顔に、相手の学生も、つられた様子で笑顔になった。

「秋屋は何のバイトしてるんだ？」

　同じ学科になって二年目、相手は真のことをあまりよく知らない。彼に限らず、同じ授業を取っていても、構内ですれ違い少しは言葉を交わしたことのある者でも、真の名前以外、どこに住んでいるのかとか家族構成はとか趣味はとか特技はとか、把は握あくすることはできなかった。

　わかるのは、せいぜい、現役で入学したから今二は十た歳ちであるということ、非常に成績優秀で教授たちの覚えがめでたいということくらいだ。

「親の手伝い、かな。サービス業っていうか」

「へえ、秋屋んちも自営業か。俺んちも小さい喫茶店やっててさ。最近は不景気だしチェーン店に全部客持ってかれて大変だよな」

「そうだな、上質な顧こ客きゃく確保に毎日頭が痛いよ」

「そうそう、いっくら人が来てもさ、コーヒー一杯で何時間も粘ねばる中高生とか泣なき喚わめく子連れの主婦ばっかじゃ、頑張って美う味まいもの出しても他の客が増えないし」

　真の言葉に共感を覚えたのか、学生は頷きながら力りき説せつした。

「っと、悪いな、バイトだって言ってるのに引き留めて。今度ゆっくり話そうぜ、秋屋あんまりコンパとかにも顔出さないから、全然そういうの聞いたことなかったもんな」

「うん、そのうちに」

　笑って手を振る相手と別れ、真は講義室を後にした。

　特別親しく付き合っている学生がいるわけではないので、廊下を歩いても、校舎を出て校門に向かう間も、挨あい拶さつのために軽く手を挙げてくる顔見知りくらいはあるが、足を止めて長話に興きょうじる相手はいない。

　どちらにせよ誰かが話しかける隙などみつけられないように真まっ直すぐな、早足の歩みで、真は大学の門を通りすぎた。

　地下鉄は大学から歩いて数分という近距離。

　だが真は、地下鉄の案内板が出ている階段は無視して、別の細い路地へと入り込んだ。

　そのタイミングをまるで見み計はからったかのように、どこからともなく黒塗りのセダンが近づいてきて、真の真横で停まる。

　歩道側、左のドアが開くと、車から背の高い男が現れた。

　がっちりとした肩幅を持つ体を暗い色のダブルのスーツに包み、端の吊り上がった眉と目、眼光は鋭く、唇には笑みの欠片かけらすら浮かばない。

　三十代半なかばに見える男の、顔がん貌ぼう自体は端たん整せいだが、そのせいで愛あい想そのない様子がよりいっそう怖ろしげに人の目には映るだろう。

　誰がどう見ても堅かた気ぎだとは思えない。

「どうぞ」

　車を降りた男が後部座席のドアを開けると、真はその様子を一いち瞥べつしただけで、何も言わず黙って車に乗り込んだ。

　男がドアを閉め、再び運転席へと戻って車を走らせ出す。

　広い後部座席の真ん中を陣じん取どった真は、邪魔そうに片手で銀縁眼鏡を外し、反対の手で綺麗に整えていた髪をぐしゃぐしゃと崩した。

「だから迎えに来るなら来るで、こんないかにもヤクザ丸出しな車じゃなくて、可愛い国産車にでもしろって何回も言ってるだろ」

　ついでにきっちり留めたシャツのボタンの上三つまで開けながら、非難がましく運転席の男をバックミラー越しに冷たく見み遣やる。

「目立って仕方がないじゃないか」

　長い脚を無造作に組み横おう柄へいな態度で座席に寄りかかると、真の雰囲気は一瞬にして『今どき真面目過ぎる大学生』から、とても堅気には見えない男が運転するとても堅気の人間が乗り回すとも思えない黒塗り外国産自動車の後部座席がどうしようもなく似合う、『堅気じゃない青年』のものに変化した。

　眼鏡の奥へと収まっていた大人しげな瞳からは、そのガラス一枚を取り払っただけなのに、一目見ただけで当分忘れられなくなりそうな強い力が溢あふれている。

「ぶつけられて簡単に潰つぶれるような柔やわい国産車で、真さんを送そう迎げいするわけにはいきませんから」

　だがそんな目に鏡越しに射い貫ぬかれても、男の表情は変わらない。淡々とした口調で応こたえるだけだ。

「そもそも送迎なんていらないって言ってるのに、おまえも毎週毎週ご苦労様だよ、木こ賀が」

　目を眇すがめて言い放つ真の態度にも、相手と同様、愛想とか愛あい嬌きょうというものはまったくない。

「おまえ本当は全然出世してないんじゃないか？　たかが一いっ介かいの大学生一人のために運転手役押しつけられて」

「真さんは『たかが』でも『一介の』でもありません。親父オヤジの大事な息子さんです。足に使っていただけるなら光栄なもんです」

　どこか子供を宥なだめるようにも聞こえる木賀の声音に、真は面白くない顔になりながら窓の外を見遣った。

「親父も何がしたいんだか。家業には関わるなってうるさく言う割に、おまえなんか寄越してきて」

「そりゃあ、真さんが家業に関わらず健全な大学生活を営いとなんでらっしゃるなら、親父も気を揉もまずにすむでしょうがね」

　木賀の明らかな当あて擦こすりに、真は小さく肩を竦すくめただけで何も応えず、あとはもう口を噤つぐんで外を眺め続けた。

　木賀もそれ以上は真に話しかけることもなく、ただ車を走らせる。

　一時間ほどかけて進んだ先に辿たどり着ついたのは、歓かん楽らく街がいの一角。駅へと続く大通りから数本はずれた路地に建つビルの前で車が停まり、真は乗り込んだ時と同じように木賀の開けたドアから外へ出た。

「──何だ？」

　入り組んだ通りにあるビル、そのエレベーターホールの方から男の怒鳴り声や悲鳴が聞こえて、真は微かすかに眉を顰ひそめた。

　真の肩に黒革のジャケットを掛けながら、木賀もそちらを見遣っている。

「この夕方から、もうできあがってる奴らか」

　歓楽街といえどもようやく陽の落ちる頃、善良なサラリーマンや学生が酔っ払って暴れるにはまだ早い。

　大おお方かた定職にも就つかず競馬だのパチンコだので日ひ銭ぜにを稼かせいでいる輩やからだろうと見当をつけて歩き出した真の足あし許もとに、エレベーターホールから小柄な男が勢いよく転がり出てきた。

「ひいぃっ、勘弁してください、勘弁してください!!」

「るっせぇクソガキ、てめぇ人のシマ荒らしといてタダですむと思ってんじゃねえだろうなぁ!?」

　地面に這はい蹲つくばるようにして悲鳴を上げているのは、真の大学にいくらでもいそうな、ありふれたジーンズ姿の若い男。

　その男を追ってエントランスから賑にぎやかに飛び出して来たのは、二十歳そこそこで茶髪をリーゼントにした昇のぼり龍りゅうの刺し繡しゅう入りジャケットにサングラス姿、二十代半ばで金髪に派手なアロハシャツに革のパンツにサングラス姿、三み十そ路じ手前で咥くわえ煙草たばこに黒スーツにやはりサングラス姿の男たち。

　絵に描いたようなチンピラたちは、這って逃げようとする若い男を追いかけては、その背中や顔を容よう赦しゃなく蹴けりつけている。

　蹴られた男の顔から血や涙や涎よだれが辺りに飛び散るのを見て、真は不快げにまた眉を顰めた。

「すぐ退どかします」

　ビルの入口真ん前で三人が一人を取り囲んでいるから、真たちはエレベーターホールに入ることができない。

　三人に袋にされている学生は、痛みのせいか恐怖のせいか、地面に蹲うずくまったまま固まっている。気を失ったのかもしれない。

　チンピラと学生を排除しようと動き出しかけた木賀を、真は片手で制した。真が木賀と車から離れて、気絶した学生をなお痛めつけているチンピラたちの方へと歩き出した時、一際大きな怒鳴り声がした。

「誰に断ってこの辺りででかいツラしてやがるコルァ!!」

「誰に断って、だって」

　アロハシャツを着た男の台詞セリフに、真は耐えかねて笑いを零こぼした。

「──アァ？　何だてんめぇ」

　その軽やかな笑い声に気づいて、サングラスをかけた男三人が一斉に真の方を振り返る。

　リーゼントの男が自分からも真へと大おお股またに歩み寄り、顔を近づけてきた。

「見世物じゃねぇぞガキが」

　そんな短い台詞すら、男は最後まで口にすることはできなかった。

　その途中で、真は前置きも一切なしに男の鼻はな面づらに思い切りよく頭ず突つきを入れ、ミシッと相手の鼻の骨が軋きしむ。

「ガッ」

　間抜けな声を上げ、リーゼントの男が鼻血を噴き出した顔を両手で押さえて、数歩よろめく。逃のがさず、真はそのリーゼントを片手で鷲わし摑づかみにすると体を折り曲げさせ、同じ場所へ今度は膝ひざを叩き込んだ。

　二度、三度と、休みなく。

「見ない顔だなあ」

　蛙かえるの潰つぶれるような、声にならない声を上げるリーゼントには目をくれず、代わりに少し離れたところで呆あっ気けに取られた顔をしている男二人を見て、真は軽く首を傾かしげた。

　細身で綺麗な顔をした真が、前触れなく、顔色一つ変えずに唐突な暴力を振るい始めることを、まったく予想だにしていなかったらしい。サングラスの男たちは、仲間の鼻が潰れ、歯が折れ、割れたサングラスが顔にめり込み、赤黒い血が地面へ落ちていく様子をぽかんと口を開けて見ている。

「石いし神がみ組──じゃ、ないのか？」

　そんな彼らを見て首を傾げながら呟きつつ、真はなお膝を使って男の鼻面を蹴り続けた。

　七度目で、相手の体が弛し緩かんした。気を失ったのだ。

　真がそれに気づき、つまらなさそうな顔でリーゼントから手を離すのを見て、残りの二人がようやく我に返った様子で飛びかかってくる。

「てっ、てめぇ、このクソガキ！」

「語ご彙いが少ない」

　右肩を摑んでくるアロハシャツの男の左手を右手で摑み返し、真はそんな批評を述のべながら振り上げた踵かかとで相手の鳩みぞ尾おちを蹴りつけた。ぐへぁとか、うげぇあとか、この男の口からも醜みにくい悲鳴が漏もれてサングラスが吹っ飛ぶ。

　合間に背後から伸ばされた最後の一人の腕を払い上げ、振り向きざま真は肘ひじを喉のど元もとに突き入れた。仰のけ反ぞった相手の胸ぐらを摑んでビルの壁へと背中を押しつけ、今度はこめかみを狙ねらって体重を乗せた肘での一撃を加えると、サングラスが吹っ飛び、男の体が声もなくその場に崩れ落ちる。

　真の動きには一切ためらいがない。虚こ仮け威おどしも容よう赦しゃもない。

　日頃それなりに荒あら事ごとに親しんでいるだろう風ふう体ていのチンピラたちは、息をするように生み出される真の暴力に、対抗する隙をみつけられなかった──。




　　　　　◇◇◇




「あれっ、もう終わり？」

　本気で驚いた声を上げ、真は地面に倒れているチンピラたちを見下ろした。

　最初のリーゼントは地面へ俯うつぶせになってぴくりとも動かない。

　スーツ姿の男は仰あお向むけになって泡を噴き、小さく体を痙けい攣れんさせている。

　真は落ちていたスーツの男のサングラスに目を留め、スニーカーの底で丁寧に踏ふみ躙にじった。

　足の裏で、フレームが折れ、ガラスの砕くだける感じが心ここ地ちよくて、少しうっとりする。

「何だつまらないなあ、最近じゃこの辺りで俺に喧けん嘩か売ろうってのもいないから、久々に楽しめるかもって思ったのに」

　真は人を殴なぐるのが大好きだし、自分に殴られた相手の悲鳴を聞くのも大好きだ。蹴るのも勿もち論ろん好きだ。

　できるなら強い相手がいい。強くて悪ければもっといい。弱い者イジメをする趣味はない。弱い奴を殴ってもつまらない。強さは虚仮威しでもいい。その皮を剝はいでやって這い蹲って泣き喚わめくのを見て笑ってやるのも楽しい。──今みたいに。

「なあ、もうちょっと仲間とか呼ばない？　あと五人……いや、おまえら程度なら十人くらい来たっていいよ？　ほら携帯貸してやるよ、喋しゃべれないなら代わりに呼んでやろうか？　番号だけでも押して、ほらほら」

　真が親切で──では当然なく、自分の欲望に従って差し出した携帯電話を、唯ゆい一いつ意識のあるアロハシャツの男が払はらい除のけようとした。

　真がひょいと携帯を持ち上げて躱かわしてしまったせいで、何をしたわけでもないのに男は無様に地面へ倒れ込んだ。

「ぐっ、くっ、おっ、俺らのバックには、きょ極きょく心しん会かいが、ついて」

「へぇ」

　興味深いことを聞いた、というふうに、真は形のいい眉を芝居がかって大きく持ち上げる。

「だってさ、木賀。親父のとこ、こんなカスみたいのまで雇やとってやってんの？」

　背後に向かって訊たずねつつ、真の足はアロハシャツの背中を踏み躙る。

　車に寄りかかって退屈そうに煙草を吸っていた木賀が、真に問われ、小さく首を傾げた。

　今さらその存在に気づいた様子で、アロハシャツが「ヒィッ」と音を立てて息を飲む。ジーンズにジャケット姿の真はともかく、木賀の格かっ好こうはどう見ても『本職』だ。

「さあ、末まっ端たんの末端が勝手に舎しゃ弟ていだの作ってるのまでは、こっちも把握してませんから」

「管理体制はしっかりしろよ、こう好き勝手やられたんじゃ、おまえの大事な『親父』と親父の大事な極心会の名折れだろ」

　木賀の言う『親父』と、真の言うその相手は、同一人物だが言葉の意味が明確に違う。

　真が呼ぶのは、自分と血を分けた父親のこと。

　木賀が呼ぶのは、自分の所属している組織──とある地区一帯を合法非合法なやり方で取り仕切る私的な集団の、頭とう領りょうであるという意味。

「なあアンタ、本当に極心会がバックについてんの？　どいつの指示で動いてんの？　つかここで何やってんの？　ここがどこだかわかってんの？」

「す……すんませんすんませんすんません!!」

　アロハシャツの背中から足を下ろし、真はその横にしゃがむと、男の顔を覗き込んだ。

「質問に答える気がないならお口なんかいらないだろうから、ねじ切ってその辺のごみ箱に捨てちゃおうかな？」

　優しく微笑みかけてやったのに、男はまたヒィヒィと悲鳴だか泣き声だかを漏らしている。

「う……噓ですすんません、俺らいつも隣町で遊んでんだけど、今日はそこの学生追いかけてたらここまで来ちまって、で、でもこのビルのオーナーが極心会の幹部だって噂は聞いたことあるから、名前出したらビビるかと思って……！」

「ああそれ、間違いだから。俺別に幹部じゃないし。っつか構成員ですらないし」

　親切に教えてやった真を見て、男が目を剝むいた。

「ま……まさか……」

「そう、オーナーって俺」

　正しくはビルではなく、ビルの最上階にある会員制クラブの、だが。面めん倒どう臭くさいので真は説明しなかった。

「元々お父さんの会社の持ちものだったんだけど、俺もちょっとお店の経営とかしてみたいなあって言ったら名義ごと譲ゆずってくれたんだよな。ほら俺、経済学部だから、経済について実じっ践せんで学びたいってさ」

　その店に、真は週に一度顔を出す。それが今日だ。

「うちのお父さん、新しん條じょう宗そう吾ごって知ってる？　極心会の会長だけど、お母さんが愛人だから俺は爪つま弾はじきにされてて、極心会のシノギには関わらせてもらえないんだよ。上がりは全部俺のお小こ遣づかい。酷ひどいよなあ、お父さんの本ほん妻さいさんは、生なさぬ仲だからって、俺がお父さんの家に顔出すのもいい顔しなくて……」

「親父も姐あねさんも、真さんが可愛いから家業に関わらせたくないって親心なんですよ」

　滔とう滔とうと語って聞かせる真に応えたのは、白目を剝きかけているアロハシャツの男ではなく、木賀だった。

「比ひ沙さ子こさんはカタギだったんだ、息子のあなたにもカタギの道を行って欲しいと親父は考えてらっしゃるんです。姐さんだって、生さぬ仲とはいえ比沙子さんが亡くなって以来、実の母親のつもりで真さんを可愛がってるのは誰の目にも明らかじゃないですか」

　真は軽く舌打ちして、顔だけ木賀の方を振り向いた。

「うるせぇな、たまには不遇と薄はっ倖こうに気持ちよく浸ひたるくらいいいだろ。父親はヤクザの組長、母親は体の弱いその愛人でとっくに病死、苦労人の俺は自分で学費や生活費を稼かせぐために幼い頃から過か酷こくな労働に勤いそしみ」

「真さんが好きなのは労働じゃなくて現ナマです」

　真はもう一度舌打ちしたが、言い返さなかった。まったくその通りだからだ。

　物心ついた時から好きなものは金。金と暴力。

　せっかくヤクザの父親を持って生まれてきたのに、その父親である新條や彼の本妻、ついでに腹違いの兄弟までも、真を極心会には関わらせないよう必死だった。

　邪じゃ険けんにされているわけではないなんて、真にも最初からわかっている。彼らは真のことを可愛がり過ぎているのだ。

　生まれた時から奇き蹟せき的てきな美形としか言いようのない真に、新條家の全員がメロメロだった。一年のほとんどを病院で過ごしていた母親に代わって暮らしの面倒を見てくれたのは新條の本妻だ。家に引き取ってくれて、実の子と分わけ隔へだてなく──むしろ強こわ面もて揃いで図ずう体たいのでかい息子たちより、母親譲りの一見繊せん細さいな美び貌ぼうを持つ真のことを溺でき愛あいした。

　腹違いの兄たちも、ブラコンと呼べるレベルで真を可愛がった。万が一にもヤクザの息子、愛人の子などと弟をいじめる奴がいれば鑑別所行きになろうが少年院送りになろうが構わないという意気込みだったが、真は自分をいじめる相手など、自分の手で百万倍にして返す性格だった。むしろ真の起こした問題をもみ消すために、全員が苦労する羽は目めになった。

　最終的に、『これ以上極心会に関わっていたら、亡くなった真の母にも申し訳が立たない』という理由で、大学進学を機に彼らと住んでいた家を、真は追い出されてしまったのだ。

「そういうことでさ、このビルの辺り、極心会の名前なんて出してうろちょろされたら困るの、俺が。問題起こさないって約束してるんだから、お父さんたちと。まああんまり信用なくてさ、そこの鬼おに瓦がわらみたいなおっかないおじさんを見張り役につけられちゃってるんだけど」

「親父は真さんを見張るつもりなんてありません、俺はただの用心棒です」

「いらねっつの用心棒なんて」

　勢いよく立ち上がるついでに、真はアロハシャツの男の頭を摑んで地面に叩きつけた。低い呻うめき声ごえと共に、男が動かなくなる。

「俺が俺の身くらい一人で守れんのはおまえが一番わかってんだろ、木賀。何しろこの十年間ずーっと俺のお守り役だったんだからな」

　物心ついた時には、真は新條の家でその家族と暮らしていた。

　家は家族だけではなく、組の人間も住み込んでいた。

　そのうちの一人がこの木賀だ。

　真が小学校中学年の頃、大学卒業後に極心会に入った木賀と、初めて顔を合わせた。

　住み込みの中で一番下したっ端ぱだった木賀は、やんちゃ盛りの真の世話役を全面的に押しつけられた。

　──そしてこの十年、家を出た今でも、真の側そばには木賀がぴったりとついている。

「やっぱりおまえ、本当は出世なんかしてないで三さん下したのままなんじゃないか？　若わか頭がしらの有能な右腕ってなら、そっちの護衛なりするもんだろ」

　木賀は新條からも、その跡目である長男からも、さらにその補佐役である次男からも信頼されている男だ。極心会が持っている会社のいくつかを任されているし、いずれは極心会傘さん下かの組を預けられることになるだろう。

　普通に考えれば多忙であるし、護衛が必要なのはむしろ極心会内で地位のある木賀の方なのに、彼は三下扱あつかいだった若い頃から変わらず、真の『お目付役』を続けている。

「俺以外の者が側にいたら、真さんは嫌がるじゃないですか」

　言いながら、木賀は吸いさしの煙草を地面に投げ捨て、車から背を離し地面に倒れている学生の方へと近づいた。

　木賀が爪つま先さきで無む造ぞう作さに気絶したままの学生を転がすと、その上着のポケットから茶封筒が出てくる。

　拾い上げて中を確かめれば、透明なジッパー袋に入った白い錠じょう剤ざいがいくつか。

「ああ、学生の分ぶん際ざいで売人なんかやって遊んでるから、そこのドさんぴんに目ェつけられたのか」

　真も学生の側に近づき、茶封筒と一緒に転がり落ちた学生証を拾って中を確かめた。

「ヤク捌さばくってのにご丁寧に学生証なんて持ち歩くかねえ」

　さっさと自分のポケットにしまおうとした学生証を、木賀が真の手からサッと取り上げた。

　すぐに取り返そうとする真の手を難なんなく避けて、木賀がそれを自分のポケットにしまい込む。真は相手を睨にらみつけた。

「何なに人のもん横取りしてんだよ」

「これはこっちで預かります。真さんは首突っ込まないでください、この学生脅おどして小金巻き上げるくらいなら構いませんが、入手ルート調べて頭抱き込んで自分のシノギにしようなんて考えられたら困ります」

「それの何が悪いんだよ」

　真は言われたとおりのことを考えていた。末端の売人、しかも大学生を脅迫して得られる金なんてたかが知れている。

　組織だった学生連中が薬の売買をしているという噂を、自分の店でちらりと聞いたことがあった。だったらその大本を突き止めて自分が組織ごと乗っ取ってしまえば、一から仕込む必要がないから手間が省はぶけるのだ。

　怪け訝げんそうに訊ねる真を見下ろし、木賀が大きな溜息をついた。わざとらしい仕し種ぐさだった。

「『学生の分際で売人なんか』って言ったのは誰です」

　険けわしい顔で見られ、真は不ふ貞て腐くされて横を向く。

「俺が『たかが』じゃねえっつったのはおまえだろ」

「極心会の名前は出さない建前で店譲ってもらったはずですが」

　木賀に反論できず、真はますます仏ぶっ頂ちょう面づらになった。

　放っておけば勝手に人脈を作って、勝手に非合法スレスレの商売を始める真を扱いかねて、父親は店を一つ手渡したのだ。

　退屈すればろくなことをやらない息子のために、手て慰なぐさみのオモチャとして。

「あんまりシノギに入れ込まないでください、真さんの本分は学生です。そろそろ試験前なんじゃないんですか」

「っせえな、何で俺の大学のスケジュールまで把握してんだよ」

「真さんの部屋のカレンダーに書き込んでありましたから」

　自分の変な生き真ま面じ目めさにも、目め敏ざとい木賀にもムカついて、真は気持ちよく意識を失っている学生の体を蹴り飛ばして地面の隅に片づけた。

　そんな真の様子を見て、木賀が小さく苦笑のような笑みを漏らす。

「ほら、返り血がついてますよ」

　そう言って、木賀は手を伸ばすと、指先で真の頰を擦こすった。チンピラのどれかを殴り飛ばした時に血の飛沫しぶきがついたらしい。

「こっちも」

　目許も木賀の指に擦られる間、真はそっぽを向きつつも、大人しくしていた。

　そんな自分のことを、木賀がじっと見下ろす視線に気づいて、真は眉を顰めながら相手を目だけで見上げる。

「何だよ」

「いえ、別に」

　真から指を離しながら、木賀が微かに肩を竦めた。その仕種がまた癪しゃくに障って、真は荒っぽく木賀の足を蹴りつける。

　木賀はまるで真の動きを予測していたかのように、驚いた顔も痛そうな素振りも見せず、その足は太い木みたいにびくともしなかった。

「やる気殺そげた。店に顔出すの止やめて、余よ所そで飲む」

「お伴します」

「いらねっつの」

　車に戻る木賀を置いて、真は路地を歩き出した。駅に向かうが、木賀が延々と背後を徐行でつけてくるので、鬱うっ陶とうしくなって、またその後部座席に乗り込んだ。

　シートに凭もたれて車の天井を仰ぐ。

「あーもう、俺には一人で飲む権利もないのか……」

「俺は店の外で待っときますよ」

「あっそ」

　全然面白くない気分で、真は運転席を後ろから蹴りつけた。

　靴底の後がくっきりついたが、木賀は文句もつけなかった。

（ああ、つまんねえ）

　口には出さず、真は思う。

　久々に大立ち回りができると思えばチンピラたちはまるで手応えはないし、せっかく新しい商売を開拓できると期待すれば木賀に邪魔されるし──

　何度シートを蹴りつけても、木賀はやっぱり何も言わず、黙もく然ねんと車を走らせている。

（木賀は保護者ぶってるし）

　反応がないのがますますつまらなく、真は子供の駄だ々だのようにシートを蹴るのを止めて、窓の外を見た。

　──好きなものは現金と暴力。

　──それから、木賀幹みき靖やす。

（気づけバカ。ボケ。朴ぼく念ねん仁じん。この俺がこんなに愛してやってんのに）

　生まれて初めて万札を手にした時それを愛したように、生まれて初めて人を殴った時にその感触を愛したように、生まれて初めて他人の返り血を浴びてその色と暖かさを愛したように、真は生まれて初めて木賀を見た時その強面と頑がん丈じょうそうな体とぶっきらぼうな物言いと、自分をみつめる瞳の中にある凶暴な光を愛した。

　世界中の金と暴力が自分のものであると信じたように、木賀が自分のものであると信じた。

　そうでない理由がみつからない。

（なのに何でこいつ、俺に手ェ出さないんだ？）

　自分の美び貌ぼうも賢さも真は知っている。性格だってそう悪くないと思う。この恋に少し障害があるとすれば性別が同じだということくらいだが、『自分』が『自分』であるという事実を前にすれば、問題にもならないはずだ。

　木賀が不能じゃないのも知っている。大昔には特定の女がいたようだったが、それと切れてからは商売女しか相手にしていない。極心会の若いのを使って調べさせているので間違いない。

　真は玄くろ人うとは浮気のうちに入れない主義だった。雑誌とかビデオと同じ括くくりだ。勿論使った回数は覚えておいて、いずれその分何かしらの手段で報復するつもりではいたが。

　木賀の目の奥にあるのは、恩ある男の息子だとか、保護すべき弱い子供だとか、そんなものに対する感情ではないと真は確信している。

　なのに木賀の態度が完全に保護者や世話役であり続けていることに、フラストレーションが溜まる一方だった。

（どうやったら木賀が俺の足許に這い蹲って好きです一生側にいてくださいとか、そういう本音を言うようになるんだ？）

　十年間続いている悩みを解消するすべが、さっぱり思いつかない。

　勿論自分から言うのなんて御ご免めんだ。先に言った方が負けに決まっている。

　苛いら々いらしながら真は横目でバックミラーを窺うかがい見た。

　木賀はご機嫌取りや余計なお喋しゃべりをするような性格でもなく、ひたすら黙ってハンドルを握り続けている。

（拉ら致ち監禁して痛めつけて言わせるったって、俺じゃムカつくけど力でこいつに敵かなわないし、俺で無理ならどれだけ人雇ったって無理だろうし、大体拉致もクソも自分の仕事の時以外いつも俺の側にいるし……）

　木賀に関して、真の思考は常に堂どう々どう巡めぐりだ。

　賢いはずの自分をここまで悩ませる相手なんてこの男しかいないと思えば、苛立ちと一緒に愛情も募つのる。

　そろそろ我慢も限界が来そうだった。













　　　２







　真まことが頼んだわけではないが、木こ賀がが車で連れて来たのは極きょく心しん会かいの勢力範囲内にあるものの、幹部以外は真の正体を知らない人間ばかりが集まっているクラブだった。

　公おおやけにされていないとはいえ、真が極心会会長、新しん條じょう宗そう吾ごの血を引く子供だということは抗争相手にも知られていて、過去何度か襲われたことがある。

　それを防ぐためというより、それと対抗することによって真が起こす騒ぎを防ぐために、木賀が選んだ場所だ。

　襲われて騒ぎになるのは困るが、正体を知っている相手に媚こびへつらわれたり怖おそれられては真がゆっくり酒を飲めない。

　そう考えているらしい木賀自身は、宣言どおり店には入らず、車の中で待機している。

「そういやあいつ全然見かけなくなったな、おまえが入れ込んでたホストみたいな男」

　真は店の一番奥のボックス席で、周りに座っている者たちの会話を適当に聞きながら酒を口に運んだ。

　友人というほどではないが、あまりうるさく素す性じょうを聞いてくることがないので付き合いが気楽な男女数名。

　店内ではトランスとハードハウスのイベントが行われ、大音量で流れる曲に対抗するように、彼らも声を張り上げている。

「ああいたねえそんなの。何か半年くらい前からぱったりこの辺に来なくなっちゃったんだよね、格好かっこよかったのに」

「あいつヤバイ商売に手ェ出して、筋すじモノに消されたって噂聞いたけど」

「マジで!?」

「マジマジ、薬だか、売春の斡あっ旋せんだか……何だっけ忘れちゃったけど、派手にやらかして目ェつけられて、どっか連れてかれたってさ」

　一人で飲んでいる真をみつけて集まってきた割に、誰も真に話しかけようとはしない。真が自分のことを喋しゃべるより人の話を聞く方が好きだと知っているからだ。

　真はあまり人に自分の手の内を明かすのが好きじゃない。こういう場では、他人の会話から金になりそうなことや面白そうな情報を集める方が楽しい。

「この辺仕切ってんのって極心会とかいうヤクザでしょ、やだ殺されちゃってたりしないよね」

　真と同年代の彼らは、昼間は大学生や会社員か、アルバイトで少し水商売に手を出すくらい、夜遊びが好きなだけで極きわめて健全な暮らしをしている若者ばかりだ。

　まさか今同じ場所にいる真が、その『ヤクザ』と関わり合いがある人間だなんて思ってもいない。

「タカシだっけ、あの人あんまいい噂聞かなかったよね。自分のこと好きな女の子に散さん々ざん貢みつがせて遊んだ後ポイだとか。あんた大丈夫だったの？」

「大丈夫も何も、タカシになら遊ばれてもいいと思ってたのに、手すら出してもらえなかったもん」

「だってあいつホモじゃん、純情そうな少年誑たぶらかしてるとこよく見かけたぞ」

「またそういうことすぐ言うんだから、あんたはー」

「マジだって、ほらこれ、面白いから写メったんだけど」

　賑にぎやかに話しながら、一人が携帯電話を取り出して友人たちに見せた。

「えー、ただ喋ってるだけじゃんこれ」

「バッカよく見ろよ、ホテル街だろ。看板の方に行こうとしてんじゃん」

「ちょっと見せて」

　それまで黙って酒を飲み続けていた真が声をかけると、電話の持ち主が嬉しそうに画像を映し出した液晶を向けてくる。

「ほらほら、仲よさそうに話してんだろ？」

　高解像度の画像は、若い男と高校の制服を着た少年の姿を、目鼻立ちまではっきり映していた。

　特に高校生の方の顔を見て、真は微かすかに眉を顰ひそめる。

「……木こ賀がの方がいい男だし俺の方が可愛いな」

「ん？　何て？」

「この写真送ってもらっていい？」

　真が頼むと、頼まれた方は嬉しそうに真の携帯電話に画像を送った。

「ありがと」

　ついでに、にこっと人ひと懐なつっこい笑みを向けてやれば、相手は舞い上がった様子で赤くなる。

「おー、こんくらいどうってことないぜ！　真のお願いなら俺、何でも聞くからな！」

「……こんなにチョロいのになあ」

「ん？　何て？」

「何でもない」

　上機嫌なまま首を傾かしげて訊たずねる相手に、真はまた笑って、酒の入ったグラスを口に運んだ。

　女だろうが男だろうが、同年代だろうが年下だろうが年上だろうが、真がちょっと脅おどすか、ちょっと笑って見せるかだけで、大抵は言うことを聞いてくれる。

　真の思い通りにならないことは、世の中でそうないというのに。

「でもまああれかな、可愛げかな、隙がなさすぎるのかも知れないな、しっかりしてるからな俺……」

　ついブツブツと呟つぶやきを漏もらしつつ、真はハイピッチで酒を飲んでいった。

　店に来てから数時間、休みなしに飲み続けているうち、周りにいた者たちはフロアに踊りに出るか、別の場所へ移動してしまった。

　真も河か岸しを変えないかと誘われたが、面倒なのでそのまま一人ボックス席に残って飲み続けた。

　気づいた時にはすっかり酒が回り、ソファに突っ伏しているのを店の従業員に抱え起こされるところだった。

「真さん、そろそろ帰った方がいいんじゃないですか」

「んー……」

　見知った顔の若い男。真の素性を知っていて、店に来た時は問題を起こさないよう、巻き込まれないよう、さりげなく見守ることを木賀に頼まれている者だ。

「今日も木賀さん外で待ってるんですよね」

　従業員に引ひき摺ずられるように、真はフロアを出て店を後にした。エレベーターに乗る間に立っていられなくなって、自分より背の高いバーテン姿の従業員にもたれかかる。

「あー、酔っ払ったなあ」

「珍しいですね、真さんがここまで飲むって」

　寄りかかってくる真の腕を肩に回し、腰を支えながら、従業員が言う。

　真は酒に強い方だが、今日はあれこれ考えごとをしていたせいで、ペース配分を間違えた。

「気持ちいい」

「……っと、あ、あれ」

　機嫌よく真が相手の首に両腕を回すと、従業員がうろたえたように声を漏らす。

　それがおかしくて真が笑い声を上げた時、エレベーターのドアが開いた。

「ちょ、勘弁してくださいよ真さん、俺、木賀さんに殺されますよ」

　相手が慌てて体を引ひき剝はがそうとするが、真は気にしない。

　突き飛ばすわけにもいかず、どちらにしろ真ががっちり首を抱き締めているので力ずくで退しりぞけることも不可能だと悟さとってか、従業員は困り顔で真に抱きつかれたままエレベーターを降り、店の入ったビルから外に出た。

　瞬間、びくっと従業員の体が揺れる。

「──おう、悪いな」

「す、すみません、潰つぶれちゃったみたいで」

　恐らく従業員があらかじめ携帯電話にでも連絡を入れていたのだろう、木賀がビルを出たところで待ち構えていた。

　木賀の声を聞いて、真はますます従業員の首を強く抱き締める。

「まだ飲む」

「ぐ……っ……が……」

　真が締めつけるせいで従業員が呻うめき声ごえを上げている。

　気にせずその首筋に顔を埋うずめ、真は酔っ払いの声で言った。

「真さん、死にますから」

　木賀の手が、やんわりと、だが強い力で真の腕を摑み、従業員の首から外させる。

　従業員が心底ほっとしたように息を吐く音を聞いて、真は唇を尖とがらせた。

「何だよ、まだ飲み足りないんだ。おまえ、一緒に飲みに行こうぜ」

「いや俺は、まだ仕事残ってますんで……」

　縋すがるように視線を向ける従業員に、木賀が懐ふところに入れていた財布から紙し幣へい数枚を抜き出し手渡した。

「ご苦労さん」

「すみません、失礼しますっ」

　チップを受け取ると、従業員が逃げるように店へ戻っていく。

　真は木賀に摑まれたままの腕を乱暴に振って、相手から離れようとしたが、その途端よろめいて後ろに倒れそうになった。

「──っと」

　すかさず、木賀がその背中に腕を回して真の体を支える。

「帰りますよ。明日も学校でしょう」

「やだ」

「真さん」

「別の店行くっつってんだろ」

　宥なだめるような声音に腹が立って、真はもう一度相手の手を振ふり解ほどく──代わりに、よろめくふりで木賀の胸にもたれかかった。

　本当は、見た目ほど酔っちゃいない。

　店を出てエレベーターに乗った時には、もう頭の半分くらいは正気だった。

「どこか連れてけ」

　遠慮なく真が全体重を預けてやっても、木賀の体はびくともしない。

（煙草たばこ臭くせェ……）

　木賀の片腕は真の背中に回ったままだ。真は酔っ払いのふりを続けて目を閉じた。

　苦笑する低い声と、漏れた吐息が真の耳を掠かする。

「仕方ない人だ」

　耳に直接当たる低い囁きに、つい体が震えてしまったことを悟られないよう、真は木賀の上着を片手で摑んだ。

「帰らないっつってんだろ」

　真を家に送り届ければ、木賀は自分のマンションへ帰ってしまう。木賀の部屋は新條たちが住む家の間近、真の家はそこから一時間以上も離れている。

「はいはい」

　適当に頷いて、木賀はあっさり真の体を自分から引き剝がした。真が不満げに顔を上げる前に、腕を摑んで、肩に担かつぎ上あげる。

　あとは有う無むを言わせず、駐車場に停めた車の方へと引き摺っていった。

　真が嫌がって地面に足を突っ張ろうとしても、無駄な抵抗でしかなかった。

　完全にではないが半分くらいは酔っ払いで、真の体にはいつもより力が入らない。

「てめぇ、人の命令も聞かないで……」

　車の後部座席に押し込められ、真は相手を非難しながら片足でその体を蹴けりつけた。

　どこか力の抜けた真の蹴りは、木賀の腕が簡単に受け止めた。

「真さんが無事大学を卒業できるように手伝え、っていうのが親父オヤジからの命令ですから」

「だから俺の命令は聞けないってのか」

「そうですね、聞けるものと聞けないものがあります」

　丁てい寧ねいな仕し種ぐさで真の脚を座席に押し込め直し、ドアを閉めると、木賀は運転席へと乗り込んだ。車を走らせ始める。

「家まで寝てなさい、宿ふつか酔よいで大学の授業に出たくはないでしょう」

「俺に命令すんなっての……」

　言い返しつつ、真はずるずる座席に倒れ込んだ。

　酔っ払いのふりのつもりが、やけに眠たい。

　もっと木賀に悪あく態たいをついてやりたかったのに、真はそのまま後部座席で眠りこけてしまった。

　次に目を覚ました時は、自分の部屋の中だった。真のために新條が用意した、大学生が住むにしては贅ぜい沢たくすぎるファミリータイプのマンション。セキュリティの頑がん強きょうさは一般家庭向けとしては度を超したもの。

　木賀はそのエントランスの暗証番号を知っているし、玄関の合鍵も持っているので、真が寝ていても中に入ることができる。

「ほら、着替えてください」

　寝室、ベッドの上に突っ伏した真の手に、木賀がパジャマを握にぎらせている。

　真は枕に顔を押しつけたまま、側そばにある木賀の気配に向けてパジャマを叩き返した。

「じゃあせめて上着を脱いで。言い忘れてましたが、ジャケットにも返り血がついてましたよ。その服気に入ってたでしょう、すぐクリーニングに出さないと落ちなくなります」

「……るっせーな……脱げばいいんだろ、脱げば……」

　真は億おっ劫くうげにベッドの上に身を起こすと、ジャケットを脱いで丸め、木賀の方へと押し付けた。

　木賀がそれを受け取ってたたみ直している間に、シャツのボタンにも手をかけ、覚おぼ束つかない手つきで一つ一つ外していく。

「シャワー浴びたい……」

「目が覚めたらにしたらどうですか、その調子じゃ、風呂場でひっくり返りますよ」

　相手の言葉にムッとして、真は木賀のことを見上げて睨にらんだ。

「そんな間抜けな真ま似ね、俺がするわけないだろ」

「ならいいですけど」

「……」

　とことんまで、自分を目下扱あつかいしようとする木賀のことが、真には気に食わなくて仕方がない。

　腹立ち紛まぎれに乱暴にシャツを脱ごうとするが、左手の袖そで口ぐちだけ上う手まくボタンが外れず、ますます腹が立つ。

　袖口にシャツを引っかけたまま、真はどさっとベッドに仰あお向むけになった。

「もういい、じゃあこのまま寝る」

「……まったく……」

　目を閉じると下りてくる、微かすかな苦笑の気配。

　木賀は脱ぎかけの真のシャツに手をかけ、ボタンを外すために引っかかった袖を元に戻そうとしている。

　そっと目を開いて、真はその様子を見み遣やった。

　それから、木賀の顔を見上げる。木賀は真の袖に目を落としている。

（……ここまでわかりやすく誘ってやってる、ってのに。この俺が）

　木賀は真の半はん裸らを見ても、顔色一つ変えない。

　クラブの従業員に抱きつくところを見せても、木賀に抱きついてやっても、何も言わないし表情も動かさない。

（他の奴なら女でも男でも簡単なのに、何でこいつだけこうなんだ）

　木賀の指が器用にボタンを外し、真の腕からシャツを抜いた。ベッドに置いたジャケットの上にそれを重ねている。

　まとめて服を抱え上げ、部屋を出ようとしている様子の木賀を見遣り、自分のジーンズを引っ張りながら真は口を開いた。

「何なら下も脱がしてくか」

「それはご自分で」

　やはりどうあっても動じない木賀に、真の苛いら立だちは募つのる。

「おまえ、そんな親父が怖いわけ？」

　身を起こしながら、反射的に口にした真の言葉は、自分で思っていたより直球だった。

　木賀が振り返って自分を見下ろしてきたので、真は「しまった」という顔を作らないように、せいぜい冷淡な表情でそれを見返す。

　何も言わない木賀は、少しだけ怪け訝げんそうな面おも持もちになっている。

「家からこんなとこまで往復何時間もかけて。バカじゃねーの、跡目ならともかく、愛人の子供の面倒なんて見させられてさ」

　要するに、『保護者』の名目を与えられているのがいけないのだ。

　そう思って、真は努つとめて冷たく言い放ちながら、相手を侮あなどる表情で横を向いた。

「おまえだって自分の仕事があるんだろ。だったらわざわざ大学だのこの部屋だのまで来なくたっていいんだぜ、俺は別におまえじゃなくても、他の奴だって」

　それでは困る、と。

　いくらこっちが突き放したところで、木賀は結局自分のことを好きなはずだから、さすがにこうまではっきりお役御ご免めんを言い渡せば、そう言って焦あせるはずだ。

　それを期待して言った真の側に、部屋を出ていこうとしていた木賀がゆっくり戻ってきた。

（あともう一押し）

「どうしても親父の命令に逆らうのが怖いってなら、俺から取りなしといてやるよ。俺が笑ってちょっと甘えれば、親父だって」

「真さん」

　真の台詞セリフを遮さえぎって、木賀が名前を呼ぶ。

　声に釣られるように顔を上げた真の視界に、スッと木賀の片手が入り込んだ。

「……」

　真は言葉を失って、木賀の手が自分の髪に触れるまで、じっと動きを止めてしまった。

　目を大きく瞠みはり、優しく髪を撫なでる木賀の手の感触を、つい味わってしまう。

「おやすみなさい。あまり夜よ更ふかししないで、早く寝るんですよ」

　身を屈かがめ、そう言いながら自分の顔を覗き込んで告げる木賀の表情まで優しくて──それはまるで子供に向けるような表情だったのに、真は声を出せないまま硬直し続けた。
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　いつも口調だけは丁寧だがその実こちらを目下扱いしてくる、要するに慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなところに腹を立てているのに、たまにこうやって不意打ちで本当に優しい、甘やかすような態度を取るから、そのたび真は相手の態度にみとれてしまう。

　酒なんかよりももっと心地よい陶とう酔すい感かんに浸ひたるように。

　うっとりと自分をみつめる真の目を覗き込んだまま、木賀が少しだけ笑った。

「──それじゃ、失礼します」

　真が釣られて微笑ほほえみ返しそうになる寸前、木賀がそう言って、あっさりと真の髪から手を離した。

　あまりの唐突さにぼんやりしているうち、木賀が踵きびすを返して真に背を向ける。

　ハッと我に返った真が咄とっ嗟さに枕を摑み、木賀に向けて投げつけるが一歩遅く、枕は木賀が立ち去り閉じられたドアに当たって落ちた。

「……っの、野郎……！」

　屈辱のあまり震えながら、真は両手でシーツを握り締めた。

　わかってやっていた。

　あれは絶対、こっちの気持ちもやりたいことも見み透すかした上で、反応を見ていたのだ。

　完全に遊ばれている。

　これまで薄々察してはいたが、今ので真も理解した。こっちが触れられたがっているのを、甘やかされたがっているのを知っていて、その上で焦じらしている。少しだけ餌えさを与えては、寸前で取り上げる行為を繰くり返かえしている。

　この十年間、延々と。

（何て素直じゃない奴だ）

　木賀は真の父親のことを尊敬はしているだろうが、過剰に怖れてなどいない。

　むしろ怖れを知らない態度を新條に気に入られ、極心会に入って間もないうち、若くして幹部候補に名を連つらねたという過去がある。

　すでに幹部になっている今、木賀がなお真の側にいるとすれば、それは木賀自身の意志でしかあり得ない。

　木賀がなぜそんな意志を持つかと言えば答えは一つ、木賀も真のことが好きだからだ。

　なのに、あの態度。一言向こうが本心を伝えてくれれば、真も即それに応こたえてやるにやぶさかではないというのに、わざとはぐらかして振り回して、何の得があるというのか。

（そこまでして俺より優位に立とうってのか？）

　遜へりくだってるふりでこっちを上から眺めているのだ、きっと。

　そうやって木賀が自分に対して余裕の態度を貫つらぬくのなら、それを突き崩してやるまで収まりがつかない。

（絶対、俺からは言わねえぞ……！）

　真は煮えたぎるような胸むな裡うちを抱かかえてベッドへと乱暴に横たわり直したが、まるで寝られる気がしなかった。
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　結局苛いらつきすぎて一時間と眠れないまま朝が来てしまい、真まことは寝不足と宿ふつか酔よいにぐらぐらする頭で大学に行く羽は目めになった。

「ねえ秋あき屋や君、大丈夫？　すっごい具合悪そうだけど」

　どうにか午前中の講義を聴き終え、学食で食事を取っている最中、たまたま向かいの席に居合わせた同じ学部の女子学生が心配そうに真の様子を覗のぞき込こんできた。

　真は定食を買ったはいいが、焼き魚の匂いですら胸焼けがして、頭を抱かかえるようにテーブルに片かた肘ひじをついていたところだ。

「水でも持ってきてやろうか？」

　女子学生の隣にいた男子学生も、気き遣づかうように問いかけてくる。

　大学内で、特別用事もないのに誰かに声をかけられるなんて、真にとってはそうあることじゃない。家族から口を酸すっぱくして『堅かた気ぎの皆さんに迷惑をかけるような騒ぎを起こしてはいけない』と言われているので、その言いつけを守って大人しくしているせいだ。

　生意気だと言われないよう落ち着いた服装や髪型を選び、目つきが悪いだとかで絡からまれないよう眼め鏡がねでカバーし、周囲にいるのは素しろ人うとの学生さんだと常に平静を保たもつよう心こころ懸がけている。

　新しん條じょう家に近いという理由で選んだ中学高校に通っていた頃はともかく、そこから離れてそこそこレベルの高い私立大学に入学したおかげで、この二年ほど真は学校内で平和な生活を送っていた。

「いや、大丈夫、ただの宿酔いだから」

　苦笑気味に応こたえた真に、学生二人が安心したように目を見合わせて笑い合った。

　その様子で、真は彼らが恋人同士なのだということに気がつく。

「仲いいな」

　真の言葉に、二人が照れたようにまた笑った。

「そんなことないよ、すぐ喧けん嘩かばっかするし。ねえ？」

「どうやって付き合い始めたんだ、二人」

　もじもじする女子学生の左手の薬指には、可愛い指輪が塡はまっている。訊たずねると男の方までもじもじし始めたので思わずぶん殴なぐりたくなったが、真はどうにか愛あい想そのいい笑顔を保った。ちょっとした好奇心だ。

　この自分が惚ほれた男とうまくいかず手を焼いているのに、世間一般の恋人同士というものはどうやってその関係を成立させているのだろうかと。

「いや、普通に、講義の時に席が隣になったりしてさ。ノート貸し合ったりするうちに、なあ？」

「うん、何となく、ね？」

「付き合おうって言ったのはどっちから？」

「えー……おまえだよな？」

「噓っ、あんたじゃん！」

　カップルは、もじもじしながらお互いの腕を肘で突き合っている。

　真が衝動的に定食の味み噌そ汁しるを二人に向けてぶちまけそうになるより早く、彼らの隣にいた、やはり同じ学部の男子学生が呆あきれたように口を挟はさんだ。

「ってそうやってグダグダ言ってるから、鬱うっ陶とうしくなって俺らが焚たき付つけたんじゃんな。おまえら付き合っちまえって」

「そうそう、好き合ってるのバレバレなのにいつまでも煮え切らなかったからね」

　男子学生の向かいに座っていた女子学生もそう言って頷いている。どうやら近くにもう一組カップルがいたらしい。

　真は彼らの方にも視線を向けた。

「おまえらは、どうやって付き合い始めたの？」

「俺が好きだから付き合おうって言って」

　こちらの二人は、男の方からきっぱりした態度で交際を始めたらしい。

「うーん……」

　どちらも真の参考にはならなかった。

　自分と木こ賀がを橋渡ししてくれるような人間が周囲にいるわけもないし、木賀がきっぱり想いを告げてくれるならこんなにやきもきさせられたりはしない。

　かといって真の方から言うつもりもない。

（もうちょっと役に立つ例はないのか）

　食べる気もしない定食の魚を箸はしで突きつつ憮ぶ然ぜんとそんなことを考えていた真は、不意に、ゆうべクラブで交わされていた会話を思い出した。

「……」

　同じテーブルにいたカップル二組に適当に別れを告げ、食べ残した定食のトレイを片づけて急ぎ足に学食を出ながら、ポケットの携帯電話を取り出してデータフォルダを選択する。

　一番最新の画像を呼び出せば、液晶画面に現れるのは、ゆうべ顔見知りの男にもらった写真。

　若い男と、制服姿の高校生のツーショット。

　その片方に、真は見覚えがあった。

（こいつ……やっぱり、石いし神がみ組の跡あと目めだよな）

　極きょく心しん会かいと昔から険けん悪あくな関係の組織、日々抗争に励はげんでいる相手。その石神組の跡継ぎの姿を真は知っていた。父親と家族に誘われて高級料亭に行った時、向こうと鉢はち合あわせたことがある。

　石神組の組長は十人が見て十人が『ヤクザ』だとわかる人相と風ふう体ていだったが、息子の方は随ずい分ぶんと可愛らしい容よう貌ぼうをしていた。多分母親似なのだろう。

（俺と同じだ）

　そして石神組の跡目と一緒に写真に写っているのは、チャラい感じの優やさ男おとこだった。堅気には見えないが筋すじ者ものにも見えない。大方ヒモかホストかパチプロか、女ぜ衒げんといった辺りだろう。写真を撮った男もそんなことを言っていた気がする。

　改めて写真を見れば、これもデータをくれた男が言ったとおり、二人がいる場所はあのクラブ近くのホテル街で、二人ともいかにも「これからそこに入ります」という雰囲気だった。だから面白いと思った男が、咄とっ嗟さに携帯電話で写真なんて撮ったのだろう。

　もちろん相手がヤクザの息子だなんて知りもせず、単に色男と可愛い少年がホテルに入ろうとする姿が物珍しくて。

「……」

　ぶらぶらと構内を歩きながらしばらく写真を眺めていた真は、携帯電話のボタンを操作して、そのデータを添てん付ぷしたメールを作成し、さっさと送信した。

　メールの宛先は複数人、自分の経営するクラブの従業員で、暇そうな男たち。

　件名には昨日行ったクラブのある町の名前。

　内容はシンプルに『この写真の右側の方、店まで攫さらって来い』と──。
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　真が自分の店に顔を出すのは基本的に週に一度、火曜日だけ。その日以外に木賀の送迎はない。その上翌日の水曜は定休日。

　だから昨日来たばかりの木賀が大学までやってくることもなく、その日の講義を終えると、真は電車を乗り継いで自分の店へと向かった。

　途中で従業員から『無事拉ら致ちりました！』とメールがあったので、楽しみな気分で開店前のフロア、ＶＩＰ席に向かった真は、だがそのソファの上に手足と口をガムテープで固定され、タオルで目隠しされている背の高い男を見て、ガッカリした。

「何だよこれ、逆じゃねえか」

「えっ、カメラに向かって右側の男ですよね!?」

　雇やとい主ぬしに対する義理や恩義だけではなく、真個人の見た目や性格に心酔している従業員たちは、落胆するオーナーの姿に慌てている。

「何でわざわざカメラに向かうんだよ、見たまんまでいいんだよバカ」

「ギャ！」

　一番近くにいた従業員の頭を、真は拳こぶしで殴なぐり倒たおした。殴られた男は悲鳴を上げて床に転がったが、何となく嬉しそうな様子でもある。

　真は石神組の跡目を攫ってこいと告げたつもりだったのに、目の前にいるのはもう一人の方、タカシとか呼ばれていた優男だ。

　跡目の方は年が年だけにまだその立場で大っぴらに知られていることはないだろうが、有名な私立男子校のブレザーを着ていたから、わざわざ細かく説明するまでもなく簡単に居場所を突き止められると予測していたのに。

　それなりに有能だと思って真が目をかけてやっていた従業員たちは、実際無駄に有能で、写真だけでは所しょ在ざいもわかりそうにない優男を見つけ出し、数人がかりで攫ってきてしまったらしい。

「どこでみつけて拾ってきたんだ、これ？」

「や、真さんが店にいらっしゃるより前、三年くらい前か、こいつよく町で見かけましたから。タカシって、俺らの間じゃ有名なろくでなしで、自分に惚れた相手は男女構わず貢みつがせた挙あげ句くあっちこっちの店に売り飛ばして、悪名が広がったから別の町に逃げ出したって。もうマジ汚い金かね儲もうけする奴で、ダカツの如ごとく嫌ってましたよ俺ら」

「で、そのタカシっての、確かあの頃大学生だったよなって思い出したから、そこ通ってるツレに写メ回して聞いてみたら、留年したんだか知らないけどまだそこ通ってるっていうから」

「皆でその大学行って、捕まえてきました！」

「んー！　んんー!!」

　捕まえられたろくでなしという男は、どうにかその場から逃げだそうと、転がされたソファの上でもがいている。

「まあ攫ってきたもんは仕方ないから、もうこっちでもいいけどさ」

　これはこれで利用価値はあるかと、真は何とか気を取り直す。

「俺はこのタカシ君と話があるから、おまえらは帰っていいわ。休みの日に悪かったな、時間外労働分色つけといてやる。ご苦労さん」

　虫のように蠢うごめいているタカシを見下ろしながら真が労ねぎらうと、従業員たちはほっとした様子で息を吐き、店を出ていった。

　店の中、ＶＩＰ席として使っているボックスシートで、タカシの呻うめき声だけが響く。

「本当は俺と同じ立場の奴に会いたかったんだけどな、ヤクザの息子っていう」

　まだ残念そうな声で呟きつつ、真は転がっているタカシの口を塞ふさいでいるガムテープに手をかけ、一気にそれを剝はがした。

「い……ッ、ってえ！」

　乱暴に粘ねん着ちゃく剤ざいのついたテープを剝がされ、タカシが悲鳴を上げている。

「おい何なんだよこれ！　どこだよここは!?」

　まだ両手足が拘こう束そくされ、目隠しもされたままなので、タカシは状況がまったく飲み込めずに混乱していた。

「初めまして、タカシ君」

　言いながら、真は男の目隠しも外してやった。

　視覚が解放された男が反射的に身を起こし、逃げようとするのを、真は手にしていたアイスピックを相手の顔に近づけて制する。

「大人しくしてなよ、ちょっと聞きたいことがあるだけだからさ」

「……ッ」

　タカシはアイスピックの存在に気づいて、強こわ張ばった表情になり、恐る恐るの様子で側そばに腰を落とす真を見上げた。

　蒼そう白はくな顔で自分を見る相手に、真はにっこり微笑ほほえんで見せた。

　友好的に笑ってやったつもりなのに、タカシの顔がますます強張る。

「おまえ……極心会の関係者か」

「あれっ？」

　顔を合わせたことのある石神組の跡目ならともかく、この男に素す性じょうがばれているとは思っていなかったので、真は純粋に驚いた。

　微かすかに目を瞠みはったその態度で察し、タカシが「やっぱり」と呻くような声で言った。

「俺のことは、鉄てつの──石神組の親父さんとの間で手打ちになったんじゃなかったのか。何で半年も経たってから、こんな」

　相手の態度からして、どうやらタカシと極心会の間で、以前揉もめごとがあったらしい。

　汚い商売をしたと言われていたから、その辺りが原因だろうと真の方も察しがついたが、そんなことはどうでもいい。

「あんたさ、石神組の跡目と出来てんだろ？」

　訊ねた真に、タカシがさらにぎょっとした顔になる。

「な、何でそれを」

「何でもクソも」

　真はアイスピックを一旦収め、自分の携帯電話を取り出して親切に例の写真を表示すると、タカシに見せてやった。

　タカシがまた、目に見えて狼ろう狽ばいした。

「そ、れは……いや」

「どう見ても、これからホテルにしけ込みますってとこだよな？」

　視線を泳がせているタカシの顔を覗き込み、真は重ねて訊ねる。

「まさか石神組の息子まで男好きとは思わなかったけど」

「違う！　鉄は、あの子は、男好きとかそういうんじゃなくて……」

　真の台詞セリフに敏感に反応して、タカシが声を荒げた。

「違うんだ、それは俺が無理矢理連れてっただけで、出来てるとかそういうんじゃない」

「噓つけ、こっちのガキ、相当あんたに惚れてるって顔に出てるじゃねえか」

　写真の中の跡目は、嬉しそうな、少し恥ずかしそうな、実に可愛らしい顔でタカシの方をみつめている。

「別にそんなネタで石神組を脅おどそうとかいうわけじゃねえっつの、今どき脅しの材料にもならないだろ。ほら、心配ならデータ消してやるから」

　真が携帯電話から写真のデータを抹まっ消しょうすると、タカシがほっとしたような顔になる。従業員たちやその知人たちの間で出回っている分が残っているが、それは黙っておいた。

　タカシが安あん堵どしたのは、先刻の台詞からして、おそらく自分の立場がどうこうというより相手のことを考えていたせいだろう。

　自分の大事な恋人が、男好きなどと噂を立てられることが嫌だったらしい。

「あんたも好きなんだな、『鉄』のこと」

　携帯から再びアイスピックに持ち替えながら真が言うと、タカシはその先端を脂あぶら汗あせをかきつつ目で追っている。

「好きなんだろ？」

　アイスピックに気を取られて質問に答えない相手に業ごうを煮やし、真が多少声を低くしてもう一度訊ねると、タカシがこくこくと頷いた。

「す……好きだけど」

「なれそめは？」

「えっ」

「どっちから付き合おうって言った？」

「ど……っ……ちだ？」

　煮え切らないタカシの返答に苛立って、真はさらにアイスピックを近づけてみる。

「いやっ、付き合おうだとかわざわざ宣言して付き合ったわけでもないから！」

「何だ、じゃ、単に体だけの関係か」

　わざと揶や揄ゆするように訊ねてみたら、タカシが生意気にもムッとした顔で真のことを睨にらみ返かえしてきた。

「俺は鉄のことが大事だし、鉄もそう言ってくれてる」

「──っていう感じで告白したわけ？」

　真が少し身を乗り出すと、『何なんだこいつは』と顔に書きながらもタカシが頷いた。

「そうだけど……」

「どういうシチュエーションで」

「どうって、それは……鉄と一緒にいた時に極ヤ心ク会ザに絡からまれて拉ら致ちられて」

「うん」

「鉄には手を出すな、やるなら俺だけをやれって言ってボコられて。鉄に何でそういうことを言うのかって訊かれたから、そういう流れに」

「……」

　真は自由な方の手で額ひたいを押さえて、考え込んだ。

「ヤクザに絡まれて拉致られるっていうのがまず不可能だ」

　石神組の跡目を自分に、タカシを木賀に置き換えてみたところで、その状況が成立しない。

　たとえば抗争相手の石神組が自分たちを拉致しようとしたって、真も木賀も大人しく攫われるような性格でも腕うでっ節ぷしでもないのだ。

　よしんば自分が意い図と的てきに攫われたところで、木賀がそれを庇かばって大人しくボコられるとも思えなかった。

　誰かが真を傷つける前に、木賀が相手を半殺しにするだろう。

「あいつチャカ持ってるしなあ……」

　どうにか頑がん張ばって真が誰かに襲われてみたところで、逆上した木賀が人でも殺して、ばれないように処理するか上手く三さん下したを身代わりに出来ればいいが、本人がパクられて何年もお勤つとめ──なんてことになったら笑えない。

　真が目指す恋人同士の蜜みつ月げつからますます遠ざかってしまう。

「何の参考にもなりゃしないじゃねえか」

　理不尽に睨みつける真を、さすがに気を悪くしたのかタカシもまた睨み返してきた。

「まさか、そんなこと訊くために俺をここまで連れてきたんじゃないだろうな」

「そんなこととは何だ。俺にとっては重要なんだよ」

　真は極めて真剣だ。思いつく限りの手段を試しても木賀がなびかないなら、自分が思いつかないアプローチ法を人に教わらなくてはならない。

「鉄のどんなところが好き？」

「可愛いところ」

　訊ねてみれば、タカシからは即答が返ってきた。

「顔が？」

「顔も中身も。多少、ちょっと、かなり、怖ろしい部分もあるけど、俺のこと好きだってわかる部分とか、好きだって思って欲しいって全力で来るところが……すごく可愛いんだ」

「……」

　言いながら、タカシは少し照れたように真から目を逸そらしている。

　真は何だかタカシや、鉄のことが羨うらやましくなってきてしまった。

「本当に？　脅されてそう思わされてるとかじゃなくて？」

　一度見たきりで言葉も交わしていないが、石神組の跡目は顔立ちは随分可愛かったものの、彼も据すわった根性が目に出るタイプだった。

　対してタカシの方は見た目どおりの軟なん弱じゃくな優男でしかないようだし、果たしてこれであの高校生を御ぎょしきれているのか真には疑わしい。

「たまに凄すごまれたりはするけど、正直ビビりはするけど、そういうのも俺のことを好きなせいだと思えば可愛い」

　だがタカシはこれまたきっぱりと答えた。

「ふうん」

「こっちを脅してくるのに、実はそれほど手慣れてないからちょっと攻めると赤くなったり、そういう自分が恥ずかしくてキレたりする姿も可愛い」

　あまりに断言するもので、真は羨ましいを通り越して、段々腹が立ってくる。

（この俺がまるで上手くいってないっていうのに、こっちは順じゅん風ぷう満まん帆ぱんだなんて）

　勝手に苛々し出した真に、タカシが粘着テープで留められた両手を突き出した。

「聞きたい話とやらがそれだけなら、これ外せよ。帰りが遅くなったら鉄が心配する」

「高校生男子ってそんなにいい？」

「は……？」

　タカシが、信じられないものを見る目で真を見上げた。

　真はソファで横向きになっている相手の体を片手で仰あお向むけにさせ、アイスピックを握にぎったまま、その上に馬乗りになる。

「あんたの惚のろ気け話聞いてたら、羨ましくなってきちゃった。ムカつくから略りゃく奪だつしてやる」

「りゃ、略奪？」

「石神の跡目から、あんたのこと寝取ってやるって言ってんだよ」

「話させたのは自分だろう!?」

　慌てて身を起こそうとするタカシの胸を片手で押さえつけ、真はにっこりと微笑みを相手に向ける。

「気にするなよ、八つ当たりだから」

「するよ！　やめろ、マジでやめてくれ、鉄に殺される！」

　アイスピックが突きつけられているのも目に入らない様子で、タカシが死に物狂いに暴れ始めた。テープで括くくられた両手で真の手を退どかそうとしている。

「おいおい、大人しくしてないとうっかり刺しちゃうよ？」

「刺せばいい！　鉄にバレて泣かれた挙げ句ペンチで潰つぶして捻ひねって引っこ抜かれるよりマシだ！」

「何だそりゃ」

　タカシの抵抗は激しく、これは本当に腕か脚でも刺して大人しくさせるしかないか──と真がアイスピックを握り直した時、店のドアが開く音がした。

「真さん？　定休日だっていうのに一体何を──」

　足音が近づき、真が顔を上げると、ボックス席の前に木賀が立っていた。

　木賀は両手足を縛しばられたタカシ、それに馬乗りになっている真を見て、軽く目を瞠みはっている。

　新あら手てが来たのかとタカシが涙目になるが、真の視界にそんなものは入らない。

　真とタカシ、二人の様子を交互に見み遣やってから、木賀はフッと苦笑いのような表情になり、真に向かって小さく頭を下げた。

「お邪魔しました」

「待てよ、木賀ァ!!」

　踵きびすを返してその場を立ち去ろうとする木賀の背に、真は怒ど声せいを浴びせる。

「この状態見てそれだけか!?　何逃げ出してんだよ！」

　木賀が足を止め、振り返ってまた真を見下ろすと、軽く肩を竦すくめた。

「せっかく楽しんでらっしゃるのに、邪魔したら悪いでしょう」

「て……めぇッ」

　アイスピックをタカシの顔の真横、ソファに突き刺してから、真は勢いよく床に下りると木賀に詰め寄り、その襟えり首くびを両手で摑んだ。

「いい加減にしろよ、腰抜けが！　惚ほれた相手が目の前で他の男の上に乗っかっててその態度かよ！」

　木賀が遅かれ早かれここに来ることはわかっていた。

　どうせこの店の連中にも木賀の息がかかっている。真が危ないことやおかしなことに手を出せば、すぐに木賀へ連絡が行く手て筈はずになっているのだ。

　いつも余裕綽しゃく々しゃくとしている木賀でも、自分が『石神組の跡目』を攫ったりすれば泡を喰って飛んでくるだろうと期待していたのに、すっかり予定が狂った。

　仕方なく、タカシを拉致った従業員たちに連絡を受けた木賀がここに来て、目の前で他の男といちゃついている場面でも見せつけるという方法にシフトした。いくら木賀だって、そんなところを見れば多少は取り乱すだろうと。

　なのに成果はさっぱりだ。

「真さんの身が危ない時でもなけりゃ止めませんよ」

　嫉妬にも怒りにも表情を崩すことのない木賀の返答は、真の聞きたい答えのうちどれでもない。

「そんなこと言えっつってんじゃねえんだよ」

　襟首を締め上げながら真が睨みつけても、木賀の顔色は変わらなかった。腰抜け呼ばわりまでしているのに、またいつもどおりだ。

「俺に惚れてんなら何でさっさと手ェ出さない、おまえ親父が怖いんじゃねぇんだろ。そこまで義理立てしてんのか！」

　もう我慢の限界がきた。言い逃のがれができないよう、長年腹の中にしまい込んでいた疑問を、真は木賀に直接ぶつけた。

「まあ、面倒見ていただいている恩義は感じてますが、怖くはないですね」

　落ち着き払った様子で木賀が応える。まだ躱かわされている。

　真はますます木賀の襟首を締め上げた。

「てめぇ、俺と親父が同時に石神組の奴にでも襲われたら、どっち助ける」

　まるで仕事とあたしとどっちが大事なの、と彼氏に詰め寄る女のような台詞だったが、構っていられない。

「真さんです。親父には親父の護衛がいるでしょう」

「そういうこと聞いてんじゃねえってわかってるんだろうが！」

　言ううちに、真は何だか段々悲しくなってきた。

　もしかしたら、と不安が胸を過よぎる。

　もしかしたら木賀は、別に自分に惚れてるわけでも何でもなかったんじゃないか、と。

　出会って一目で好きになって以来、真は木賀も自分と同じ気持ちだと疑ったことは一度もなかった。

（でも……本当は違ったのか？）

　だったら馬鹿みたいだ。

　好きでもない相手に好きだと言わせたくて躍やっ起きになっていたなんて。

（木賀が俺に手を出さなかったのは、ただ単に、俺に興味がなかったって理由だってのか？）

　今自分が何を訊ねてもはぐらかすような答えしか口にしない木賀は、最初から、答えるべき『本音』なんて持ち合わせていないのかもしれない。

　そう思い至ってしまうと、木賀の胸ぐらを摑み上げる真の両手から自然に力が抜けた。

　悲しくて、胸が痛くて、泣きたくなる。

　こんな気分を味わったのなんて、この性格で生まれつき、この性格で生きてきて、初めての経験だった。

　のろのろと相手のシャツから手を離そうとした真の手を、木賀の手がやんわりと押さえた。

　なぜ止めるのかと、知らない間に俯うつむいていた真は、怪け訝げんな気分になって木賀のことを見上げる。

　木賀は真の手を握りながら、しれっとした顔で口を開いた。

「正直なとこ、親父より真さんの方が大事ですよ、俺は」

「……」

　木賀の台詞が悲しみに支配された脳に染しみ渡わたるまで、数秒。

　理解した瞬間、真は再び怒りで頭に血を昇らせた。

「だからそれでどうして俺に何もしないんだって訊いてんだよ！」

「そりゃあ──」

　激怒している真を見下ろし、木賀はボックス席を覗いた時と同じような、苦笑いの顔になっている。

　それから真の手を摑んだまま、片手を伸ばしてきて、真の頰に掌てのひらで触れてきた。

「こんな我わが儘ままで高たか飛び車しゃで世界が自分を中心に回ってるって信じてるような真さんが、俺に触られたくてあれこれ躍起になったり不ふ貞て腐くされたり挙げ句泣きそうなのを堪こらえるような顔にまでなってるのが、可愛くて仕方ないからに決まってるじゃないですか」

「──」

　頰を撫でながら答える木賀を見て、真は思わず、言葉を失った。

　一瞬後に我に返り、平然とそんな言葉を吐く木賀と、素直に絶句してやった自分の両方に腹を立て、力任せに相手の手を振り払い、両手でその胸元を突き飛ばす。

　だが頑がん丈じょうな木賀の体は少し揺れただけで後あと退ずさることもなく、真はますます屈辱的な気分を味わわされた。

　──これではまるで、木賀の掌てのひらの上で踊らされているみたいだ。

（『みたい』じゃなくてまるっきり『そう』じゃねえか、この状態は！）

　木賀から愛の言葉の一つも引き出したいと思っていたが、保護者面ヅラのまま笑ってさっきみたいなことを言われたいわけじゃない。

　いつも取り澄ました態度で自分の側にいる木賀を、慌てふためかせて狼ろう狽ばいさせて切せっ羽ぱ詰つまった顔で自分の腕を摑ませたいだけなのに。

　これではまったく立場が逆だ。

「……じゃあおまえ、俺の命に危険があるとか、親父たちが望む以上に組のことに関わりでもしない限り、俺が何しても止めないっていうんだな？」

　目を眇すがめて訊ねる真に、木賀はやはり一いち抹まつの不安も動揺も感じさせない態度で簡単に頷く。

「俺は真さんの意志を尊重してますよ」

「あ、そう」

　予測どおりの答えが返ってくると同時に、真は木賀に背を向け、再びソファの方へ戻った。

　ソファの上では、自分をそっちのけで話している真と木賀に呆あっ気けに取られつつも、手足の自由を奪われているせいで逃げ出すこともできないタカシが若じゃっ干かん暇を持て余し気味に横たわり続けている。

　般はん若にゃのような顔で近づいてくる真に気づくと、タカシが喉のどの奥で空気を吸い込む音のような、悲鳴のような声を上げた。

「だったら今からおまえの目の前でこの男と寝るから、それでも我慢できるならそこで見てろ」

「え、は、あ!?」

　一切状況が飲み込めないタカシがまた変な声を出したが、木賀からは焦あせる気配も伝わってこない。

「それでいいんだろ、おまえは」

「……」

　一瞬だけ、木賀の返答に間があった気がしたが。

「まあ、真さんが本気でそうしたいなら、俺は構いませんがね」

　結局、あっさりとした台詞が真の耳に届いただけだ。

「そうかよ」

「ちょ、何で俺が、待て」

　真は再びタカシの上に馬乗りになり、さっさと服を脱がせようと相手のシャツに手をかけた。

　先刻は別に本気でこの男をその恋人から寝取る気などなかったが、今は本気だ。

　こうなったら後には引けない。

「おまえのやせ我慢がどこまで続くか見ててやる。最中で止めやがったら指さして、力一杯嘲あざ笑わらってやるからな」

「最後までは大人しく見てますよ。終わった後でその男は殺すと思いますけど」

「……は？」

　問い返した声は、真とタカシの口から同時に零こぼれた。

　二人して、ボックス席から少し離れたテーブルに移動し、腕組みでこちらを見物している木賀のことを振り返る。

「さすがにそういう罪を他人になすりつける気にはなれないんで、俺がサツに追われたりパクられてム所行きになって、当分会えなくなってもいいならどうぞご自由に」

「……んだ、そりゃ……」

　それは真がつい先刻、望まない未来として頭に浮かべていたパターンだ。

「ほ、本当に何だよそれは!?」

　怒りを堪えて震える真、恐怖に震えるタカシの様子を見遣りつつ、木賀は悠然と煙草たばこを咥くわえて火をつけている。

　あくまでそういう態度を崩くずさない木賀に、どうして自分ばかりが『そんなのは嫌だ』と取とり縋すがらなくてはならないのか、真には理解できない。

「──わかった、おまえがそのつもりなら」

　低い声で呟くと、真はソファに突き刺さったままのアイスピックを抜き出し、両手で握り込んだ。

「おまえが殺やる前に、俺がこいつを殺す」

「いやおかしいだろそれは!?」

「うるせぇてめぇは黙ってろ！」

　いちいち口を挟むタカシが邪魔くさくて、真は恫どう喝かつ気味に相手を怒鳴りつけた。

「鉄ってのに操みさお立だてしたいってなら先に殺してから使ってやる、そうしたらおまえが浮気したって鉄も泣かなくてすむし、おまえは鉄に殺されなくてすむし、一いっ石せき二に鳥ちょうだろ！」

「意味わかんねえよ！」

　タカシが反論しようとするが、聞く耳など真は持たない。

　こんな細い凶器じゃ一体どこを刺したら死んでくれるのか、とりあえず急所を片かたっ端ぱしから狙っていこうと振り上げた真の両手を、やんわり、しっかりと押さえる手がある。

「何だよ」

　側まで来て自分を止めた木賀を、真は鋭く睨み上げた。

「まったく……いくらなんでもそれは、無む茶ちゃ苦く茶ちゃだろうに」

　真の手を押さえたまま、木賀が溜息交じりに呟つぶやいている。

　木賀にアイスピックを取り上げられる間も、真は相手を睨みつけるのをやめなかった。

「わかった。わかりました、こっちが折れればいいんでしょう」

　はったりでなく本気で殺害を決意して凶悪な光を目に宿やどす真を見下ろし、木賀がまた少し困ったような顔で笑う。

「そこまで可愛いことをされたんじゃ、俺もさすがに」

　握った真の両手を、木賀が強い力で引っ張る。

　タカシに跨またがっていた体を持ち上げられ、真は木賀の体に勢いよくぶつかる形で床に降り立った。

　鼻はな面づらを相手の肩にぶつけて眉を顰ひそめる間に、ぐいっと両手で強引に顔を持ち上げられる。

　木賀の顔が近づいてくるのを見て、真は何を考えるより先に瞼まぶたを閉じた。

　すぐに、煙草臭い木賀の唇が真の唇に重なる。

「……」

　真はまた自然と、木賀の首へと両腕を回した。真の頰を摑んでいた木賀の手も、真の腰に回り、自分の体に密着させるように抱き締めてきた。

「……ん」

　木賀は最初から躊ちゅう躇ちょなく真の唇を舌で割り、遠慮ない動きで口こう中ちゅうを搔かき回まわしている。

　強い力で舌を吸い上げられ、絡からめられ、貪むさぼるような動きに、真はあっという間に陶とう然ぜんとなった。

　木賀のキスは長くてしつこくて、息苦しくなった真が少し身を引こうとしても、許さずに、後ろ髪を摑んで自分の方へと唇を押し付けさせさらに執しつ拗ように舌を使ってくる。

　負けじと真も木賀の舌の動きを舌で追うが、どう贔ひい屓き目めに見ても相手の勢いに押されていた。

「……は……」

　ようやく唇を解放された時には、真の体の奥底からぐらぐら煮え立つような熱が湧わき上あがり、その熱と反比例して脚の力が抜け、座り込まないように木賀の体に縋すがる格かっ好こうになっていた。

（やっとだ……）

　得えも言われぬ満足感が、真の全身を浸ひたす。

　十年間感じ続けたフラストレーションが、今はただ純粋な欲望になって体を震えさせている。

「俺のこと、好きだって、言わないのか」

　目を開けて木賀を見上げ、言わなければ酷ひどいぞと脅しをかけるつもりで言った真の声音は、むしろねだるような甘ったるい響きになってしまった。

　木賀は何も言わずに少し笑っただけで、もう一度真の濡れた唇に唇を寄せてきた。

　この期ごに及んで素直にならない木賀が不満ではあったが、キスの心地よさに抗あらがえず、真はまた瞼を閉じる。
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　木賀の掌が真の背中を撫でるように動き、次第に腰や尻の方へと下りてきた。口中余すところなく舌で犯され、大して肉のついていない尻を痛いほど握り込まれて、真はそれだけで下か肢しの間に熱が集まってくるのを感じた。もう硬くなり始めている。

　自分だけこの反応なら許し難がたいと、木賀の脚の間を腿ももで擦こすれば、ジーンズ越し、昂たかぶりかけた木賀自身の存在が当たった。

（俺で勃たってる）

　当たり前だけど、と思いつつも、その事実に真は背筋を震わせた。体と心の両方がぞくぞくする。

　木賀が少しずつ真の体を押して、真は木賀に縋ったまま後退さると、脚の裏にソファの感触を覚えてそれに思い切り体重を預けた。

「痛いってぇ！」

　だが座った先が弾だん力りょく性せいのあるソファではなくごつごつした塊かたまりで、おまけに無ぶ粋すいな悲鳴を聞いて、真は不愉快な気分で元げん凶きょうを見下ろす。

「何だあんた、まだいたのか。邪魔」

　すっかりその存在を忘れていたが、まだタカシがソファに転がっていた。まったく気が利きかない。

「まだったって、これじゃ帰るに帰れないんだよ、外せよ！」

　これも綺麗さっぱり失念していたが、タカシの両手両足は粘着テープで括くくってあったのだった。

　真は舌打ちすると木賀の首から手を離し、乱暴にテープを剝がそうとする。

　だが念入りに巻かれたテープは無む駄だに粘着力が強くて、なかなか上う手まく剝がれてくれない。

「痛てっ、切れる、手が千ち切ぎれる！」

　無闇にテープや手首を引っ張ったり捻ひねったりする真にタカシが悲鳴を上げ、苛立った真がもう一度舌打ちしかけた時、視界の端を銀色の鈍にぶい光が掠かすった。

　何だ、と思う間もなく、タカシの両手首の間を、スパッとその銀色の何かが切りつけた。

「……ッ……」

「うちの真さんが、迷惑かけたな」

　低い声、笑ってない目で言った木賀の片手に、鞘さやから抜き出された匕あい首くちが握り込まれている。

　声も出せずに目を剝むいているタカシの両足を縛いましめるテープも、木賀が磨みがき込こまれた匕首でまたスパッと切り裂いた。

　両手両足を解放されたタカシが、手首を摩さすりながら、逃げるように立ち上がった。

　空あいたソファに、匕首を床に捨てた木賀がどこか待ちきれないという仕種で自分を押し倒したので、真はまたひどく満たされた心地になる。

「絶対聞いてないと思うけど、二度と俺を巻き込むなよ、バカップルが──！」

　タカシの捨て台詞が聞こえた気がするが、真にはどうでもいい。声も足音もすぐ遠ざかっていった。

　真は覆おおい被かぶさってくる木賀の体重を受け止め、もどかしい気持ちでそのネクタイに手をかけた。真が木賀のネクタイを外し、シャツのボタンを外す間に、木賀の方も真のシャツをたくし上げて腹から胸まで肌を剝き出しにさせている。

「ん、ん……」

　延えん々えんと真の口中を貪りながら、木賀がごつごつした手で腰骨や脇腹を荒っぽく撫でた。真が気づいた時には、ベルトもジーンズのボタンも外され、ジッパーも下ろされた後だ。

「……ぁ、あッ」

　這い上がってきた木賀の指に胸の先を摘つままれ、そのタイミングで唇が離れたものだから、真はつい高い声を漏らしてしまう。指の腹で捏こねられて硬くなりだした突起を、摘んで引っ張られ、痛みと一緒に生まれる微妙な快感に、真はいちいち体を震わせた。

　右側を指で弄いじりながら、左の方には木賀の舌が触れてくる。突起の回りを舌先で舐なめ取られ、反対側は相変わらず痛いほど刺激されて、真の胸の先は敏感になっていった。そこを触れられているだけなのに、指や舌の当たる部分だけではなく、下肢の間にもむずがゆい感じが湧き上がってきて、焦れったく脚を動かす。

（やべぇ）

　下着の中で、完全に勃ち上がった真のペニスはもう先端から透明な体液を零こぼし、布に染みを作り始めている。その感触が気持ち悪いし、脱ぎ途中のジーンズに当たって痛い。

　どうにかしたくて身じろぐと、昂ぶりが木賀の体に擦られるような格好になって、その刺激で達しそうになるのを真は危うくのところで堪えた。

「……ッ……」

　固く瞑つむっていた瞼を開くと、表情を観察していた様子の木賀と視線がかち合う。相手は熱心に触れてくる割に余裕たっぷりな表情をしていて、真はささやかな屈辱を味わった。

　自分だけ先に達してしまうなんて、許されることじゃない。

　真は木賀の胸を殴りつけるように押おし退のけ、その下から這い出した。

　怪訝そうに自分を見ている木賀の体をまた殴りつけて殴りつけて、先刻までと体勢を完全に入れ替える。木賀がソファに背をつけて下に、真がその膝を跨いで上に。

　スラックスの前を見下ろせば、木賀の性器もその昂ぶりを布の下で主張している。触れるとやっぱりもう充分固い。

　真はふと笑みを漏らしてから、木賀のベルトとスラックスの前を解放した。下着の中からペニスを引っ張り出し、思いのほか大きくて凶悪な形をしていることに驚いた内心など悟さとられないように、口くち許もとに笑みを貼りつけたまま片手で根本から扱しごき立たてる。

　真の手の中で木賀のペニスはますます張り詰めていくのに、様子を見守っているその表情は普段とあまり変わりない。

　少しだけ面白そうな眼まな差ざしで自分の仕種を眺めているのに気づき、真は眉を顰めると、できるだけ冷たい顔になって相手を見下ろした。

「咥えるぞ」

　宣言しても、木賀は笑って頷くだけだった。

「どうぞ」

　何で許可をもらってやるような形になったんだ、と腑ふに落ちない気分になりながら、真は根本を擦って育てた木賀の昂ぶりに唇を寄せた。

　触れる直前、何とも言いい難がたい、感かん慨がい深ぶかいような気分になった。

　何しろ十年だ。

　十歳の子供の頃から、木賀をこんな目に遭あわせることについて考えていた。

「──ん」

　独特な匂いが鼻をつき、それすら気を昂ぶらせる理由にしながら、真は口の中に木賀を含んだ。思い切り唇を開かなければ収まらないような太さだった。顎あごが痛いだろうが、と内心で悪あく態たいをつきつつ、喉の奥深くまでそれを飲み込んでいく。

「ん……ん、う……」

　苦しくて、どうしても声が漏れた。もっと舌を絡めたり吸ったりして追い込んでやりたかったのに、飲み込むだけで精一杯だ。

　限界まで口中に受け入れて、なるべく勿もっ体たいぶった動きで頭を動かし、ゆっくり引き抜く。

　一度唇を離して、今度は舌を使って先端やカリの回りを舐めたり、裏筋にも舌を這はわせてから唇できつく吸ったりしてみた。

「上手、ですね」

　笑い声で囁いた木賀の声に、微かな色が含まれていることに気づき、勝った気分で真は相手のことを見上げた。

　そっと伸びてきた木賀の手が、真の髪を優しく撫でる。

「俺が知らない間に、どこで覚えてきたんですか？」

　笑ってると思っていた木賀の、目だけ笑っていない。

　真はさらに勝ち誇った気分になり、木賀の問いには答えず、もう一度そのペニスを喉に当たる辺りまで飲み込んでやった。

「……ッ」

　木賀の体が微かに強張った。その反応をもっと引き出したくて、飲み込んだものを少し抜き出し、また飲み込みと、動きを繰り返してみる。

「返事は、真さん？」

　どこか焦れた声音で再び問いかけてくる木賀に、真はやっぱり答えてやらなかった。

（そんなもん、わざわざ教えなくたって知ってるだろうが）

　こっちの交友関係なんて、どうせ一から十まで把は握あくしているくせに、それでも確かめずにはいられないらしい木賀の様子に、真は体の震えるような喜びを感じる。

　──木賀以外の男にこんなことをしてやった覚えは一度もない。

　単に体の欲求を解消するためなら、相手は男でも女でもどっちでもよかったが、真が自分からこんな場所に触るのも、自分の体の一番奥深いところまで触らせてやっていいと思うのも、この世で木賀だけだ。

（なんて健けな気げなんだ俺は）

　そんなことは木賀にもわかっているだろうに、いもしない誰かに嫉妬している様子を見て、真は大声で笑い出したい気分になった。

（ざまぁ見やがれ）

　十年もこの俺を待たせた罰ばつだ、と思う。

　真が機嫌よく木賀のものを再び飲み込み、口の中で擦るように頭を動かしていると、出し抜けに髪を摑まれた。

　何だ、と思って木賀を見遣る間に、口の中から固いものを抜き出され、腕を引かれたり脚を押されたりと力ずくで体を動かされて、気づいた時にはまた木賀の勃ち上がって濡れたペニスが目の前にある。

　違うのはその向きだ。木賀とは逆向きに体を跨がされ、膝立ちになった脚の間に木賀の頭があった。

　おまけにいつの間にかジーンズと下着まで脱がされていて、木賀の上で、真は無防備な姿をさらけ出す羽目になっていた。

「……」

　木賀の遠慮のない視線を感じて、堪えようとしても、真は顔が熱くなる。木賀が何のつもりで自分にこんな格好を取らせたのかなんて聞くまでもない。

　オッサンみたいにじろじろ見るなと喚わめきたくなったが、また怒ったり恥じらったりする様子なんて見せれば木賀を楽しませるだけだと辛かろうじて踏みとどまり、真は黙って再び木賀の昂ぶりへと唇を寄せた。

　何かの仕返しのように、わざと音を立てて茎を吸い上げたり、軽く歯を当てて擦こすったりしている間に、その行為に夢中になる。

　木賀を口に含み刺激するだけで頭の中が陶とう酔すい感かんに満ちてきて、それに気を取られているうち、真は脚の間に濡れた生暖かい感触を覚えて腰を大きく震わせた。

　予測していたはずなのに、反射的に逃げかけた腰を、木賀の腕に押さえつけられる。

　木賀に強く腰を摑まれたまま、真は体の奥、窄すぼまりの中に舌が強引にねじ込まれる感じに身を固くした。

　そこに触れさせるのは、誰にも許したことがない。

　真と寝たがる男はいくらでもいたが、いつかこういう日が来るだろうとわかっていたので、そこだけは守り続けてきたのだ。

　感謝しろよ、と口には出さずに思いつつ、真は少し息を乱しながら木賀を口で嬲なぶる動きを再開した。

　どんなふうに攻めてやるか考えるのが楽しかったのに、自分の体の中を木賀の舌と指に搔き回され、昂ぶりきったペニスを絞しぼるように擦られ、真は次第に何かを考えることができなくなっていく。

「ふ……ぁっ……、あ……！」

　たっぷり唾液を流し込まれ、指で広げられた内側を舌で刺激され、未知の感覚に真は全身を鳥肌立てながら震えた。

　気持ち悪いのかいいのかわからない。体の芯しんから震えが立ち昇るのは気持ち悪い方にベクトルが振れているせいかもしれないのに、木賀の手に捕まっているペニスはもう射精の欲求を堪え切れそうになく、先端をぱくぱくと開いては透明な滴したたりを零している。

　だから先に達いく気はないのだと、真は身を起こし、腰と性器を摑む木賀の腕を振り払った。

　自分を見上げている木賀を睨み返し、もう一度相手と顔を合わせる向きに体を直して、腰の脇に両膝をつく。

　体の真下に、上を向いた木賀の昂ぶりがある。

　真はその根本を片手で支え、片手を木賀の腹につきながら、先刻まで木賀に嬲られていた窄まりへと先端を宛あてがう。

　少しの間、ぬるぬるとその先と自分の穴を擦り合わせる動きだけ繰り返したのは、怖かったりためらいがあったわけではなく、相手を焦らしただけだ。断じてそうだ。

　案あんの定じょう、木賀が焦れた様子で真の腰に両手をかけた。

　それに導かれるように、真はそっと木賀の上で腰を落としていく。

　ぐっと、窄まりが押し広げられ、体の中に灼やけそうな熱が潜もぐり込こんでくる。

「う……、……く……」

　歯を食くい縛しばっても、強烈な違和感と苦痛に真の口から呻き声が漏れた。

　熱くて大きくて固くて痛い。

　自分の体の中を、みっちりと、隙間なく埋うめるように木賀の茎が差し込まれていく。

「……い……てぇな、クソ……ッ」

「もうちょっと、ちゃんと慣らしてから、って思ってたのに」

　八つ当たり気味に言葉を吐き出す真を見上げて、木賀が笑いを嚙かみ殺ころしている。

「るっせーな、早く……欲しくて……」

　痛みと熱さに翻ほん弄ろうされて、つい本音を漏らしてしまった。

　木賀がまた笑ったのに気づいて、そういう意味じゃないと反はん駁ばくしようとしたが、何が違うのか上手く説明できる気もしなくて、真はこれ以上自分が余計なことを言わないよう、唇を嚙み締めたままさらに腰を落としていく。

　根本まで木賀を体の中に収めきることはできなかった。途中で音ねを上げ、知らずにびっしょり汗を搔いた体で、天井を仰ぐ。

「あー、もう……無理……」

「いけますよ」

「え……、……ッ、……!?」

　腰を押さえる木賀の手に力が籠こもった──と思ったら、出し抜けに体を引き寄せられ、力ずくで最後までペニスを飲み込まされた。

「……あっ……あ、あ……！」

　痛みと衝撃で腰が痙けい攣れんする。汗と一緒に、真の目からどっと涙が出てきた。

「し……、……じ、らんね……おまえ、最悪……ッ」

「すみません、余裕がないもんで」

　とてもそんなふうには見えない台詞で応えた木賀の額ひたいにも、涙の滲んだ目を凝こらしてみれば、うっすら汗が浮かんでいる。息も微かに乱れていた。

　それに気づくと、真は目の奥がつんとして、痛みだけではない涙をまた零してしまう。

「動きますよ」

「ちょ……無理だって、木賀……」

　この状態で中を刺激されたら、壊れてしまう気がする。怖くなって木賀の指を剝がそうとするのに、指はますます薄い腰の肉にめり込むだけでびくともしない。

　宣言どおり、木賀が真の下でゆっくりと腰を使い出した。

「う、あ……あ、あッ、……あぁ……！」

　覚悟していたよりは柔らかい動きだった。木賀が小さく腰を揺さぶると、真の中で、熱の塊も少しだけ動く。
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　それでも中を擦られる感触は思った以上に強烈で、真はどうしても声を絞しぼり出ださずにはいられない。

「少し萎なえちゃいましたね」

　あんなに張り詰めていたはずの真のペニスは、痛みのせいで木賀の言うとおり少しだけ力をなくしている。それを木賀の指が摘み上げるのを見て、真は何となく頭に血を昇らせた。

「さ……わんな、気持ちいい、だろうが……」

　非難した真に、木賀が可お笑かしげに小さく噴き出した。

　木賀の大きい手に萎えかけの茎を摑まれ、少し擦られるだけで、真はまたすぐに力を取り戻した。

　扱かれると、その快楽に連動するように、なぜか体の中、木賀の熱を受け入れた場所も疼うずく。

「……ん……」

　真は意図的に、その感覚だけを追おうと心懸けた。そんな真の努力に報むくいるように、木賀が真の快感を引き出すため、くびれや先端も擦り上げていく。

「ぁ……、……ん……」

　もう言葉らしい言葉も出ず、かといって声を殺すこともできずに、真は目を閉じて木賀に与えられる感覚に没ぼっ頭とうした。

　真の中を搔き混ぜる木賀の動きは、少しずつ大きく、早くなっている。

　自分から動くことなんてとても不可能だと思っていたのに、ほとんど無意識のうち、真は相手の動きに合わせるように腰を揺らし始めていた。

　木賀の手の中で、真のペニスは完全に固さを取り戻し、またこぼれだした体液で相手の指を汚している。

「な……んか……もう、出る……かも……」

　未いまだ快感よりも苦痛の方が勝っているのに、せり上がってくる射精の衝動が誤ご魔ま化かしきれない。

　先に自分だけ達するのは嫌だが、真の中で、木賀の熱も限界を迎えているように感じられている。

　びくびくと、震えているのは自分の中なのか、木賀のものなのか、両方なのか。

「木賀……っ、も……ちゃんと、俺……中……出せ、よ……ッ」

　木賀の腰が下から突き上げるような動きに変わり、真は全身を揺さぶられ、言葉も切れ切れになる。

　呻き声や荒い呼吸と同じくらいに涙の止まらない目を凝らし、自分の下になっている木賀を見遣ると、真を見上げた目と表情には混じりけのない情欲の色が宿やどっている。

　それを見てまた満たされた気分を味わった瞬間、ぞくぞくと、真の体の奥からどうにもならない震えが湧き上がった。

「あ、あぁ……あ……！」

　もう動くことはできず、身を固くして、真は木賀の手の中で白はく濁だくした体液を噴き出させた。

　その後を追うように、真の腰を自分の体に押し付けさせた木賀も、腰を震わせながら射精する。

　体の中に、生暖かいものが広がる、妙な感覚。

「──……ん……」

　目を閉じてその感じをたっぷり味わいつつ、真はぐったりと木賀の上に体を倒した。

「は……」

　後はしばらく言葉も出せず、木賀に凭もたれるようにしながら荒い息をつく。

　木賀の手が伸びてきて、後ろ髪を撫でられる感触が気持ちよかった。

「……っとにおまえ、意地ばっかり張りやがって……」

　ようやく荒すぎた呼吸が多少は収まる頃、真はそう木賀を糾きゅう弾だんした。

　俺がどれだけ待ったと思う、という台詞までは、悔しくて口にできなかったが。

「すみませんね」

　応える木賀の声は、おかしそうな響きだった。言外に「どの口がそれを言うのか」と匂わされた気がするが、真にはそんなことを言われる覚えはないので気のせいに違いない。

「あと、まだ聞いてねえぞ。おまえの本音を」

　危うくのところで思い出して、真は体を起こして木賀を睨みつけた。

　木賀にこんな行為を許すのは、世の大抵の恋人と同じように、きちんと好きだの愛してるだのと聞いてからにしようと思っていたのに、途中から失念していた。

「真さんが言ったら言いますよ」

　まだ真と繫つながったまま、もういつもどおりの冷静な表情に戻って、木賀が言う。

　真はきつく眉を顰めた。

「おまえが言わないのに、何で俺が言わなくちゃいけないんだよ」

「言って欲しそうな真さんが可愛いから、ですかね」

「……」

　何かどうも、状況がこうなる前と大して変わらないような気がする。

　──が、なぜかそのことに対して、真はあまり腹が立たなかった。

「わかった、じゃあどうにかして言わせる方法を考える」

「まあ、お手柔らかに」

　そう言って笑った木賀の顔が、どことなく色ボケと表現しても差さし支つかえないようなものにも見えたから、今日はとりあえずいいかと真は自分の欲求に見切りをつける。

「手加減するわけないけどな」

　脅したり宥なだめたり甘えたりすかしたりを、苛立ちから少しは解放されて木賀にできるのなら、それは今までよりも随分楽しくて幸せなことだ。

　にやりと唇の端を曲げて笑った木賀の表情に、受けて立ったと判断し、真はひとまず色仕掛けでも試こころみようかと、精一杯甘えた優しい仕種で木賀の両頰を掌てのひらで包み、今日何度目かの接くち吻づけを施ほどこした。
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「あーもう何かこう、パーッと抗争でも起きないかな、うちの店で」

　いつもの火曜日、クラブに顔を出して仕入れだの売り上げだの設備の状態だの従業員の働きぶりだのを確認し、別の店でちょっと酒を引っかけてから、自宅マンションに戻ってきた夜。

「客層も売り上げもいいし小こ競ぜり合あい以外何の揉めごとも起きないし、イベントの評判はいいしスタッフ同士は仲いいし……」

　不平を鳴らすようにブツブツ言いながら、真は居間のソファに身を投げ出した。

「いいことずくめじゃないですか」

　答えて、木賀がキッチンの冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出している。

　今日の送そう迎げいも、勿もち論ろん木賀が行った。車で一時間以上もかけて真の大学までやってきて、店に送って、日付が変わる頃にまた真を拾ってマンションまで送り届け。

「こうまで順風満帆じゃ飽きるっつーの。最近人を殴った覚えがない……」

　残念そうに真が見下ろす右手に、木賀が水のペットボトルを押し付けた。

「あんな人の大勢いる場所で大立ち回りがあっちゃ、怪我人死人だらけでろくなことになりませんよ」

「おまえは俺が無事ならいいだろ」

　横おう柄へいに言う真に、木賀が若じゃっ干かん呆れたような苦笑を浮かべる。真はそんな木賀の顔を睨み上げた。

「何だよ？」

「あのそよ風一つで倒れそうな比ひ沙さ子こさんから、どうやったらこういう子供ができるのか、いつもながらに感心してたんです」

　相変わらずの保護者面づらが癇かんに障さわって、真は木賀の足を蹴けりつけてから、その腕を引っ張って自分の隣に座らせた。

「兄貴たちに聞いたんだけど」

　隣に座った木賀に、真はぐっと詰め寄った。

「おまえ、俺の母さんに惚れてたなんて噂があったんだって？」

　一度問い詰めてやろうと思っていたことだった。秋屋比沙子、八年前に亡くなった真の母親、極心会会長の愛人。たおやかで儚はかなげな比沙子に岡おか惚ぼれする者は多く、木賀もそのうちの一人だったと、真は腹違いの兄たちから聞いたことがある。

「また、何を言い出すかと思えば」

　相変わらず呆れた顔で、懐ふところから煙草の箱を取り出そうとしている木賀の腕を、真は片手で押さえた。

　ギリギリと思い切り締め上げてやっても、木賀は顔色一つ変えなかったが。

「いいから答えろよ。本当のとこどうなんだ、病院に見舞いに行った時、やたら母さんの顔じろじろ見てたとか」

　じっと睨みつける真の顔を、木賀が見返してちょっと笑った。

『仕方ないな、この人は』とでも言いたげな笑顔だった。

「比沙子さんは真さんにそっくりでしたから」

　摑まれたままの腕を持ち上げ、煙草を諦あきらめた木賀の手が、真の頰に触れる。

「つい長いこと眺めたって仕様がない」

　木賀の返答を聞いて、真は小さく、笑みを漏らした。

　──『真さんが』ではなく、『比沙子さんが』似ているというところが、なかなかいい。

　満足げな真の表情を見て、木賀の方は笑いを嚙み殺すような仕種をしている。

　そんな答えなんて真はわかった上で訊ねたし、真がわかっていることを木賀も知っている。

　真はただその答えを木賀自身の口から言わせたくて、うずうずしていたのだ。

「まあそれなら許してやるよ、俺は心が広いからな」

　偉そうに言い放った真の唇を、木賀が黙らせるように唇で塞ふさぐ。

　真はそれに腹を立てたりせず、大人しく目を閉じながら、ペットボトルを投げ出し木賀の首に両腕を回した。

　いつもの曜日、いつもの真の態度、木賀の反応──だが、違うのは、真をマンションまで送り届けた木賀が、自分の家には帰らずこの部屋に居座っているということ。

　どちらも遠慮なくお互いの体に触れること。

　相変わらず、どちらも好きだの愛してるだの、『本音』を口にすることは未だ一度もないが。

（近いうちに絶対、言わせてやる。どんな手を使っても）

　密ひそかに誓ちかっていることは、自分だけじゃなく木賀も同じだと真は知っている。

　だから絶対言わない。少なくとも自分からは。

　決定的に変わったような、根本的に変わっていないような自分たちの関係を楽しみつつ、真はとりあえず今晩の主導権を手に入れるため、積極的に木賀の体をソファへ押し倒しにかかるのだった。
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　本当のことを言えば、母親の方に興味があったのだ。

　それはそうだろう、と今になっても木こ賀が幹みき靖やすは思う。何しろあの頃木賀は大学を出て間もない二十三歳、対して相手は十歳、小学四年生だったのだから。

　どこの世界の二十三歳が、小学四年生に一目で心を奪われるというのか。

　──ただそれは、『一目で』という一点を除けば、事実ではあった。

　その時はまだ惚ほれたの腫はれたのの話にはならなかったにせよ、木賀はたしかに、秋あき屋や真まことに興味を持った。

　持ってしまった。

「すっげぇヤクザ丸出し」

　自分に向けられた第一声を木賀は明確に覚えている。縁えん側がわの柱に寄りかかって本のページを繰くっていた手を休め、顔を上げ、真まっ直すぐ木賀のことを見て、十歳の真はそう言った。

　あの頃真は新しん條じょう家の離れに住んでいた。母子二人が住むには充分な広さの日本家か屋おくで、真の座る縁側の向こうにある手入れの行き届いた庭の木々や花々が、夏の暮れかけた陽射しを浴びてぐったりしていたことも、木賀の記憶に妙に残っている。

「まだヤクザじゃない」

　離れにいたのは真以外に木賀だけだった。だからその言葉は自分に向けて発されたのだろうと判断して、木賀はそう応こたえた。

　応えた木賀に、真が可お笑かしそうに唇の片端を持ち上げるやり方で笑った。

　到とう底てい、まだランドセルを背せ負おっている小学四年生がする表情ではなかった。

「あんたの性質の話をしてるんだよ、あんたが生まれ持ってるさ」

　声変わりの気配もない、少女と言われても不自然ではないくらい澄んだ、だが甘くはない声。

　体つきは、十歳にしては少し小柄な方だったかもしれない。細くて華きゃ奢しゃな手足、まだ棒ぼうみたいな胴どう回まわり、真っ黒でさらさらな髪、天使みたいに愛らしい顔を真が持っている──ということに、木賀は随ずい分ぶん後で気づいた。

　その時はとにかくただ、真の笑い方と、眼まな差ざしばかりを木賀の目は追っていた。

　初対面の男、自分より一回り以上離れた『大人』を相手に、真ははっきりと『値ね踏ぶみ』をしていた。

　探るふうでもなく、正面から、ストレートに木賀を射い貫ぬく目で。

　だから「ガキが何言ってんだ」という嘲あざけりの言葉を、木賀は口にすることができなかった。

　それでも眉を顰ひそめて険けわしい表情を作った木賀に──普通の十歳なら、それだけで泣いて腰を抜かす強こわ面もてだ、という自覚があった──真はまるで怯ひるまず、悠ゆう然ぜんとすら表現できる態度で笑い続けていた。

「まだ、ってことはお父さんかお兄さんたちに誘われたんだろ、極きょく心しん会かいに入れって。俺はぴったりだと思うよ、あんたに、その職業」

　極心会、と真がはっきり口にしたことに、木賀は驚いた。彼の父親である新條宗そう吾ごが頂点に立つ団体の名前、そしてその特性を、真は正確に理解しているようだった。

「入りなよ。……って俺が言わなくても、入ると思うけどね。入るんでしょう？」

　そう言うと、真が今度は、無邪気に笑った。年相応に見える可か愛わいらしい笑顔だったが、さっきまでの態度からの豹ひょう変へんぶりが、より一いっ層そう彼を普通の十歳には見えなくしていた。

「──ああ」

　そんな真に、木賀は頷いて見せた。

　実際のところは、少々、迷っていたのだが。

　木賀は物心ついた時から孤立していた。特別意い図としてそうしていたわけでもなかったのだが、やりたいように振る舞っていたら、学校でも家庭でもどんなコミュニティでも浮いた存在になった。そしてそれを気にしない性格だった。

　群れないよう、利用されないよう、不要なものを押しつけられないよう自分の力だけで世の中と渡り合っていくうちに、辿たどり着ついたのはなぜか堅かた気ぎという単語から正反対の位置にある極心会の事務所だった。

　チームだの族だのといったところに属した徒と党とうを組んで力を誇こ示じしたがる輩やからのことを木賀は心底軽けい蔑べつしていたのに、そういう手合いにやたら縁があった。

　絡からまれ、誘われ、襲われ、片端から断るうち──話が通じる相手ではなかったので、やむを得ず相手を上回る暴力的な手段でもって──最終的に『本職』に目をつけられる羽は目めになっていたのだ。

　群れることと同様に他人の下につくのも性に合わなかったが、新條とは奇妙に馬が合って、まあこういう男と一緒に生きるのも悪くはないかな、という考えが頭を掠かすめた。

　どうせ自分が一般的な幸福、例えばそこそこ立派な企業に勤めてそこそこ美人な女と結婚してそこそこ可愛い子供に恵まれて、などというものと縁遠い自覚はあった。

　偉そうな企業の上うわ役やくに顎あごで使われるより、町工場で朝も夜もなく立ちっ放しでいるより、長距離トラックの運転の合間にサービスエリアで仮眠を取る生活より、ヒモとかホストとかパチプロになるより、気に入った男の下で働く方がいくらかはマシだろう。

　そう思って、木賀は「とりあえず俺のそばで働いてみろ」という新條の言葉に従したがった。本採用ではなく試用期間だと言って悪あく辣らつに笑う、自分の祖父とそう変わらない歳の新條のことは、やっぱり好きだと思った。構成員として名を連ねるもやめるも木賀次第だが、それを決めるまでの間の『労働』に関しては一いっ切さい報酬なしということらしい。

　だから木賀は、真の問いに対して最初に「まだ」と応えたのだ。

　この家を訪おとずれた時点で、木賀はまだ極心会に身を置くかどうか決めていなかった。とりあえず新條の愛人である秋屋比ひ沙さ子こが入院している間、息子のお守もりをしろというのが木賀に与えられた最初の仕事だった。

　比沙子という女性が木賀の好きな女優に似たえらい美人だという噂は聞いていたので、ガキのお守りなんて心から面めん倒どうだと思っていたが、彼女の姿を見ることだけをごくささやかな興味としてここに足を運んだ。体の弱い比沙子が入院している病院に真を送迎するのも、木賀に与えられた使命だ。

　真が生意気だったり、卑ひ屈くつだったり、ひ弱だったり、とにかく気に入らなければ蹴けり転がしてさっさと立ち去ろうと思っていた。

　だが彼は、『本妻の住む邸宅と同じ敷地内に囲かこわれた愛人の息子』という言葉から木賀が喚かん起きされたイメージに、掠りもしなかった。

　こまっしゃくれたガキだと思わなくもないが──口調も態度も眼差しも、木賀の中の何かがひどく反はん撥ぱつを覚え、不快だと思ったし蹴り転がしてやりたいとも思ったが──その強さと反比例するように強烈に湧わき上あがった別の感情を、木賀は見過ごすことができなかった。

「──お母さんのところに、行くか」

　小学校から帰宅した真を、比沙子の病院に送らなくてはならない。

　促うながす口調で訊たずねた木賀に、真は膝ひざに載せていた本をぱたんと閉じて、頷いた。その本が年相応の子供の読む児童書だということに気づくと、木賀は妙に感心する気分になった。

　小学生が小学生用の本を読むことに何をそれほど感じ入ったのか木賀には自分でも謎だったが、後で思い返せば、その時初めて木賀は真のことを素直に『可か愛わいい』と思ったのだ。

　真は本を小こ脇わきに抱えて立ち上がり、木賀の隣まで歩いてくると、あたりまえの仕し種ぐさで木賀の片手を握った。

　その仕種に木賀は内心ぎょっとしたが、顔には出さなかった。

　子供に手を握られたのなんて生まれて初めてだ。木賀自身が子供の頃だって、他の子供たちは木賀を怖がって近づこうとすらしなかった。

「名前」

　体温の高い子供の小さな手が、ぎゅっと自分の指を握る感触がどうにも居心地悪く、しかし振り払うわけにもいかずにただ眉を顰ひそめる木賀を見上げて、真が言った。どうやら名乗れと促されているらしい。

　そういえば自己紹介などしていなかった。

「木賀幹靖」

　木賀の名を聞いてから、真は小さく首を傾かしげた。

「木賀は、何で俺にタメ口きいてんの？」

　そして怒るでもなく、笑うでもなく、当然のことを訊ねる口調で言った。

　が、眼差しと声の奥から滲にじみ出でる圧力は隠しきれておらず、隠すつもりもないふうだった。

　質問ではなく恫どう喝かつだというのは、木賀にもすぐわかった。

『そりゃあ俺が仕つかえるかもしれないのはおまえの父親であって、おまえじゃないからだよ』

　木賀はそう思ったし、そう応えてよかったはずだ。

　なのに気づけば、真に向けて微笑ほほえんでいた。

「失礼しました、真さん」

　相手に笑って見せた理由を、木賀は自分でも把握していなかった。

　脅おどし返したつもりだったのか、相手にするつもりはないと適当に受け流したのか、苛いら立だちを見せるのも大人げないと堪こらえた反動だったのか。

　後で思い返してみれば、やっぱり単純に、真のことを『可愛い』と思っただけかもしれなかったが。

　そしてそれから十年間、木賀はずっと真のそばで生きている。




　　　　　◇◇◇




　校門のギリギリ見える位置に車を停め、アイドリングのまま十数分。

　まばらに出てくる学生たちの中に真の姿をみつけるのは容易たやすかった。というより、誰にも言ったことがないが、真がいる場所ならば本当は目で見なくてもわかるのだ。「いるな」と思ったらそこにいる。視覚が捉とらえる前に肌でわかる。

　今日も、見るともなしに眺めていた校門に、急激な吸引力を感じたと思ったら真の姿が現れた。

　木賀は無意識にシフトレバーを動かし、アクセルを踏み込む。

　門から出てきたのは真一人ではなかった。両隣に数名の学生がいて、真は彼らに向けて穏やかに微笑み、何かを話している。

　銀ぎん縁ぶち眼め鏡がねにシンプルで落ち着いた色のシャツとパンツ、やはり目立たない色と形の鞄かばんにスニーカー。丁てい寧ねいに整えた髪は今どき珍しいくらい真っ黒で、真の姿はどこからどう見ても真面目で身持ちの堅い大学生そのものだった。

　真を囲かこむ学生たちも、夜遊びや合コンなどというものに縁遠そうに堅けん実じつな学徒といったところで、通りすがる別の学生たちは彼らに注意を払う様子もない。

　周囲の目が節ふし穴あななわけではなく、真の擬ぎ態たいが完璧過ぎるのだと、真たちの横を車で通り過ぎながら木賀は思う。

　品のいい銀縁眼鏡の向こうに宿やどる、暴力や金や厄やっ介かいごとへの熱烈な愛情に気づけるのは、真と同種の人間だけだろう。

　──たとえば自分のような。

　大学の門を越えて少しした辺りで車を右折させ、木賀は再び停車した。少し待ってから運転席を出ると、ちょうど真が車に近づいてくるところだった。

　車から降りた木賀が助手席側に回り込んで後部座席のドアを開ければ、真は木賀に目もくれないまま、するりと滑すべり込こむ動きでリアシートに収まる。

　木賀もすぐ運転席に戻り、車を発進させた。

「『すごい車だな』って言われてたぞ」

　仏ぶっ頂ちょう面づらで、真がシートの背もたれに体重を預けながら言った。木賀の車は政治家かヤクザが乗るなら、と言えば真っ先に上がる外国産の高級品。

　木賀は真に何度『もっと可愛い国産車に乗れ』と命令されても聞くつもりはなかった。真が新條の息子だということは、公おおやけにはなっていないが、知っている者は知っている。極心会の敵になる人間も。ぶつけられて簡単に潰つぶれるような柔やわな車に乗るわけにいかないと、木賀だって何度も真に答えているのに、相手は相手でそれを聞く気がない。

「何で堂々と門の前通るんだよ、今日は」

「すみません、路地の方は工事中だったもので」

　刺とげ々とげしい真の口調に、木賀は悪わる怯びれず応えた。いつもなら真を大学まで迎えに来る時、木賀は門を越えた方、地下鉄を使う別の学生たちの目に届き辛づらい辺りの路地で待機している。だが今日はその道が使えなかった。

「おまえ、俺が問題起こして大学クビになってもいいって、実は思ってるだろ」

　ドカッと、背中に衝撃がきた。真にシートを蹴りつけられたのだ。

「まさか」

　いかにも心外、という調子で木賀が応えると、背中に衝撃がもう一つ。

「大学まで追い出されたら、今度は海外留学にでもやるって言ってんだぞ、親父たちは。おまえ、俺が日本から消えてもいいのか？」

　確かに新條、それに彼の正妻が真面目にそう相談しているのを木賀も知っている。

「退学になるほどの問題が起こる場合、原因は確実に俺じゃなく真さん自身だと思いますがね。いい子にしてらっしゃれば、黒くろ塗ぬりのベンツに『自分から乗った』じゃなくて『攫さらわれた』って言い訳くらいきくでしょうから」

　意図的に相手の聞きたがっている返事からずれた言葉を返した木賀に、真はこれ以上はないというほど仏頂面になって、荒っぽい仕種で眼鏡を外すとフロントガラスに投げつけた。強化処理をされているガラスは勿もち論ろん傷一つつかない。眼鏡の無事は定かではないが。

『問題を起こさないように』というのが、真が新條家と繫つながり続けるために新條の出した条件だった。

　秋屋比沙子はたまたま新條に見み初そめられてしまっただけの堅気の女で、彼女が病気で亡くなった時、新條は真を手放すことも考えた。そして実際極心会と縁もゆかりもない相手に養子に出す話がかなり具体的に決まりかけたものの、当の真がそれを嫌がったので立ち消えになった。

　新條家の離れから本宅へと住居を移した真は、外見だけは比沙子の、中身は新條の血を色濃く継ついで、『強い者イジメ』が大好きなタチの悪い問題児かつ優等生として成長し続けた。

　前ま科えがつくことだけは本人の要領のよさと新條の力で避けられたものの、小学校中学校高校と数回ずつ転校を余よ儀ぎなくされ、大学受験を機に新條はとうとう真を自分の家から追い出した。このままでは比沙子に申し訳が立たない、と。

　次に大きな問題を起こせば、今度こそ家とも組とも完全に縁を切らせると宣告した新條に、真は今のところ大人しく従したがっている。

「留学なんかに出されるくらいなら、行き道の飛行機乗っ取って、犯行声明で極心会とおまえの名前を出してやる」

　よくわからない真の脅おどし文句に、木賀はつい噴き出しかけた。

「子供じゃないんですから」

「子供がハイジャックなんかするかよ。俺がやるっていったら完璧に成功させるぞ」

　そりゃそうだろうと、口には出さず木賀は認める。真は周到で賢いし、大胆で、禁きん忌きがない。どんな大掛かりな犯罪だろうと、非道な行為だろうと、彼がやると決めたら必ず実行して、成し遂げる。

　そういう性格だから、家族が先行きを心配して、どうにか可愛い末っ子を極心会から遠ざけようと苦心しているというのに。

「それかおまえのいるところにジェット機の頭っから突っ込ませるからな」

「やめてください。俺は逃げますけど、それじゃ乗ってる真さんが死ぬ」

「──俺が死ぬのは嫌か？」

　ちらりと、真の表情にわずかな喜き色しょくがひらめく。木賀はまた噴き出すのを堪えるのに苦労させられた。

　何でこの人はこんなに可愛いんだろうかと、そういう感情を、自分の方は表に出さないように細心の注意を払い。

「そうですね、俺が原因で死なれたら、親父や姐あねさんたちに合わせる顔がありませんから」

「……そう言うと思ってたけどな」

　再び仏頂面になる真は、わかりやすく拗すねている。

　まあ拗ねていると気づけるのは自分だけだろうと思いつつ、木賀は親切に、それに気づかないふりをした。

　真は木賀のことを好きで、好きで、木賀からも何とか自分と同じ強さの思いを示す言葉や態度を引ひき摺ずり出そうと躍やっ起きになっている。何しろ木賀はまだ一度も真のことを好きだとか愛していると言ったことがない。だから真は延々フラストレーションを感じていて、苛立つ自分にさらに苛立っている。

　そしてそれに気づく人間など、真の望みどおり滅めっ多たにいない。

　──木賀が気づいているのは、自分も真と同種だからだ。

　木賀だって真が可愛くて、可愛くて、何なら塩をぶちまけて頭から食べてしまいたいと思い詰めることすらある。

　それを表に出さない理由も、真と同じだ。

（いや、もうちょっと、違うか）

　そんな木賀にすっかり機嫌を損そこねた真は黙り込み、自分のマンションに着くまで一言も喋しゃべらなかった。その間、木賀はどうにか笑いを堪え続けることに成功した。

　マンションに辿たどり着つき、駐車場に車を停めると、真は木賀がドアを開けるまでもなく自分でさっさと外に出た。そしてさっさと建物の方へ歩き出す。

　木賀も落ちた眼鏡を拾って車から降り、その後に続く。真はエントランスのロックをカードキーで開け、エレベーターに乗り込んだ。

　真によって『閉』ボタンを押されて閉じかけるエレベーターに腕を突っ込み、木賀は強引にそれをもう一度開いて中に入ると、真の斜め後ろに移動する。

　子供のような真の嫌がらせが可愛くて、木賀は無理矢理相手にこっちを向かせて息ができないようなキスでも与えてしまおうかと衝動的に思いかけるが、エレベーターの中には防犯カメラが設置されていることを思い出して辛かろうじて踏みとどまる。防犯システムを取り扱う会社は極心会の系列だ。

　真は木賀をまるっきり無視したまま、止まったエレベーターから出て足早に廊下を進み、自室の玄関を開けた。今度は木賀を閉め出そうとはしない。木賀も真の部屋に上がり込み、真っ先にキッチンの冷蔵庫に向かった。

　真はリビングのソファにどさっと身を投げ出して座っている。そのまま寝転ぶ体勢になる真のところへ、木賀はペットボトルの炭酸水を手に近づいた。キャップを開けてボトルを渡そうとしたら、真につんと顔を背そむけられてしまった。

「自分で飲むの面めん倒どう臭くさい」

「……」

　要するに、飲ませろ、ということらしい。

　木賀は仕方なさそうな苦笑を一つ、わざとらしく浮かべてみる。気配に気づいた真の眉が小さく動く。

　その綺麗に整った顔に冷たい水をかけて、嫌がる口にさらに注そそぎ込こみ、苦しそうに喘あえぐ姿を見てみたいと内心で想像しながらも、木賀は代わりにペットボトルの中身を少し自分の口に含んで真の肩に手を掛けた。

　そっと自分の方を向かせて、実に紳士的な仕種で軽く唇を合わせ、口中の水を相手の唇の中に注ぎ込む。

　真はその水を飲むのももどかしいという仕種で木賀の胸ぐらを摑つかみ上あげ、自分の方へと引き寄せて、強引に舌を絡からめてきた。

　もう一度『仕方ない』というふうに木賀が口くち端はしを動かすと、真のキスは執しつ拗ようになった。

　木賀は全身全霊をかけて平静を装よそおう。力や技術で真が木賀に敵かなう要因など、本当は一つもないのだ。真が手足の骨が折れる勢いで押さえつけられ、遠慮も手加減もなく犯されて血まみれにならずにすんでいるのは、ひとえに木賀の忍耐力のたまものだった。

　忍耐力というか、悪趣味というか。

　まったくどこまで可愛げを見せつければ気がすむのかこの人は──という内心でも吐と露ろしてやれば、真が満足することは木賀も承知している。が、そう簡単に手の内を晒さらすのではつまらない。

　真が木賀に望んでいるように、相手が焦じれて焦れて、恥も外がい聞ぶんもなく泣いて縋すがりながら自分を求めて、もっと愛してくれ、抱いてほしいとねだることを、木賀も真に望んでいる。

　同じことを切せつ望ぼうしながら、木賀の方がもう少し忍耐強くいられるのは、それと同時に『思いどおりにならなくて焦れている真』を見ることも願っているせいだ。

　拗ねたりやきもきしたり悲しくなったり、自分の前で表情を変える真を見ているのが楽しくて、気持ちよくてたまらない。

　他人の前では取り澄ました態度を崩くずさずにいられるのに、自分を前にするとそれが呆あっ気けなく綻ほころびる辺りが可愛い。

「……大体、何で今日、迎えに来たんだよ。火曜でもないのに」

　真は貪むさぼるようにキスを仕掛けてきたが、木賀はそれを宥なだめる動きしか返さなかった。

　不満を真っ黒い瞳一杯に表しながらも口にはしない真を見て、木賀は優しく微笑んだ。優しく、というのはあくまで主観で、傍はたから見れば凶悪な面つら構がまえの男が不敵に笑ったふうでしかないのだが。

　それでも真は、木賀の笑顔に目を奪われた様子で、酔っ払った顔になりかけている。

「たまたま時間が空あいたんで、真さんの様子を見に来たんですよ」

　だが木賀の返答を聞くと、途端に不機嫌な表情に戻ってしまった。

「先に言えよ、おまえがたまたま時間空くなんて、そう滅多にあることじゃねえだろうが」

　木賀は極心会の若わか頭がしらである真の兄の側そっ近きんとして働いており、本来なら常に若頭についているか、彼に代わって雑ざつ事じをこなす多忙な立場だ。真が新條家を追い出されて以来、送迎以外の用事で木賀が真の前に姿を見せるのは本当に珍しい。送迎ですら、若頭が新條並みに真を猫っ可愛がりして甘やかしているから、その時間を取ることをやっと許されているほどなのだ。

「俺だって今日は予習もレポートも必要ないし、ヒマだったんだ。途中でどっか寄るとかすればよかっただろ」

「寄りたいところがあったんですか？」

　木賀が問い返すと、真が険しい眼差しを向けてくる。

「たまにはメシに連れていったり余計な邪魔が入らないような場所で向かい合って酒飲んだりとか、そういうシチュエーションをセッティングするくらいの頭回せって言ってんだよ、気が利きかねえなあ」

　真の口調は、木賀の行き届かなさを責めるというよりも、せっかくの機会を逸いっした苛立ちの方が大きい。

「すみません」

　これが見たくてわざわざ事情を説明せずに帰ってきたのだ──ということまでは、さすがに木賀も口には出さず、殊しゅ勝しょうに謝るふりをしておいた。拗ねている真は本当に可愛いが、怒りの度が越えると木賀の、ということはこの地上の誰の手にも負えなくなる。

　ハイジャック云うん々ぬんと言った真の台詞セリフを、木賀は本当は笑えない。真ならやりかねないからだ。

「まあやりにきたっていうなら、別にそれでもいいけど」

　殊勝に謝って見せた木賀に、真は割合すぐ機嫌を直した。木賀が予定外の日に会いに来たことは、素直に嬉しかったのだろう。木賀の胸ぐらから真の指が離れ、代わりに両腕が首の方へと回る。

「泊まってけんだろ？」

「いえ、夜には野や暮ぼ用があるんで、すぐに帰りますよ」

「はぁ──!?」

　信じられない、という目が木賀を間近に見上げる。

「デートもしないセックスもしない、それ以外で何のために俺のところに来たんだよ!?」

「だから、真さんの顔を見に来たって言ったでしょう」

「馬鹿かてめぇは、クソッ、移動の時間が勿もっ体たいなかったじゃねえか！　言えば大学のそばにあるホテルにでも連れ込んだのに！　っつか車でもよかったのに！」

「俺が迎えに来るのは駄目で、カーセックスを見られるかもしれないのは構わないんですか？」

　木賀の問いには応えず、真は再び木賀の胸ぐらを摑み直した。

「あと何分ある」

　凄すごまれて、木賀はちらりと自分の腕時計に視線を向ける。

「十五分くらいですかね」

「よし、やるぞ。十五分で」

「無理ですよ。こんな短時間じゃ」

「そんな長持ちするってか、おまえが、俺相手に」

　真が鼻先で嗤わらう。挑発しようと企たくらんでいるようだった。

　木賀は真顔で相手の目を覗き込み、小さく首を傾げた。

「持たないのは真さんですよ、こないだは挿いれられてすぐイッて、こっちがそのまま動いてたら辛つらいやめろ抜けって泣きながら怒ってたじゃないですか」

「……っ」

　淡々と言う木賀に、真の目め許もとがさっと赤くなる。怒りのせいか羞しゅう恥ちのせいか、どちらにしろ木賀の目には可愛く映る。

「泣いてねえよ！　あの時はおまえが挿れる前にねちねちねちねち、しつこく弄いじくり回すから敏感になってただけだろ！」

「だって真さんはじっくり責められる方が好きでしょう、前ぜん戯ぎ十五分じゃ物足りないんじゃないですか。俺も真さん相手に挿れて出すだけのセックスはしたくありませんから」

　きっぱり言った木賀に、真はどこから反論すべきか迷うような仕種で口を開けたり閉じたりしている。

　この口が達者な青年が絶句するなんて、木賀が知っている限りそうあることではない。それを見て、木賀は何だかとても楽しかったし、微かすかな悪お寒かんに似た快楽まで感じている。

「ご……ごちゃごちゃうるさい、おまえは俺とやりたいのか、やりたくないのか」

「あと十分」

「はぁ？」

「どんなに頑張ったって五分じゃ出ません、俺もそう若くはないんで。それに前戯は置いといて、五分足らずで真さんの体が俺を受け入れられるように準備するっていうのはなかなか至し難なんの業わざですよ。真さんのここ、全然慣れきってないんですから」

　木賀が片手を相手の腰に触れ、ソファと尻の間に潜もぐり込こませると、真の体が小さく震える。

　そんな自分の反応に、真が悔しげな表情を作り、木賀はますます気分がよくなった。

「そんなわけねえだろ、もう何回やったと思ってんだよ、おまえと」

「何回やっても、まだキツイ」

　駄目押しで、また苦笑。真が自分のこういう表情に弱いことを木賀は充分心得ている。案あんの定じょう、真は屈辱と陶とう酔すいの混ざった感情に翻ほん弄ろうされた様子で、微かに目を潤うるませている。

　木賀はその目許に短く接くち吻づけた。それだけで真の体がまた震える。木賀はついでに耳許にも唇を近づけ。

「大事にさせてください、真さんのことを壊すわけにいかないんですから。この俺が」

「……」

　真は無言だった。腹を立てて口を噤つぐんだのか、木賀の囁きに酩めい酊ていして何も言えずにいるのか。

　木賀にとってはどちらでもよかった。どちらも望んだ反応だ。

「──じゃあ、俺はそろそろ行きます」

　真の両腕が再び自分の首に回されようとするより先に、木賀はスッとソファから身を起こした。立ち上がり、少し乱れた服を整える。この仕事を正式に始めた時から、自宅以外で木賀は常にスーツ姿だ。新條から『周りに舐なめられないよう幹部は身なりをきちんとしろ』と諭さとされたせいというより、この格好をしている時の方が真の食いつき方がいいからだった。

　見下ろせば、真は肩かた透すかしを食ったような、物足りないような顔をして、行き場のなくなった腕で自分の体を抱いている。

　以前まで──真と寝るようになる前の木賀なら、ここでもう一度優しい微笑を浮かべたことだろう。保護者ぶった、年上ぶった、子供に向ける笑みを。

　だが今はそうせず、代わりに、ちらりと勝かち誇ほこった笑みを薄く浮かべて見せた。

「……っ、てっめぇ……！」

　そして激げっ昂こうした真の怒ど号ごうを背にして、玄関に向かう。思ったとおりの反応に声を上げて笑いたくなる。

　本当に木賀は真のことが可愛くて仕方なくて、この世の誰より愛いとしいと思いながらマンションを出て車に逃げ込み、相手の目が届かないところで思うさま笑い転げた。

　こんな様子を見せれば真が喜ぶか、それとも怒るか。そこは木賀には読めない。

（まあそのうち、しかるべきタイミングで、『愛してる』くらいは）

　言葉に大した意味はないと、木賀は思っている。真は充分木賀を束そく縛ばくしているし、それに甘んじているということが、木賀にとっては何よりの愛情表現だ。

　木賀が一言気持ちを伝えれば、真の溜りゅう飲いんが下がるだろうことはわかっている。

　わかっているからこそ、気軽に口にするわけにはいかなかった。そんなのはつまらない。

　十年間ドロー、多分少しだけ木賀の方が優勢で来た。あともうちょっと、その優越感を味わっていたいと思う。たとえ真を泣かすことになっても。

　真の泣き顔──というものを想像して、木賀はまたぞくぞくするような心ここ地ちよさを味わった。どうしようもない男だと我ながら思ったが、木賀にとってはそんな自分に惚れた真が悪いとしか言いようがなかった。
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　苛立ちをぶつける動きで、真は両手を使って携帯電話のボタンを押し続けた。二タッチ入力、いわゆるベル打ち。神かみ業わざのように早いタイピングに怯おびえているのか、相手からの返信はそれより随ずい分ぶんと遅い。

　携帯の小さな液えき晶しょう画面を睨みながら、真は小さく舌打ちした。

「おっせーんだよ、タカシ君は、返信がぁ……」

　言ったとおりの言葉を、言ったとおりの早さでメールに打ち込む。そのまま送信ボタンを押した。返信にはまたもや結構なタイムラグ。

『俺だってこれでも打つの早い方なんだけど、おまえの速度がおかしいんだ』

　何分もかかってやっと来た返信を、真は鼻先で嗤った。

「タカシ君が早そう漏ろうなのはわかったから。そんなことより、だからどうやったら木賀が俺にメロメロになると思う？」

『リボンでも巻けばいいんじゃないか、自分に。もしくは裸エプロンとか』

「てめぇ適当言うとぶち殺しますよ」

『すみませんでした。っていうか何で俺おまえに恋愛相談受けてんだよ、この間っから…』

「だって身近にホモがタカシ君しかいないんだもん」

『ああ…友達少ないだろうしな、おまえ』

「ぶち殺しますよ」

『すみませんでした…』

　木賀が帰って以来、真が何の実にもならない恋愛相談を吹っかけている相手は、同じ大学生、二歳ほど年上の『タカシ』だった。

　タカシの恋人は、極心会と最悪に仲の悪い石いし神がみ組の跡あと目め。タカシは石神家に住み込む身。自分と木賀に立場が似ているということで、真は知り合って以来タカシを勝手にメル友に認定している。自分から全力で逃げようとしていたタカシの電話番号やメールアドレスを手に入れるのなんて、真にとっては造ぞう作さもないことだった。

『っていうか本当に勘かん弁べんしてくれ、最近誰とメールしてるんだって鉄てつが気にしてる』

　タカシはまだ正式な構成員ではなく、石神家の食しょっ客かくのような扱あつかいらしい。将来は顧こ問もん弁護士になるために投資を受けているとか何とか。見た目は軽そうで馬鹿そうなチャラい大学生なのに、名門大学の法学部に通っているのだから侮あなどれない。

「だからサクッと妙みょう案あんを言ってくれれば、俺にしつこくされずにすむんだっての」

『しつこくしてる自覚があるならちょっとは抑おさえろよ！』

　メールの文面が、そのままタカシの悲鳴になって聞こえるようだった。嫌がりながらもタカシが律りち儀ぎに返信してくるのは、無視した時に真からどんな仕打ちを受けるのか──石神家に乗り込みでもされたら困ると思っているからだろう。

「あんた鉄のどういうところにグッとくるの？　仕種とか台詞とか具体的に書け」

『人の話を聞いてください…どうって、幸せそうに抱きついてきたりとか、俺を見て嬉しそうにしたりとか、好きって言ってきたりとか』

「俺にできない無理を言えっつってんじゃねえんだよ」

『知るかよ！　そういうところが可愛くないんだよおまえは！　ちょっとは鉄の可愛げを見習え！　そうやって意地張ってるから木賀とかいうのに舐められんだよ！　あともうメールしてくるな!!　以上！！！！』

　やたらエクスクラメーションマークの多いタカシのメールを確認した瞬間、真は返信ボタンではなく、アドレス帳の呼び出しボタンを押していた。コール二回で相手が出る。

『メールやめろって言ったからって電話してくるなよ！』

「見習えっつーなら見せてみろよ」

『そろそろ鉄が塾終わって帰って来る頃なんだ、みつかったらまた誰と電話してるんだって締め上げ──は？』

　生意気にも強気で抗議してきたタカシに、真は電話越し、低い声を向ける。

「おたくのお坊ちゃんがどれほど可愛らしいのか、お手本見せてくださいって言ってんだよ」

『み……見せろって、おまえ、極心会のやつを石神組の跡目と引き合わせるわけにいかないだろう……』

　電話の向こうの声が、明らかに狼ろう狽ばいしている。

　それに胸のすく思いを味わうこともなく、真はさらに声を低くする。

「てめぇが見習えって言ったんだろ。言ったことには責任取れよ、仮にも極道の看板背し負ょってんならよ」

『い、いや、俺は別に、石神組の看板なんて背負ってるわけでは全然』

　タカシは激しく動揺していた。

　だが真がそれに頓とん着ちゃくしてやる理由はなかった。
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（何をやっているんだ、あの人は）

　今日は真まことを送迎する予定の日でもないし、休日なので大学は休みだ。

　だが木こ賀がは別件で立ち寄ったビルから出たところで、町中にその姿をみつけてしまった。

　真のマンションからも、新しん條じょうの家からも離れた場所。

　なぜそんなところに真がいて──一体何をやっているのかと、木賀はひどく訝いぶかしい心地になった。

　真の挙きょ動どうがとにかく怪しかったのだ。

（誰か尾つ行けてんのか──）

　一見、ウインドウショッピングでも楽しみながら、町をぶらぶら歩いているように見えなくもない。先日壊した眼鏡こそかけていないものの、服装は大学に行く時のように地味で目立たない格かっ好こうだし、目立たない挙動を心懸けてもいるのだろう。

　だが木賀の目には不審に映る。真は前方にある何かを気にして、さり気げなくそちらへ視線を遣やっている。不意にショップのディスプレイに惹ひかれた様子で首を巡めぐらせることもあった。

　そのさり気なさが、木賀に違和感を覚えさせる。真はそもそもウインドウショッピングなんてするタイプじゃない。欲しいものは迷わず一目で決めて現金で買う主義だ。

　絶対ろくでもないことをやっていると、木賀は確信した。商か売ね絡がらみか暴力しゅみ絡みか。

　よくよく見み遣やれば、携帯プレイヤーで音楽を聴く風ふ情ぜいでありながら、真が使っているのはイヤホンではなくヘッドセットだった。マイクは服の襟えり元もとにピンで留められ、そこに向かって時折真が何ごとか囁いているのがわかる。

　不審すぎる。

（真さんなら、下へ手た打うつことはないだろうが）

　しかしむしろそれが問題だった。少々のおいたなら揉もみ消けせるが、木賀の裁さい量りょうや極きょく心しん会かいの力でもどうにもならないレベルになるのなら、事前に止めなくてはならない。真は過去数度、よからぬ物品や人員の流通ルートを作りかけていたこともある。うまくいってしまえば、近辺の組織の力関係が一変するようなやり方だった。極心会としては悪くない話だったが、真個人を関わらせたくないという新條の願いからは大きく外れていたので、完成する前に木賀が気づいて叩たたき潰つぶした。

（この辺、石いし神がみ組のヤツらがうろついてるってのに）

　それを知らない真ではないだろう。

　木賀の位置からでは、真の追っている相手は見えなかった。

　仕方なく、木賀は木賀で真の尾行を始める。ややこしい事態を招かないためにも、彼が何をしているのか見み極きわめた上で、止めるか、あるいは手伝うかを決めなくてはならない。

　まったくこの人といると飽きない──と苦笑じみた表情を浮かべながら、木賀はゆっくりした足取りで歩き始めた。
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　タカシの腕は、ごく自然に鉄の背に触れている。

　仲なか睦むつまじい様子で、少し離れた真のいる場所からでも、鉄がちらちらとタカシを見る時の嬉しそうな表情ははっきりとわかった。

　名門私立校に通っているとかいう石神組の跡あと目めは、ごく普通の高校生らしくカジュアルな服装で、無邪気に笑っている。

　タカシのことが好きだという気持ちが、笑う端はしから零こぼれ落おちるようだった。

（やっぱりあいつ、タカシ君といる時は雰囲気違うな）

　真が一度だけ鉄と間近で擦すれ違ちがった時、顔立ちの可愛さは変わらないとしても、もっと抜け目のない印象だった。だが今は、タカシの方に身を寄せて、全身で甘える猫のような感じだ。

　タカシの方は、そんな鉄のことを優しい目で見返している。

『ねえ瀬せ能のうさん、さっきから挙きょ動どう不ふ審しんなんだけどどうしたの？』

　真の耳みみ許もとで、少年の声がした。鉄のものだ。

『えっ、そ、そう、かな』

　狼ろう狽ばいして応こたえるのはタカシの声。

『そうだよ、変にキョロキョロしてるし、何か気になることでもあるの？』

　鉄の指摘どおり、タカシは微笑ほほえみながら交わす会話の合間に遠くへ視線を向けたり、突然独ひとり言ごとのようなものを呟いたりと、妙な態度を取っている。

　真がどこからか自分たちをつけているのを知っているからだ。

　鉄と落ち合う前のタカシに、超小型集音器──要するに盗とう聴ちょう器き──を押しつけたのは真だった。耳には、ピアスタイプのレシーバーもつけさせている。

　真からはタカシと鉄の様子はよく見えるが、鉄は勿もち論ろん、タカシも真がどこから自分たちを監視しているのか知らない。タカシはそれで据すわりが悪い心ここ地ちを味わっているのだろう。

　とはいえ傍はた目めに見ている限り、タカシははっきり挙動不審というわけでもなく、辺りを探る仕し種ぐさはさり気ないから、鉄が聡さといだけなのかもしれない。

「おい、誤ご魔ま化かせ」

　自分の襟元に向かって、真は囁いた。真の持っているマイクの拾った音は、タカシのピアスから小さく流れているはずだった。

『いやっ、この辺って、前に極心会のやつらにみつかったところだろ。またあいつらに会ったらと思うと落ち着かなくて』

　タカシは話を逸そらしても無駄だと把は握あくしているらしく、適度な噓を織おり交まぜて誤魔化す方法を選んだようだった。

『ああ、大丈夫だよ、瀬能さんのことは親父がカタつけてくれたって言ってたじゃん』

「そこでもっと鉄の可愛さを見せつけて！　俺に！」

『そっか……ならいいんだ、せっかく鉄と二人きりなのに、また水を差されたら嫌だなと思ってたからさ』

　真の指示に従したがい、タカシがするすると歯の浮くような台詞セリフを口にする。

　別に真が命令しなくても、日常からそんな言葉を囁き続けているのかもしれない。

『俺だって、久しぶりに瀬能さんとデートできるんだから、邪魔なんてさせないよ』

　応じる鉄の声ははしゃいでいた。成なる程ほど可愛い。この素直さは自分に真ま似ねできるものではないと、真は感心する。

「なあ、鉄に『好き』って言わせてみせて？」

　恋人同士の愛の語らいについて学びたくて、真は次にそんな指令を出してみる。

　タカシは特にためらう様子もなく、スッと鉄の耳許へ唇を寄せた。

『そうだな、無ぶ粋すいな邪魔者なんて俺と鉄の間に必要ない。──好きだよ、鉄』

　前半をいやに実感の籠こもった強い調子で、（生意気だ、と真は思う）、後半は甘ったるい調子で、タカシが囁く。

　くすぐったそうな、少し照れたような、鉄の小さく笑う声がそれに被かぶさった。真の見守る先で、鉄が一瞬、タカシの腕をきつく抱き締めた。

『俺も。瀬能さん、大好き』

　タカシに身を寄せて言う鉄の声にも仕種にも、一いっ切さいのためらいがない。

　好きな人に好きだと言うことに、一体何の障害があるのかというように。

（全然参考にならないじゃねえか）

　真はタカシの実じっ践せんした方法に落胆したし、幸せそうな二人をぶん殴なぐりたいとも思った。

　相手に好きだと言われるために、自分から先に言わなくてはならないというなら、真にとっては何の役にも立たないお手本だ。

『もー、何そんなに笑ってんだよ、瀬能さん』

　タカシは鉄の顔をじっと見下ろして、楽しそうに笑っている。鉄の声にちょっと照れたような響きが交じった。

『いや。やっぱり鉄はすごく可愛いから、いくら好きだよって言っても追いつかないなって』

「……」

　あからさまな、タカシによる真への当てつけだった。二人を見守る真は半はん眼がんになった。

　手本を見せろと言い募つのってタカシに無理矢理盗聴器だのレシーバーだのを持たせたのは自分だが、ここまで見せつけられた上に嫌味も聞かされたのでは、大人しく眺めているのも癪しゃくに障さわる。

（『無粋な邪魔者』が、おまえらのデートをぶち壊しにしてやろうか？）

　タカシの昔の男のふりでもしてやろうか──と思いつくと、真はそれを実践したくて仕方がなくなった。

　第一声で何と言って二人の間に割り込むべきかなどと算段しつつ足を踏み出した時、目の前に不意打ちで誰かが立たち塞ふさがったのに気づいて、真は怪け訝げんな気分で相手の顔を見遣った。

「おい、てめぇ、さっきからそこで何やってんだ？」

　厳いかつい顔をした三人組が真を見下ろしていた。

　その顔つきと雰囲気で、真は彼らが『ご同業』だということを把握する。

　舌打ちしたくなった。

「あっちの坊ちゃんに何か用か？　ジロジロとガンくれやがって」

　町中の買い物客の一人として周囲に埋まい没ぼつしていたつもりが、タカシの当てつけのせいで、ついその注意を怠おこたってしまっていたらしい。

　さり気なく様子を観察するべきだったのに、二人のことを、いつの間にか凝ぎょう視ししていたのだ。

『あれ──て、鉄、あそこで誰か囲かこんでるのって』

『うん、うちのヤツら。万が一にも瀬能さんと俺の大事な大事なデートを阻はばむようなバカが出てきたら、追い払えって頼んでおいたんだ。──邪魔させない、って言ったろ？』

　イヤホンから聞こえるタカシと鉄の会話は最悪だった。どうやら真を取り囲む三人組は、よりによって石神組の人間らしい。

『ほら、今のうち向こう行こ。ね、俺アイス食べたいな』

『あ、ああ……』

　鉄が歩き出し、タカシがちらりと真の方へ視線を遣りながら、『ご愁しゅう傷しょう様さま』とでも言いたげな目で自分の服についたマイクやピアスを外して地面に捨てるのが見えた。自分と真の間に一切関わりがないふうを装よそおうつもりなのだろう。

　真の方だって、石神組の関係者と馴なれ合あっていたことがわかれば、立場が悪くなるだろうからそれはいいのだが。

「聞いてんのか、兄さんよう！」

　どっと胸を押されて、反射的にメンチを切りそうになるのを真は危うく堪こらえた。

「何なんですか、あなたたち、いきなり」

　どうにか気弱そうな大学生の演技を始め、真は素直によろめいて見せてから、おどおどと三人組に言い返した。

　幸いにも彼らの方は真の素す性じょうにまったく気づいていないらしい。気づいていれば、こんなふうに気軽にあやをつけてきたりはしないだろう。

　辺りを見回せば、通りすがる人々は、ヤクザに因いん縁ねんをつけられた大学生を、気の毒そうな顔をしながらも助ける様子などまったくない。関わり合いにならないように、顔を伏せ、足早にその場から離れようとする人々ばかりだった。

　警察でも呼ばれたら面めん倒どうだから、それもそれで構わない。真はとにかく、穏おん便びんにこの場を切り抜ける方法を探し、怯おびえたふりでさらに周囲へと視線を走らせた。

　──と。

「……っ」

　少し離れた場所に、呆れた顔の木賀が立っていることに気づいて、真は全身に怒ど気きを浮かべかけた。

（あいつ、いつからいたんだ!?）

「あちらの坊ちゃんに何の用があるのかって聞いてんだよ。あぁ？」

「し……知りませんよ、すみませんけど、急ぐので通してください」

　あまり顔を見られないよう俯うつむきながら、真は三人の間を擦り抜けて駆け出そうとした。

　だが案外三人組には隙すきがなく、力ずくならば三人がかりでも真の相手ではないだろうが、その目を盗んで逃げるのは難しそうだ。いや、力ずくでも、そこいらの三さん下したよりは多少腕が立ちそうだから、面倒が起こるのは間違いない。一瞬で伸のして風のように去る──というのはおそらく不可能だ。

「ウダウダ言ってねぇでこっち来いや。ゆっくり話聞いてやるからよ」

　腕を摑つかもうとする男の手を、真はどうにか怯えた大学生の演技を保ちながら避さけた。避けられて、男がムッとした様子で顔を顰しかめる。

　真がもう一度こっそり視線を遣れば、木賀は先刻と同じく呆れ顔のまま成り行きを傍ぼう観かんしている。助ける気はないようだった。さすがにこの男たちも、極心会の幹部である木賀の顔くらいは知っているだろう。その木賀が手助けするのなら、真はただの大学生ではあり得なくなる。

　手を出さない理由はわかる。

　わかるが。

（ムカつく）

　それよりも、その呆れた顔が気に食わない。

　真は再び腕を摑もうとしてきた男たちを少々乱暴に押おし退のけ、その場から身を翻ひるがえした。

「助けてください、そこの人！」

　そして声を上げながら、一直線に木賀の方へと走り出す。木賀がさすがに驚いた顔で小さく目を見開いているのがわかって、少しだけ気分がよくなった。

「怖い人たちに言いがかりをつけられているんです、助けて！」

　スーツのポケットに両手を入れている木賀の胸に、真はぶつかるように飛び込んだ。突き飛ばす勢いだったのに、木賀の頑がん丈じょうな体はそれくらいじゃびくともしない。

「おい待てや！」

「勝手に逃げてんじゃね──あ？」

「なあ、あいつは……」

　ばたばたと真を追いかけてきた男たちの足音が、その後ろで止まる。怒号が、木賀の存在に気づいたのだろう、戸惑ったような呟きに取って代わる。

　大おお仰ぎょうに震えながら木賀の肩口に顔を埋うずめる真の上から、深々とした溜息が降ってきた。

「善良な学生さんを三人がかりで追いかけるとは、石神組さんらしくねえなあ」

　苦笑いが滲にじんだ声。

　腕を、庇かばうように木賀にそっと摑まれた時、真は何だかじわっとそこから熱が立ち昇るような感触を味わった。

「……あんた、極心会の」

　やはり三人組は、すぐに木賀の正体に気づいたようだ。瞬間的に、その場に緊張感が張り詰める。ぎすぎすした、いつもなら真にとって何より心地よい、争いと暴力の予感。

　──だが今の真は、それよりも、木賀の胸に凭もたれた時の感触、木賀の腕が自分を庇うように動く感触の方に気を取られた。

　木賀と石神組の三人は、状況を探るように鋭い視線を交わし合っている。

　一触即発の空気をやんわり破ったのは、木賀の微かな溜息だった。

「悪いがここは、俺の顔に免めんじてこの学生さん、見逃してやっちゃくれないか。何やったんだか知らねぇが、ほら、こんなに震えて、気の毒だろ」

　真は木賀の目もく論ろ見みに沿うように、その胸に顔を伏せたまま、また大きく背中を震わせた。

「僕、何もしてないのにその人たちが急に追いかけてきて……」

　ついでに泣き声で訴うったえかけてみる。

　背中で、『善良な学生さん』に泣かれた三人組が、どこか気まずそうな雰囲気になるのがわかった。

「……わかったよ、じゃあ、好きにしな。兄ちゃん、もう紛まぎらわしい真ま似ねするんじゃねえぞ」

　石神組の方も、極心会の木賀とこの場でことを構えるわけにはいかないのだろう。少々腑ふに落ちないふうではあったが、そう言って、そそくさと立ち去っていった。

「まったく」

　そして真の上から再び降ってくる、木賀の呆れきった呟つぶやき。

「こんなところで何をなさってらっしゃるんですか、あなたは」

　真は木賀の問いには応えず、相手のスーツの袖そでを指先でぎゅっと摑んだ。

　木賀が不審そうな視線を落としてくるのがわかる。
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「……真さん？」

　名前を呼ばれても、真は顔を上げなかった。木賀の胸に縋すがるように身を寄せたまま、体重を半なかば相手に預ける。

「──悪くない」

「は？」

　呟いた真に、怪訝そうな木賀の声。

「こうやって、か弱い大学生になりきって、おまえに抱きついてるのも悪くない」

「……」

「おまえの胸、気持ちいいな」

　鉄がタカシにしていた仕種を思い出しながら、真は犬猫みたいに木賀の首に額ひたいを擦こすりつけた。

　煙草たばこの匂いと整髪料の匂いと、男臭い体の匂いに少し頭の芯しんがクラクラする。

　木賀が、どことなく戸惑っているふうなのもおもしろかった。

　おもしろくて、そんな相手を笑ってやりたかったが、この状態を手放してしまうのが惜おしくて、大人しく木賀に凭れ続ける。

　考えてみればこんなふうに木賀に甘えるみたいに抱きつくなんて、出会って十年で初めての試こころみだ。

「『助けてください！』──だってさ、この、俺が」

　可お笑かしくなって、真はくすくすと笑い声を上げた。

　誰かに助けを求めたのだって、冗談だけでもこれで初めてだった。

「な、もっとちゃんと抱いてみろよ。ヤクザに脅おどされて泣きそうに震えてる学生さん、可か哀わい想そうなんだろ？」

「……」

　真が焦じれる余裕もなかった。

　木賀の腕は、思いがけず強い力で真の背中を抱き締めた。

「木賀？」

　今度は真の方が少し不思議になって、小さく身み動じろぐと、やっと木賀のことを見上げた。

　その間にも真を抱き締める木賀の力はますます増して、骨が軋きしむようになり、さすがに真も悲鳴を上げる。

「痛いてっ、痛ててててて、痛いって！　木賀！」

　抗議しても、木賀の力はちっとも弛ゆるまなかった。まるで真を締しめ殺ころそうとしているかのように。

　これはもしかしたら、こっちも殺す気で逃げないと本気で殺やられるんじゃないか──と真が危機感を抱いだいた頃、耳許で深々と溜息の漏れる感じがした。

「真さん──」

　そしてその後、木賀が何か言おうと口を開いた時。

「おい、そこのおまえ！」

　威い喝かつの声が聞こえて、真と木賀は同時にその方を見た。

　真は、おそらく木賀も、『また同業者か』とうんざりしながら振り返ったものの、慌ただしく駆け寄ってくるのは、制服姿の警察官二名だった。

「不審な男たちが学生を脅おどしていると通報があった、おまえのことか！」

「君、大丈夫か！　こちらに来なさい！」

　どうやら先刻見て見ぬ振りをしていた通行人の中で、せめてもと警察に報しらせた者がいたらしい。警官は木賀に向けて高圧的に、真に向けては親切な態度でそう呼びかけている。

　余よ計けいなことを……と通報者に対して小さく舌打ちしてから、真は再び『善良な大学生』の仮面を被かぶった。

「そうなんです、ヤクザみたいにタチの悪い人たちに囲まれてたのを、この方が助けてくれて……」

　木賀の腕はいつの間にか真の背中から外れている。それをひどく名な残ごり惜おしく思いながら、真はその木賀の腕を縋すがるようにぎゅっと握った。

「僕に声をかけた男は、また別の学生を追って向こうに行きましたよ。早く取り締まってください、僕はこの方のおかげで怪け我が一つありませんから」

　真はタカシと鉄が去っていった方を指さし、ついでにタカシの容姿や服装の説明もつけ加えた。せいぜいあいつらも、いちゃついているところに水を差されればいい。

「早く！　僕みたいに怖い思いをする人が他にもいたら可哀想だ！」

　警察官たちは、厳いかつい木賀の方に不審の目を向けつつも、涙まで浮かべて急せかす真の演技に乗せられて、来た時と同様慌あわただしくその場から去っていった。

　青い制服が視界から消えるのを確かめると、真は木賀の方に向き直った。

　笑いを堪えるような顔で自分を見ている木賀の手を、両手で摑み直す。

「ありがとうございました、親切な方」

「……」

　木賀の表情が、「どう反応したものか」と迷う風ふ情ぜいに変わるが、真は気にせず馬鹿馬鹿しい演技を続けた。

「どうか是ぜ非ひ、お礼をさせてください。僕にできることなら何でもしますから」

　真しん摯しに言い募る真のことを、木賀がまじまじ見下ろした。

　真も笑い出すのを必死に堪えながら、木賀のことをみつめ返す。

　ほとんど真顔になっていた木賀が、少しの時間を置き、やがて笑った。

　にやりと口の端を曲げる、『ヤクザみたいにタチの悪い人』にしか見えないやり方で笑った木賀が、そのまま真の耳許へと唇を近づけて囁く。

「なら──体で払ってもらおうか？」




　　　　　◇◇◇




　木賀は白はく昼ちゅう堂々真をラブホテルへと連れ込んだ。極心会の息がかかった会社だったが、別に誰に見られたって構わない、という様子で。

　少し強引とも言える力で背中を押されてその廊下を歩く間、真は何となく首を竦すくめていた。怯えているような態度にも見えただろう。実際は塵ちりほども怯えてなどいなかったが、何となく、そうした方がいい空気だと思って。

　木賀が鍵を開いた部屋の中に押し込められ、真はよろよろとベッドの方へ歩く。途中で半ば突き飛ばされて、気づけばベッドの上に転がされていた。

　すぐに木賀がのしかかってくる。

「……おまえ、こういうの好きだったんだ」

　いつもの数倍荒っぽい木賀の動きで変に胸を高鳴らせながら、真は訊たずねた。

　スッと、木賀の人差し指が真の唇を押さえる。

「『善良な学生さん』が、おっかないヤクザに向かってそんな口の利き方しちゃいけないな？」

　木賀の口調は脅おどすわけでなく、どちらかというと宥なだめる調子だった。

　頭ごなしにされてもあやされても癪に障るタチの真だったが、なぜか今、木賀にそんなふうに言われると、体から力の抜けるような感じになる。

　それでも何か言い返してやろうと開きかけた真の唇を、木賀がまったく丁寧ではない動きで塞ふさいだ。唇を上も下も痛いほど嚙かまれ、片手で顎あごを摑まれ、口を抉こじ開あけられる。キツい煙草の匂いがした。この匂いが真はどうしようもなく好きだった。木賀に言ったことはないが、多分ばれているだろうなとは思う。

「ん、う……っ、……」

　息をつく暇もろくに与えられず、木賀の舌が真の口中を蹂じゅう躙りんする。苦しくて顔を逸そらそうとしても、木賀の片手一つで真の動きは封じられている。試しに力を籠こめて相手の腹に拳こぶしを入れてみたが、無駄な抵抗だった。

　息苦しさに顔を歪ゆがめながら、真は今度は脚をばたつかせた。その脚の片方を木賀が空あいている手で摑み、膝を曲げさせられる。ジーンズの上からでもわかるくらい、真の中心は膨ふくらんで硬くなっている。

　服を着たまま片脚を開かされ、何で裸の時の方が恥ずかしくないんだ？　などと真が疑問に思っている間に、木賀が腰を擦こすり合あわせてきた。何枚かの布越しに、木賀の雄も昂たかぶっているのがわかる。

「……ぁ……、あ……ッ」

　その部分を力強く押し当てて擦られて、真はぞくぞくと体を震わせた。その間にも、唇だけではなく頰や鼻まで木賀に歯を立てられている。耳じ朶だも千切る勢いで嚙まれ、ガリッと嫌な音にまた顔を歪ゆがませた直後、今度は舌の感触を感じてさらにきつく眉を寄せる。

　猛もう獣じゅうに襲われているような気分だった。今日の木賀はやたら動物っぽい。

　この大型の獣を宥める気も、逃げる気も、真にはさらさらない。ただ、いいように翻ほん弄ろうされているのが腹立たしくなってきた。

「罪……もない、学生に、よくこんなことできるな……」

　どうにか木賀の体の下から抜けだそうともがきつつ、真は切れ切れに言った。もう息が上がり始めていた。

「のこのこついてきたアンタが悪い」

　木賀の方も、言葉が途切れたりはしないものの、息が乱れている。口許にタチの悪い笑みが張りついていた。一杯に押しつけられる相手の体重のせいで結局上う手まく逃れられず、それでも寝返りを打って拒こばもうと諦めることのない真のシャツに、木賀が出し抜けに手をかけ、ボタンを外すのも面倒という風情で前を開いた。いくつかボタンがちぎれて飛ぶ。

（ひっでぇ、買ったばっかの服）

　とは思ったが、後で同じものを買わせればすむ話なので、真は文句を言わずにおいた。再び口中を舌で犯され始めたせいで、言えなかったと言った方が正しいかもしれないが。

「……ふ……、……ぅ……、う……」

　何か言おうとして、真の声は単なる呻うめきのような響きになった。やたら苦しそうで、自分でも少し驚く。何となく弱々しい。まるでその辺の『善良な学生さん』のように。

　木賀は真の鎖さ骨こつにも歯を立て、容よう赦しゃなく痕あとをつけた。痛みのせいではなく、痛むほどの感覚を与えられているという状況に真は身を震わせた。

　今まで、木賀が強引に真の体を暴あばくことなんて滅多になかった。むしろ焦らして焦らして、真が懇こん願がんするのを待つように体中の性感を引き出すことに熱心な様子だったのだ。

　真は真で、口が裂けても「挿いれて」だの「欲しい」だの言わず、木賀が諦めるまで必死に達するのを堪えるか、堪えられなければ自分から木賀に馬乗りになって奪ってやるかのどちらかだ。

　──なのに今、真はあちこち嚙み痕をつけられ、ごつごつした手で体中をまさぐられながら、縋すがるように木賀のスーツを握ったりしている。

（何か……すごい……）

　でかい猛獣か、そうでなければ嵐のようだと思った。圧倒的な力が自分に襲いかかって、やりたい放題嬲なぶってくる。

　木賀に擦りつけられた股間が、張り詰めすぎて、閉ざされたジーンズの中で痛いほどずきずきと脈打っている。何もかも脱ぎ捨ててしまいたかったのに、木賀の動きに翻弄されてそれどころではない。

　木賀は真の胸の小さな突とっ起きを見つけると、捻ひねり潰つぶすみたいに指先で擦り合わせてきた。かと思えば反対の乳首はねっとりと舌で舐なめ上げ、吸いついてくる。

「う……あ……っ、……ぁあ……」

　痛いのか、気持ちいいのか、むずがゆいのか、判別つかない感触に、真は小さく声を上げながら首を振った。

　木賀が体をずらしたから、もう相手のもので擦られたりはしていないのに、真のペニスはますます熱を集めていく。

　何とかして、真は木賀の服を摑んでいた手を離し、自分のベルトを外そうとした。

　木賀と自分の体の間に潜もぐり込こませようとした手は、しかしあっさり木賀に捕つかまって、頭の上で縫ぬい止とめられてしまう。

　真の間近に木賀の顔が寄る。だが特に接くち吻づけたりはせず、木賀は真の目を覗き込んで笑った。

「今日きょう日びの大学生は怖ろしいな。ヤクザに向かって自分から真っ裸になって股また開こうってんだから」

　真は簡単に赤面した。ぞくぞくと震えも感じた。

（楽しい──）

　自分が仕掛けて、木賀が乗った、こんな『ごっこ遊び』が楽しくて仕方ない。

「そういうんじゃねえよ」

　消え入りそうな声で呟きながら顔を背そむける仕種を取る自分に、真の自じ尊そん心しんが傷つく理由は特別なかった。

　木賀に力で屈くっ服ぷくするわけじゃない。

　弱いわけじゃないから、弱いふりをすることにためらいは感じなかった。

　ただ──楽しくて、楽しくて、たまらない。

（だって、木賀が、こんなに俺を欲しがってる）

　木賀のスラックスの中でその性器がどうなっているのか、想像するだけで真は眩め暈まいがしそうな心地だった。

　早く触って、擦って、口の中に入れて、目一杯しゃぶりたい。

　同じくらい、同じ場所に触って欲しい。

　たまらない気持ちになって目を潤うるませる真を見て、木賀が低く笑い声を漏らした。

「礼は体で払ってもらう、って話だったか」

　その呟きだけで、真はまた身の震えを止められなくなった。

　木賀はジーンズごと真の下着を脚から抜き取った。勃起した真のペニスが顕あらわになるが、木賀はそこには目をくれず、真の腕をきつく摑んで引っ張り上げた。

　真はされるままベッドの上に起き上がり、胡座あぐらをかく木賀の股こ間かんに顔を伏せる格かっ好こうを取らされた。

　両腕は、まとめて木賀の手ひとつで縛いましめられている。

　木賀のスラックスもすでに前が開かれ、トランクスの中からは凶暴な形に勃たち上あがる性器が姿を見せていた。

　しげしげと観賞する暇も与えられず、真は頭の後ろを押され、木賀の昂ぶりに顔を近づけさせられた。

　反射的に唇を引き結ぶと──普通の学生が、自分から進んでヤクザのペニスを咥くわえるようなはしたない真似はするべきではないと咄とっ嗟さに思って──その唇に先端を押しつけられる。

　嫌がって顔を背けるふりをしてみれば、ぐいぐいと、唇と言わず頰と言わず鼻と言わず、さらに木賀の茎くきに擦りつけさせられる。何度も何度も。

　それでも強情に唇を閉ざしていたら、今度は鼻を指で摘つままれた。

　しばらく我慢して、息苦しくなった頃、つい唇を開いた瞬間、木賀の熱と固さと匂いが一気に口中に捩ねじ込こまれる。

「う……っ、ぐ……」

　演技ではなく、苦しさに喉のどが鳴った。木賀は再び真の頭に触れ、今度は髪を摑んで、揺さぶってくる。

（すげぇ、俺が、この俺が、こんな目に遭あってる──）
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　木賀の動きにはまったく容赦がなく、真は喉の奥を先端に突かれて、何度も嘔え吐ずきそうになった。

（木賀が、俺をこんな目に遭わせてる）

　真を守る、などという大義名分を抱かかえていた木賀が。

　昼日中から『極心会の新條の息子』をラブホテルに連れ込んで。

　裸に剝むいて、自分の昂ぶったペニスを咥くわえさせて──

「んんっ、ん、……う……、……ッ……」

　唾液と、木賀の先端から滲にじみ出でる苦い体液が、飲みきれず真の唇から零こぼれ落ちる。これはＡＶにでもしたらなかなか高く売れるんじゃないか、そういえばこのホテルは隠しカメラがあったような……ということについて真が考えている間に、その頭を摑んで揺さぶる木賀の動きは止やんでいた。代わりに、膝ひざ立だちになった木賀は自分で腰を動かして、真の口中を犯し始めている。頭は押さえつけられていたが、両手を縛める手は離れていたのに、真は大人しく座って、木賀の動きを受けた。木賀の勢いのせいで後ろにひっくり返らないよう、その腿ももに手を掛ける。

　滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに口の中を搔かき回まわされることが、思いがけず強い快楽と繫つながって、真は少し驚いた。これまでも木賀のものを咥えてきたが、相手にあられもない声を上げさせてやろうとか、快感を引き出してやろうとか、ゆっくりその味や形を楽しみたいと思っただけだ。木賀は真が自分のものを手で弄いじったり口に含むたび、玩おも具ちゃで遊ぶ子供を見守るような顔で楽しげにしていた。

　だから真は、今日まで、自分の口が交こう接せつ器きのように使われるなんて考えたこともなかった。

　一方的に犯されるのはさすがに気に入らないので、深く吸い上げたり、舌を絡めようと試こころみれば、そのたびじゅぶじゅぶと耐え難くいやらしい音が響く。

　真が、相手の吐き出すものを喉の奥で受け止める覚悟を固めた時、不意に木賀が真の口から自身を抜き出した。

「……っ……」

　急な外気を吸い込み、ついでにどちらの何の体液だかわからないものが気管に入り込みかけて、真は盛せい大だいに噎むせ返かえった。

　苦しげに咳せき込こむ真の体を、木賀がまたベッドに突き飛ばす。

　涙を滲ませながらベッドにひっくり返った真は、そのまま両脚を持ち上げられ、木賀に向けて大きく開かされた。

　ほぼ頭と肩けん胛こう骨こつの辺りだけで体重を支える格好で、脚も腰も抱え上げられている。だから真の目には、木賀が自分のペニスを口に含む様子がはっきり見えた。

「あ……、あ……！」

　触れも触れられもしなかった真の性器は、もうすぐにでも弾はじけそうに昂ぶり切っていた。それを、木賀が容赦なく口の中に呑み込み、きつく吸いついてくる。

「うあ……っ、……あぁ……ッ」

　視覚と感覚を責められて、真の口からは信じ難く濡れた大きな声が漏れた。

　卑ひ猥わいな音を立てながら、茎を唇で引っ張るように吸い上げられて、真は他た愛わいなく木賀の口中で達した。

　贅ぜい肉にくとは無縁な薄い腹を痙けい攣れんさせ、何度も吐き出す真の精液を、木賀は全部受け止めている。

　やがて真の先端から零れるものがなくなると、ずるりと口中からペニスを抜き出し、今度は尻の狭はざ間まにある窄すぼまりへと唇を触れた。

「──っ」

　言葉もなく、真はただ震える。木賀は両手の親指で真の蕾つぼみを開かせ、唇に含んだ体液を、中に流し込んでくる。

　体の中に、自分の吐き出したものが、逆流してくる感じ。

　それを木賀の舌がさらに奥へと送り込むために動き、やがて、舌の代わりに硬い指が入り込んできた。最初から二本。

　濡らされていても、軋きしむような痛みを誤魔化せない。それでも真は文句を言わないし、逃げようともしない。木賀のすることをただ下からじっと見上げていた。

　射精したばかりで萎なえたはずの自分のペニスが、あっさりと力を取り戻す様子も。

「随ずい分ぶん大人しいな」

　肩や胸を短く上下させる真を見下ろし、木賀が笑った。ぐっと、深く指を突き入れられ、中で回されて、真は拳で自分の唇を押さえ、甘い声を堪える。

　堪えようとする真の仕種に気づいて、木賀の指が荒っぽい動きになった。最初から遠慮なく搔かき回まわしていたのが、信じ難く早い動きで抜き差しを始める。

「んっ、ん……あ、あ……ッ……」

　指の腹で何度も浅いところを擦られ、奥の方を刺激されて、真はもう抑おさえきれない声を漏らした。どんどん固さを増すペニスの先端から、また射精の衝動を覚えて透明な雫しずくがだらだらと流れ始めている。

「木……賀、木賀……も、挿れろ……早く……！」

　絶対に言うまいと思っていたねだる言葉を、命令調とはいえ、真は躊ちゅう躇ちょなく口にした。

　押し倒し返して乗っかって咥え込んで、好き勝手に動くことだってできた。真がそうしようとするのなら、木賀は反抗せず大人しく従うだろう。

　だけど今日は、木賀の思うままに犯して欲しかった。

　木賀がどんなふうに自分の体を貪むさぼるのか、見ていたかった。

　それでもまだ自分の中を指で搔き回している木賀の腕を、真は摑んで引っ張った。ずるり、と指が体の中から抜き出される。その感触に震えながら、真はすっかり濡れた目で木賀を見上げた。

「中、早く……挿れて……搔き回して……」

　木賀の熱が自分の中を引き裂くように潜り込む感触を、その痛みと快楽を、濡れた音を、想像するだけで真は正気を失いそうになった。

　その感覚が今すぐ与えられないことに、耐えられなくなる。

「木賀ぁ……」

　甘える声は、上手に出せた。

　開かされた脚の向こうで、木賀がギリッと歯を食くい縛しばるように、口の片端を大きく持ち上げ、凶悪な笑みを漏らす。

「……たまんねえな」

　低く押し殺す木賀の声が聞こえた。

　懇願したのは自分の方なのに、余裕のない動きで木賀が自分の中を貫つらぬいた時、真は『勝った』と思った。

「……ぁ……っ、あ……うぁっ、あ、あ……！」

　何の心遣いもなく、木賀の肉が真の中を、最初から早い動きで搔き回す。両方の腿を摑まれ、指が食い込む。真の中は、そこそこ濡らされてはいたが蕩とろけきることもなく、木賀の並外れて太いものを出し入れされれば、軋むように痛んだ。

　その痛みに、真はシーツを摑んで耐えた。痛みだけになら声なんて上げずにすんだのに、同じくらいひどい快楽が体の奥底、内臓から引ひき摺ずり出されるように湧き上がってきて、真は悲鳴じみた喘あえぎを殺すことができなかった。

　木賀は真の脚を摑んだまま、相手のことなど顧かえりみる余裕もない動きで、激しく腰を使っている。何度も硬い肉棒を真の中に突き入れ、中で擦るように腰を揺さぶり、また引き出す動きを繰り返した。木賀の喉からも、滅めっ多たになく低い呻き声が漏れている。微かにだが真が聞き漏らすはずがなかった。

「中──出すぞ」

　さらに低い声で、木賀が真に告げる。真は考える間もなく頷いた。いつもならコンドームを使うか、外に出すかのどちらかだ。中に出したのも、血が滲むほど酷ひどいやり方で繫がったのも一番初めのセックスだけで、その後はいつも『真さんが辛つらい思いをするといけないから』と言って、木賀は丁寧に真を抱いた。

　それを真が不満に思っていたのは言わずもがなだ。自分が積極的に向かわないと、思うように荒っぽいセックスを与えてもらえない。

　なのに今、木賀はやりたい放題真を貫いて、体の中を汚そうとしている。

　そのことを、真が歓迎しないはずがない。興奮と期待で、中を責められているだけなのに、ペニスが二度目の射精を求めて震える。

「……んな、俺のこと、好き……か……」

　荒い呼吸の中、木賀に体を揺さぶられながら、真は笑って訊ねた。過ぎる痛みと快感のせいで、目の端からボロッと涙が零れた。

　その涙に気づくと、木賀は真の両脚を肩に抱える格好で、真の上半身に覆おおい被かぶさってくる。

「ぃ……っ」

　唇に嚙みつかれて、真は顔を歪ゆがめた。血の味がする。泣いた自分を宥めるつもりかと思ったのに、より泣かせようとしたらしい。その事実にも真は胸が震え、背せ筋すじが粟立つ。

　木賀の唇が、真の唇から耳の方へと滑すべり降おりた。

「……これで、わかるだろ」

　囁きと共に、より深く、木賀の肉棒が真の奥に突き刺さる。

「あっ、あ……ッ！」

　全身を震わせながら、真は高い声を上げて精を放ち、体の奥に注そそがれる木賀の欲望を、思う存分味わった。
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　煙草を咥くわえて火をつける自分の仕種を、真がじっと見ているのに気づいた。

　視線を向ければ、真は案の定、ベッドへ仰あお向むけに転がった姿勢で木賀のことを眺めている。

　真の体はひどい有様だった。あちこち鬱うっ血けつの痕や歯形、それに本人のものとも木賀のものとも区別のつかない汗と精液で汚れている。

　一度だけでは飽きたらず、木賀は真の中に二度出した上、三度目には真を獣けものの姿に這わせ、頭をベッドに押しつけながら無茶な勢いで後ろから貫き、染しみ一つない背中に射精した。

　散々な扱いを受けたというのに、真はやたら上機嫌だ。

「何ですか」

　自分の行動について、木賀はまったく後悔していない。だから悪怯れず訊ねた。

　真は笑っている。疲れたのか、ちょっと怠だるそうな笑みだった。

「おまえ、ほんっと、俺のこと全然敬うやまってないよなあ。もう一回アンタって言ってみろよ、俺に向かって」

　うっとりとそんなことを呟く真に、木賀は若じゃっ干かん呆れる気分だった。

「初対面でタメ口きくなって大人を脅おどしておいて、今はこんなことされて喜ぶんですか？」

「だから、本来なら跪ひざまずいてひれ伏して俺を敬うべき相手が、俺にこんなことするっていう状況が燃えるんじゃねえか」

　木賀としては、真に跪く理由もひれ伏す必要も感じたことはなかった。

　なのに真を大事に扱あつかう理由は、十年前から変わっていない。

　我わが儘ままで高たか飛び車しゃで可愛くて美人な恋人の目許に、木賀は手を伸ばして触れた。泣きすぎたせいか、目の縁ふちが少し赤くなっている。

（泣きながらねだる真さんは、驚異的に可愛かった）

　一体どういう気分でそんなことになったのか木賀には計り知れなかったが、『善良な学生さんとヤクザごっこ』は地味に最後まで続いていたようだ。今日の真の可愛げは、出会ってから最高のものだった。

（人類史上でも最高レベルなんじゃねえか？）

　おかげで木賀は、真を抱き潰して殺して食べたりしないよう、自制するのに苦労した。

　煽あおってくる真に素直に煽られてしまうなんて、自分もまだまだ青い、と思う。

　──真が怯えた態度で自分に縋りついてきた瞬間に、箍たがが外れてしまったのだ。

　堅気の人間を相手にしている時の真も、本来の彼からかけ離れた穏やかで物静かで上品な青年の演技をしている。それは木賀も見慣れているし、すまし顔でそんなふうにふるまう真や、それにまんまと騙だまされる相手を面白がるだけだった。

　が、今日、他人の庇ひ護ごを求めるほどに弱々しい姿を目まの当たりにしたら、そんな真を見て楽しむという余裕など失せてしまった。

　思い出したのは、最初に会った日のこと。

　自分より一回り以上年上の相手に対等な態度で接するくせに、手に持っているのは子供向けの本だとか。

　対等を通り越して上から見下ろす言動をしておきながら、ぎゅっと握り締めてくる手は驚くほど小さいだとか。

　そんな記憶が蘇よみがえった瞬間、もう駄目だった。

　だから本当は、さっきの真の言い分はわかる。本来なら相手をひれ伏させて敬わせようとする真が、自分に組み伏せられてされるがままになっている状態に、木賀は冗談みたいに昂ぶった。

（かといって、このままこの人が俺に従うようになれば、つまんねぇと思うんだろうけどな）

　そう考える自分が、木賀には少し可笑しい。弱々しい真は可愛いが、それだけでは物足りない。きっとあの真が見せるそんな姿だから、木賀から冷静さを奪い取るくらい興奮させたのだろう。

「うーん、タカシ君のアドバイスはまあまあ役に立ったのかなー」

　満ち足りた様子でベッドに転がり続けている真が、独り言のように呟くのを聞き止めて、木賀は軽く眉を顰ひそめた。

「いい加減、石神組のあれにちょっかい出すのはやめなさい」

　何のつもりかまでは知らないが、真が尾行していたのは石神組の跡目と、彼と一緒に住んでいる大学生だった。瀬能崇たかしとかいうその大学生と、真がたまに連絡を取っていることくらい、木賀は把握している。

「何だよ。嫉妬か？」

　からかう口調で真が言う。木賀は大おお仰ぎょうに溜息をつきながら、相手の目許を撫でる指の動きを止めた。

「問題を起こすつもりがないのなら無駄に近づくなと言っているんです。あの三さん下したに俺が嫉妬する理由がどこにありますか」

「タカシ君と俺、メル友だから。おまえも俺とメル友になりたいのかと思って」

「結構ですよ」

「おまえ、メールの打ち方知らないもんな……」

　打ち方を知らないわけではなく、打つのが面倒なのでやらないだけだ。木賀がそう反論しかけた時、真が眠たそうに大きく欠伸あくびをした。

「少し寝たらどうですか、それじゃ着替えるのも億おっ劫くうでしょう」

「──なあ、ずっとだとムカつくけど、たまになら、さっきみたいな喋り方でもいいんだぞ？」

　真は木賀の言葉を無視して、唐突に、別の話題を持ってきた。

　期待に満ちた目でこっちを見ている真が可笑しい。木賀はすぐに従ってやるのも勿もっ体たいない気がしたので、真から指を離し、煙草を咥えたまま黙って肩を竦すくめた。

　木賀の態度が癇かんに障ったのか、真が脚を指で抓つねってくる。木賀は少し笑いながらされるままになった。

　こんなふうに、誰の目にもわかりやすく拗ねている真というのも、結構珍しい。

　いつもは手の内を明かさないよう、木賀に弱みを見せないよう、ひたすら高圧的に振る舞っているのに。

　そういう真と渡り合うのが楽しかったが、素直になっている真の様子に、木賀が失望することはなかった。

　どうせこの我儘な気分屋は、明日になれば──いや、もうあと数秒後には、ころっと考えを変えて、木賀の『生意気な』態度が気に食わないと、暴れ始めるかもしれないのだ。

「こーが」

　甘えた声で、今度は膝をくすぐってくる真に、木賀は堪たまらず噴き出した。

　笑われたことで、真が条件反射のようにムッと眉根を寄せている。

　不機嫌に顔を顰める真の様子は、可愛いというよりも、色っぽかった。手に負えない色香に満ちている。何時間も好き放題体を弄もてあそばれたせいで、表情も雰囲気も気け怠だるげだからだ。

　黙っていれば繊せん細さいで儚はかない容姿にも見えるくせに人一倍頑がん丈じょうな真でなければ、あんなふうに長い間責め続けられて、失神したっておかしくない。

　そのくらい木賀のやり方はひどかった。

（大人しく見えるのもそのせいか）

　汚れて散々な体を洗いにも行かず横たえっぱなしなのは、さしもの真も起き上がるのが辛つらいからだろう。

　腫はれぼったい瞼まぶたにもう一度触れようと手を伸ばしたら、途中で指を嚙まれた。ガリッと、最中の木賀が真に対してそうしたように、遠慮も会え釈しゃくもない力で。

　眉を顰めて見下ろすと、いかにも木賀を怒らせようと企たくらんでいる顔の真と目が合った。

「……ちょっと寝てなさい、疲れ切った顔してますよ」

　木賀は嚙まれた指を真の口の中で動かして、その上うわ顎あごをくすぐる。

　真が喉を鳴らす猫みたいな顔で目を閉じた。木賀が従わないのが不満なのに、ちょっかいをかけられるのは気持ちよくて嬉しいと、そんな気分を隠そうともしていない。

　堪えようがなくて、木賀は自由な方の手で口端に引っ掛けていた煙草を取ると、身を寄せて、真の閉じた瞼に唇で触れた。

　宥めるためでもなく、ただ、相手への愛いとしさが溢れ出て『つい』してしまった行為。

　目を閉じたまま、真は小さく体を揺らして笑っている。やっと木賀の指を嚙む力を弱めた。

「今日のところは、このくらいで許してやるよ」

　まるでチンピラの常じょう套とう句くをふざけて口にしてから、真は眠たそうに大きな欠伸をした。

　木賀は再び煙草を咥え、大人しく眠ろうとしている真の顔を眺める。

　そう間もなく真が小さな寝息を立て始めた。木賀は、怖ろしいくらい整っている上に、眠っていれば無む垢くにすら見える真の顔を眺めつつ、その髪に触れた。

（俺のもんに俺がどう接するかくらい、俺が選ぶんだよ）

　おそらく真もそう思っているだろうが、木賀だって、そこは譲ゆずれない。

　まあ──今日は随分と、真に翻弄された気もするが。

　とりあえず今は、眠っている真を好きなだけ可愛がりたい気分だったので、木賀はそういう自分の気持ちに従って、飽きるまで相手の柔らかい髪を無ぶ骨こつな指で撫で続けた。
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「な……中なか森もり、あんまり……見るな……」

　息を切らしながら、涙目で、佐さ原はらは懇こん願がんした。

　一人住まいのマンションに、高校の制服を着た生徒と一緒に帰ってきたのが一時間前。

　手料理をふるまうという名目で、実際スーツの上着の代わりにエプロンをつけて料理を始めたのに、十分後にはそのエプロンも外されて、寝室に連れ込まれて、ネクタイもシャツもスラックスも下着も何もかも綺麗に剝むかれた。眼鏡も奪われた。

　放課後真まっ直すぐ帰宅したから日はまだ落ちきっていない。灯あかりはつけていないものの、窓辺に置かれたベッドの上では、何もかもがあきらかだ。

「何で」

　短く、低い声が、ぶっきらぼうに問いかける。

　すっきりと短く黒い髪に、声音と同じく無ぶ愛あい想そうな顔。どことなく不機嫌そうにも見えるのは、特に気分を害しているわけではなく、彼のいつもどおりだ。

　素っ裸の佐原を組み敷きながら、自分の方はブレザーの上着を脱いだだけで、身なりだけではなく、態度にも大して乱れたところがない。

　制服を着ているから辛かろうじて高校生だとわかるが、中森友とも紀きは背も高く、体格も少年というより青年のもので、私服姿ならば大学生を名乗っても誰も疑いはしないだろう。

「何で、って……」

「慣れろよ、いい加減」

「あ……っ」

　胸の突とっ起きをきつく吸われて、佐原は甘い声を上げて身震いした。

（別に──するのに慣れないってわけじゃ）

　そう思ったが、佐原は口には出さなかった。というより、出せなかった。友紀は口や指先で思うさま佐原の胸を嬲なぶり、指先で体のあちこちをくすぐってくる。

　友紀の指は器用に動いた。佐原が友紀と寝るのはもう両手両足の指でも足りない数だ。佐原がどこに触れられるとどんな反応をするのか、どんなふうに触れればどんな声を出すのか、友紀はすっかり把は握あくしている。

　素そ行こうはそう褒ほめられたものでもない割に、友紀は学業優秀な生徒だった。覚えがいいのは賢かしこいせいだろうか──などと考えて、もともと紅こう潮ちょうしていた顔をさらに赤くする佐原のことも、友紀はじっと見下ろしている。

（だから、見ないで欲しいんだけど……）

　そう頼む代わりに、佐原はまた濡れきった、自分で聞くのも恥ずかしくなるような声を絶え間なく漏もらしてしまう。

　友紀は佐原の脚を大きく開かせ、その間で頭をもたげている茎くきを片手で弄もてあそびつつ、佐原の顔や首筋や刺激されて尖とがった乳首や腕や腰や脚や、とにかく隅々まで眺めている。

　こうやって友紀に見られることに、佐原はいつも戸惑いを隠せない。

　これが単純に享きょう楽らくを意味する眼まな差ざしなら──半分以上はそんな色を宿やどしているとはいえ──さして気にならないのだが、残りの何割かに浮かんでいる『観察』の意い図とに、不安を覚えてしまうのだ。

『アンタ今、いくつなのかなあって』

　前もこの部屋でこんなふうに佐原に触れながら、友紀が訊たずねてきたことがある。

（やっぱり、男で、年上……っていうのが）

　元々、佐原は自分の容よう姿しがコンプレックスだった。髪も目も肌も、変に色素が薄い。小学生の昔から視力が悪くてずっと眼鏡が手放せず、贅ぜい肉にくのつき辛づらいひょろひょろした手足のせいで、ついたあだ名は『もやし』だの『ガリ勉』だの、よくて『委員長』だの。

（──『まじめちゃん』とか、呼んでた奴もいたっけ……）

　いくら頼りない体つきだとはいえ、パーツは誤ご魔ま化かしようなく男のものだ。

　勃たち上がって快楽を欲して先端から汁を垂たらす性器をしげしげと眺められてしまえば、気持ちが竦すくみもする。

「あっ、あ……ん、ぁ……や……！」

　淡く思考を巡めぐらせながらも、佐原は濡れた音を立てて茎を責める友紀の指に翻ほん弄ろうされた。

　もう一方の手の指は、冷たくぬめった感触を伴ともなって、体の奥へと潜もぐり込こんでくる。

「……っ」

　行為の時に必要だからと、潤じゅん滑かつ剤ざいを友紀に手渡したのは佐原自身だった。受け取った時の友紀は、何だか微妙そうな顔をしていた。『慣れてんだな』とぽつりと言われて、佐原は気まずい心ここ地ちで黙り込むことしかできなかった。

「ん……く……、……」

「声出さねえの？　いつもみたいに」

　少しだけ笑いを嚙かみ殺ころすような響きの声がして、佐原はいつの間にか閉じてしまっていた目を開けて、友紀の方を見た。

　友紀の眼差しはさっきよりも熱っぽくなっている。そのことに佐原はほっとする。

「と、隣に……聞こえたら、困……あぁッ」

　ぐっと指を深くまで突き入れ、間を置かず中を搔かき回まわす友紀に、佐原は意図せず高い声を上げてしまった。

　友紀の掌てのひらの中で、昂たかぶりきったペニスが解放を求めて震えている。

　だが佐原はこのまま一人で終わってしまいたくなくて──中で友紀を感じながらその時を迎えたくて、自分の中を穿うがつ相手の手首をそっと押さえた。

「指……は、も、いいから……」

　求めることに、佐原はいつも大した羞しゅう恥ちを感じない。いや、本当は随ずい分ぶんと感じているのかもしれないが、それよりも、友紀と繫つながりたいという欲望の方が上回って、その望みを隠すことができない。

　濡れた目で見上げる佐原を友紀が見返し、ふと口くち許もとに笑みを浮かべた。

　十七歳だとは思えないような、変に老成した表情が、こんな時に際きわ立だつ。

　佐原は素直に友紀にみとれた。

（中森も、溺おぼれてくれたらいいのに）

　友紀がもっと余裕を失くして、自分を視察したりせず、夢中になって、貪むさぼってくれたらと佐原は思う。友紀は日頃から、常にどこか自分を抑おさえているところがあった。

　こうして佐原に触れている時は、特に。

「……何考えてんだ？」

　不意に友紀が訊ねてきた。すでに友紀の昂ぶりの先端は、佐原の窄すぼまりにぴったりと寄り添うように押しつけられている。

　友紀が自分の体で興奮して、その場所を硬くしてくれているのが、佐原には嬉しかった。

（何かを考えてるのは、おまえだろう？）

　思ったことをやはり口にできないまま、佐原は体の奥に友紀の熱が押し入ってくる痛みと快楽を、歓喜と共に迎えた。
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　友紀のことを初めて見たのは、学校の校舎内だった。

　というよりも、佐原にとっては職場だ。佐原は私立の男子校で数学科の教師を務めている。

　入学式の日にみかけて驚いたのは、友紀が『初恋の人』に似ていたせいだ。

　友紀は金持ちで成績のいい子供たちばかりが集まる学校の中で、最初は割合大人しく過ごしていた。制服を着た他の生徒たちの集団にひっそりと収まりながら、それでも、その目に宿る歳に不相応な冷静さ──自信──太ふて々ぶてしさ──は消しようがなく、要するに、ひどく目つきが悪かった。その目が佐原の初恋の人、泰やす紀のりにそっくりだったのだ。

　似ているのもあたりまえで、友紀は泰紀の息子だった。

　その事実を知らないまま佐原は友紀に惹ひかれた。初恋の時以来、佐原の恋愛対象は常に同性だったので、そういう自分の気持ちにさほど戸惑いはしなかった。

　さすがに、自分よりずっと年下の、しかも教え子、というのは、明るみに出れば具合が悪いなとは思っていたが。

（……中森は、歳の差、気にしてるよな……）

　平日の校舎内、次の担当クラスに向けて廊下を歩きながら、佐原はそっと溜息をついた。友紀と同じブレザーを着た生徒たちが、通りすがりに軽く頭を下げていくのに、佐原は一いち瞥べつを返すだけで特に会え釈しゃくを返したりしない。相手はそそくさと佐原の横を走り過ぎていった。

「廊下を走るな」

「はっ、はい」

　冷たい声で、振り返りもせず注意すると、怯ひるんだような生徒の返事が聞こえる。下した手てに出てはいけない、というのは自分が生徒だった時代に学んだ。『もやし』がおどおどすれば、力のある者の標的になる。相手が年下だってそうだ。

　幸い、神経だけは見た目よりも頑がん丈じょうだったので、学校で冷れい徹てつな教師を演じることに支障はなかった。男子校なんて場所で、同性が恋愛対象になる人間としては、誰とも馴なれ合あわないのは妥だ当とうな選択だとも思う。

　次の授業に向けて慌あわただしく廊下を移動する生徒たちの中に、佐原はふと一人の少年をみつけて微かすかに胸の痛みを覚えた。

　少年の容よう姿しは際立って、行き交う他の生徒たちの視線も自然と彼に集まっている。小さい頭に大きな目、男臭さとはまったく縁遠いが軟弱さは見えないすっきりした体つき、百人が見ても百人が可愛いとしか言い様のない二年生。

　教科書とノートを小こ脇わきに抱えた石いし神がみ鉄てつは、佐原に気づくと小さくニコッと笑いかけてきた。鉄を見ていた生徒たちから、その愛らしさに溜息が漏れる。佐原も溜息を押し殺しながら、彼に小さく頷くような仕し種ぐさを返した。

　鉄は友紀の幼おさな馴な染じみだ。鉄の父親と友紀の父・泰紀の職業の関係で、友紀は鉄と同じ家に──というか、同じ敷地内に住んでいる。

（石神は、本当に、可愛いよな）

　鉄を見るたびに、佐原の胸はどうしても痛んだ。

　あれが友紀の長年の片想いの相手で、おそらく初恋の相手でもあると、佐原は知っている。友紀に聞く前から知っていた。何しろ最初に学校で友紀を見かけて以来、彼が三年生になるまでのこの二年以上、周囲にばれないようしつこくしつこく、それはもう熱心に、佐原は彼の姿ばかりを追ってきたのだ。

　友紀の好みが石神鉄だというのなら、それはあまりにも自分とはかけ離れていると思う。

　鉄はとにかく可愛い。愛あい嬌きょうもあってよく笑う。それに引き換え自分は、と思えば佐原は落ち込んでくる。可愛いなんていう歳じゃないし、愛想もないし、鉄に勝っていることと言えばきっと年齢の分培つちかったベッドの上の技くらいだ。

（……って、学しょ校くばで何を考えているんだ、俺は）

　自分の見み境さかいのなさを反省しながら、佐原は授業開始のチャイムと同時に担当の教室に辿たどり着つき、そのドアを開けた。週番が、起立、礼、着席と、少し緊張を孕はらんだ声で号令をかけ、残りの生徒たちもそれぞれ若じゃっ干かん青ざめた顔で従したがっている。

　教壇まで歩き、手にしていた出席簿やテキストやチョーク入れを教卓に置くと、佐原は彼らを見回してフッと口くち許もとに笑みを浮かべた。

「小テストを行う」

　前置きもなく告げた佐原に、生徒たちが絶望に満ちた顔で震え上がった。佐原の授業はスパルタだ。雑談は一いっ切さいなく、スピード重視で教科書の解説を進め、生徒たちにひたすら応用問題を解かせ抜き打ちの小テストで理解を確認し、膨ぼう大だいな量の課題を出す。振り落とされなければ確実に力のつくやり方だったし、佐原はどの生徒も振り落とす気などなかった。受け持ちの生徒たちは無作為な指名に怯おびえ、忘れれば倍増する課題に涙目になりながらも、全員着実に成績を上げているので文句は言わせない。

（学校では、教師の顔をしなくては）

　それがせめてものけじめだ、と思う。卒業まで我慢しようと思っていたのに、生徒の友紀に手を出してしまった。

　開始から正確に十五分経たったのを腕時計のアラームで確認すると、佐原は小テストの終了を告げた。生徒たちが満足と諦あきらめの交じった吐息を漏らす。

「後ろから用紙を集めなさい」

　座席のそれぞれ一番後ろにいる生徒が立ち上がり、テスト用紙を集めて佐原のいる教壇まで運んでくる。

　ガシャンと派手な音が床で上がったのは、このお坊ちゃん学校では珍しく耳にいくつもピアスをつけ制服を着き崩くずした生徒が、テスト用紙を教卓に置いた時だ。

「あー、すみませーん。わざとじゃないんですけどー」

　桑くわ名なという生徒が半笑いの顔で言った。まったく申し訳ないなんて思っていない口調だった。

　床では佐原の私物であるチョーク入れが落ち、中に収めていたチョークがすべて粉々に砕くだけている。

　指輪を塡はめた桑名の手が、故意にそれを落としたことに、佐原は気づいていた。へらへら笑って自分の席へ戻ろうとする桑名の背を、佐原は冷淡に見み遣やった。

「拾え」

　はっきりした命令口調で言ったら、笑っていたはずの生徒が、反射的に憎々しげな目を佐原の方へ向けた。

「拾ってそこを綺麗にしなさい。週番は教官室で新しいチョークをもらってくること。では授業を始める」

「あ……あのぅ、それじゃ俺、授業が聞けないんですが……」

　週番の生徒が、慌てた様子で立ち上がった。佐原は週番を見て、それから教室の半なかばで自分を睨にらんでいる桑名へ視線を向け、もう一度週番に目を戻す。

「連帯責任だ。文句があるなら授業後に桑名に言え」

　それだけ言い放つと、佐原は教科書の例題を読み上げ始めた。週番が戸惑った様子で教室を足早に飛び出し、桑名が屈辱に顔を赤くして掃除用具入れに向かい箒ほうきとちりとりを取ってくる。

（──それでも従うところが、この学校の生徒の品のよさなんだよな）

　内心の微笑ほほえましい気分を、佐原は勿もち論ろん表に出さないよう細さい心しんの注意を払った。

　厳しい佐原のやり方に反はん撥ぱつして、面と向かって抗議をしたり、桑名のような嫌がらせをしてくる生徒は途切れず現れる。前の赴ふ任にん先では、警察沙ざ汰たになっても不思議ではないくらいの目にも遭あった。

　が、基本的に良家のご子し息そくが通うこの高校の生徒が考えつくことなんてたかが知れていた。校内屈くっ指しの『不良』と呼ばれる桑名でさえもこのレベルだ。桑名やその息がかかった他のクラスの生徒たちは、日々熱心に、佐原の作った配布物を故意に捨てたり（本人が刷すり直すまで授業に出させなかった）、質問のあるふりで教官室にやってきて飲み物を佐原の服に零こぼそうとしたり（事前に気づいて避よけた）、思いあまったのか教室のドアに黒板消しを挟はさむという古典漫画のような手段を取ったり（背伸びして取った）、実に可愛らしい反はん骨こつ精神を披ひ露ろうしている。

　慣れているので動どうじない佐原よりも、他の生徒たちの方がはらはらと落ち着かない気分になっているようだった。

「出席番号三番。ぼんやりしていないで、問い一を口こう答とう」

「はっ、はい」

　動揺してガタガタと椅子を鳴らして立ち上がる生徒もまた、可愛らしい。

　微笑みそうになる表情を再び隠し、佐原はクールな態度で粛しゅく々しゅくと授業を進めた。
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　昼休み、四時間目の授業を終えて教官室に戻る途中の廊下で、友紀と鉢はち合あわせた。

　というよりも、友紀が佐原を待ち伏せていたらしい。この時間帯の動どう線せんでお互いが擦すれ違ちがうはずがないのだ。

　友紀は視線と顔の動きで、屋上に続く階段を示した。こっちに来い、ということらしい。

（教師を顎あごで呼ぶなよ……）

　威い圧あつ的てきな友紀の態度に少し呆あきれつつ、佐原は小さく頷いて一旦数学科の教官室に戻り、持じ参さんの弁当を手にすると、屋上に向かった。

　生徒による屋上への出入りは禁じられているが、友紀はいかなる手段を使ってかそこへ続くドアの鍵を破り、落下防止用の鉄てつ柵さくに寄りかかって佐原を待ち構えていた。

「遅おせぇよ」

「どうした？」

　てっきり二人きりで昼食を、というお誘いかと思ったのに、友紀は手ぶらだった。まだ購こう買ばいか学食に行く前だったらしい。佐原は怪け訝げんな気持ちで訊ねつつ、友紀の隣まで歩み寄る。

「二限、自習だったんだけど」

　友紀はいつもの無愛想な顔より、さらに不機嫌そうな空気を身に纏まとっている。佐原は首を傾かしげて友紀を見上げた。友紀の方が随分背が高い。

「ああ、鹿か野の先生、今日出張だったな」

「久く保ぼが半泣きで廊下走ってるから声かけた」

　久保というのは、桑名のクラスの週番だ。

「……あんた、桑名たちに嫌がらせされてるんだって？」

　どうやら友紀は、久保からあの時教室で起きたことについて聞いたらしい。佐原は軽く苦笑した。

「嫌がらせってほどじゃない、まあちょっとした問題があったから、本人たちに責任を取らせただけで」

「今日だけじゃなくて、他の奴にもちょっかいかけられてるって聞いたぞ」

　友紀は不機嫌という以上に怒りを滲にじませた声こわ音ねになって、佐原のことをきつく見み据すえている。

　正直なところ、佐原は少々当とう惑わくした。

「だから、気にするほどじゃない。大したことじゃないから」

「……」

　本心を答えたのに、佐原の言葉を聞いて、友紀の表情がますます険けわしくなる。

「俺に関わりのないことだから口出すなってか」

「えっ!?　いや、そういうつもりじゃない」

「じゃあどうして俺に黙ってるんだ」

　困惑する佐原から目を逸そらし、友紀は鉄柵に寄りかかっていた身を起こして、体の向きを反転させた。

「相当えげつないことされてるって久保が震え上がってたぞ。ここのところずっとらしいじゃないか」

　えげつないというのは、桑名の嫌がらせというよりも、それを制裁する自分のことではないだろうか──と思いつつ、自己申告するのも何なので、佐原は首を横に振るに留とどめた。

「久保は大おお袈げ裟さなんだ。本当に些さ細さいなことばかりで、こっちの身が危険になるほどのことはされていないし」

「……あたりまえだ。あんたの体に傷でもついてたら、桑名なんて八割殺してその辺の空あき地ちに捨ててる」

「……」

　やりかねない、と思って佐原はぞっとした。桑名など問題にならないくらい、友紀の気き性しょうや力は凶きょう悪あくだ。以前、繁はん華か街がいで大人と同じくスーツを着た友紀が、自分よりはるかに年上の男を殴なぐりつけ蹴けりつけ、相手が血と涙と鼻水を垂らしながら許しを請こうても平然と──むしろ楽しそうに暴力を続ける姿を垣かい間ま見みたことがある。思う存分相手を痛めつけ、すっきりした顔で煙草たばこまで吸い始める様子は、到底普通の高校生だとは思えなかった。

　実際友紀は普通の高校生ではないのだろう。父親の泰紀はいわゆる極ごく道どうで、友紀は明らかにその血を継ついでいる。

「今だって一発くらい食らわせたい気分なんだ」

「やめろ、確実におまえの方が問題になるぞ」

　本気で青くなって、佐原は制止した。かつて幼馴染みの石神鉄が不ふ埒らちな先輩や教師にちょっかいをかけられた時、友紀はその相手を容よう赦しゃなく叩たたき潰つぶした。卑ひ劣れつな性犯罪の被害者になりかけたところを助けた──ということで、鉄のためにも表沙汰にならないようほとんどがお咎とがめなしだったが、今桑名に暴力を加えれば、さすがに学校側も見過ごしてはくれない。

　友紀を宥なだめつつも、佐原は胸の中がこそばゆくなるような喜びを覚えていた。

　友紀が自分のために怒ってくれているという事実が、どうにも嬉しい。

「……何にやついてんだ。俺はあんたにも怒ってるんだぞ」

「え？」

　にやついていただろうか、と慌てて自分の顔に手を当てる佐原の様子を見て、なぜか友紀が深々と溜息をついた。

「俺はそんなに頼りないか？　困ってるのに相談もできないくらい」

「……いや……だから、頼りになりすぎるのがむしろ困るっていうか……」

「あぁ？」

　小声で呟く佐原の台詞セリフが聞き取れなかったのか、友紀が低い声で問い返す。

　だから教師に向かって凄すごむなよ、と思いながら、佐原は自分を睨みつける友紀を見上げた。

「大丈夫なんだ。桑名程度のことならやられ慣れてる。……中森だってわかってるだろ、俺は生徒たちにとっては憎まれ役だ。授業は厳しいし、態度は冷たいし、嫌われて多少嫌がらせをされても仕方がない」

「それがわかってんなら、少しは改めろよ。あんた自分がドＳとか鉄仮面とか陰いん険けん眼鏡って言われてるの、知ってるんだろ」

「……陰険眼鏡は知らなかった」

　さすがに落ち込みかけた佐原に、友紀が少々気まずそうに軽い咳せき払ばらいをした。

「とにかく、そういうことを言われたくなかったら、もう少し当たりを柔らかくしたらどうなんだ。……あんた、俺と二人きりの時はそんななのに」

「そ、そんな、って」

　後半を意味ありげに囁ささやかれて、佐原は他た愛わいなく目許を赤くする。まったくこんな様子を他の生徒たちに見られれば、舐なめられまくるに違いない。友紀を前にすると、骨を抜かれた動物のようにふらふらしてしまう。

　熱くなった目許を押さえようと眼鏡に伸ばした佐原の手を、友紀の手が捕まえる。

　佐原は再び慌ててその手を押さえ込み、むっと眉を寄せる友紀から顔を逸そらした。

「生徒に対する態度を変える気はない、俺は自分のやり方が間違ってるとは思えない」

「それで軋あつ轢れきを起こしてもか？」

　不機嫌に訊ねる友紀に、佐原は頷いて見せた。

「生徒のご機嫌を取って甘やかすだけの教師が、いい教師だとは俺には思えない。上手く飴あめを与えて、いい意味で生徒をコントロールできる先生もいらっしゃるけど、俺は不器用だからそんなことできないしな」

　苦笑する佐原の言葉を、友紀は眉根を寄せたまま聞いている。

「それに俺は、俺にとって問題のある生徒が、むしろ可愛いよ。桑名もそうだ。無視されるのが一番キツい。俺のことを嫌っていても、俺の存在が、例えば見返すための材料になるなら」

「……ああ、そうか、あんたは」

「え？」

　小さな友紀の呟きが聞き取れず、佐原は逸らしていた顔を上げて、相手の顔を見み遣やった。

　今度は友紀の方が、ふいと顔を背そむける番だった。

「中森？」

「……何でもねえよ」

　少し荒っぽい仕し種ぐさで、友紀は自分の手首を押さえる佐原の片手を振り払った。

「まあ生徒でガキの俺が、立派な志こころざしをお持ちの先生に意見する立場でもねえよな」

「え……」

「メシまだだから学食に行く。あんたも弁当食べたら」

　仏ぶっ頂ちょう面づらでそう言うと、友紀はさっさと校舎への入口に向かって歩き出してしまった。

　呆然として、呼び止めることもできず佐原はその背中を見送る。

（何をあんなに怒ってるんだ……）

　佐原が声をかけられずにいるうち、友紀は校舎の中へと消えていった。

「……つまらない話をしたか、俺は」

　教育談義なんて、生徒の友紀が聞いて面白いものでもなかったのだろう。退屈して去っていったのだ、恐らく。

（可愛くもなくて、若くもなくて、面白くもなくて……何で中森は、石神を諦めて、俺のことを選んでくれたんだろう？）

　友紀と恋人同士になって以来、繰り返し浮かぶ疑問をまた脳のう裡りに浮かべて、佐原は溜息をついた。

　数式ならどんな難解な問題でも必ず答えがあるのに、この問題ばかりは解けない。

　桑名たちの嫌がらせなんて、佐原の胸に爪の先ほどの引っかかりすら与えることができない。

　それよりも友紀の冷たい態度が、鉄の存在が、よっぽど手て酷ひどい痛みをもたらしてくる。

「陰険眼鏡、だってさ……」

　友紀だって、以前は『陰険』な自分の態度に反撥していたのを佐原は知っていた。素行に対するお説教にかこつけて二人きりになった時の、苛いら立だった友紀の様子は未いまだに目に焼きついている。

　無視されるよりは嫌われた方がマシだ──という考えは、教え子に対する教師としての思いだけじゃない。

　考えてみれば、最初の恋の時から、そんなことばかりしていた。

　泰紀の気を惹ひきたくて、うるさく注意ばかりしていた。泰紀は度を超して鷹おう揚ようだったので、そんな佐原の態度を許して、友人として受け入れてくれたが。

　息子の方は、それを煙けむたく感じていたし、今だっていい顔はしてくれない。

（可愛げで生徒のやる気を引き出してやれるなら、俺だってそうしたいよ）

　もう何度目か、深い深い溜息を佐原は漏らした。

（……可愛げでおまえの気が惹ひけるなら、俺だってそういうふうに甘えてみたいよ、中森）

　せめてこの本音を相手に伝えることができるのなら、少しはすっきりしたかもしれない。

　だがそうすればそうしたところで、大人なのにみっともないと呆れられそうで、怖くてできない。

　挙あげ句く意い気く地じもない自分が情けなくて、佐原は弁当に手をつけることもできず、ぐずぐずと昼休みの間を一人屋上で過ごしてしまった。
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　結局は自分の頭を一番悩ませるのは友とも紀きのことで、それに較べれば、やっぱり桑くわ名ななんてただの可愛い教え子だ。

　──などと佐さ原はらが思っていられたのは、思いがけず大きな問題を桑名が起こしてしまうまでのことだった。

「さ、さ、佐原先生！　大丈夫ですか!?」

　模も造ぞう紙しやペンや黒板用の大きな定じょう規ぎが散らばる踊り場に転がって、佐原は呆然と階段の上方を見み遣やった。

　桑名は桑名で、呆然とした顔で、眼鏡を吹き飛ばしたまま立ち上がることのできない佐原の姿を見下ろしている。

「だ、誰か、保健の川かわ上かみ先生を……いや、体育の横よこ田た先生を呼んでくれ！　保健室に運ばないと！」

「……大丈夫です、立てます」

　騒ぎ立てる数学科の教師に、佐原は意図的に冷静な声で答えながら、歪ゆがんだ眼鏡を探し当てて拾い上げた。

　数学科の教官室が場所を移すことになり、佐原は放課後、他の教員たちと共に荷物を運び出しているところだった。

　大荷物を抱かかえて移動する途中、階段の上から悪わる巧だくみの色を目に浮かべた桑名が現れたので、気をつけていたつもりだったのだが。

『大変そうですね、先生、手伝いますよ』

　桑名は親切ごかしで言いながら、佐原の抱えた荷物を手で払おうとして──その肘ひじが、荷物ではなく、さり気げなく躱かわそうと身を捩よじった佐原の背中に当たった。

　そして佐原は手荷物ごと、十数の段差を見事に転げ落ちた。

（変に避よけなければよかったんだ）

　騒ぎを聞きつけた他の生徒や教師たちが、立ち上がることのできない佐原の周りに続々集まっている。

　眼鏡をかけた目で改めて見上げれば、桑名は蒼そう白はくな顔色で、おろおろと、泣きそうな表情をしている。

（……可愛げって、ああいうもんだよな……）

　自分のしでかしたことに動揺して、床に這はい蹲つくばる佐原の無ぶ様ざまさを嘲あざ笑わらうことも、逃げ出すことすらできないのだ。

「──桑名」

　佐原が声をかけると、桑名は離れた場所からでもわかるくらい大きく身を震わせた。

「下りてきて、肩を貸しなさい」

　命令した佐原に、桑名は弾はじかれたように頷くと、よろめく足取りで階段を下り、立ち上がろうとする佐原に手を貸した。

「痛……っ」

　打ちつけた脚や背中に痛みを感じてつい声を上げた佐原に、桑名が泣きそうな顔になる。

「す……すみません、すみません俺、こんなつもりじゃ……」

　うろたえる桑名の手を、佐原は特に表情を変えないまま、あやすように軽く叩く。

「大丈夫だ。わかってるから、大丈夫」

　足首を捻ねん挫ざしたらしく、打ち身もひどくて結けっ構こう辛つらかったが、顔に出せば桑名が気にするだろうと思って、佐原は努つとめて平然とした態度で保健室に向かう。桑名の方が半泣きで、これではどちらか怪我人だかわからない状況だ。

「泣かなくていい、大丈夫だからな」

　保健室に辿たどり着つくまで、佐原は啜すすり上あげる桑名に向けて、周りに聞こえないよう小声で励はげまし続けていた。
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　他ならぬ教師の目の前で起こったせいで、桑名の行動は大きな問題になった。

　桑名はあまりに故意だとわかる様子で、結果的に佐原を階段から突き落としたし、不審に思った学校側の聞き取り調査で、日頃から佐原に嫌がらせをしていることが明るみに出てしまったのだ。

　今どき珍しいくらい公正な学校は、佐原が保健室から病院に運ばれ治療を受けている間に、水面下で起こっていた佐原にとってはささやかな問題を解決するため、真剣に職員会議で検討を始めた。

　桑名だけではなく、生徒間で名前が挙あがった彼の友人たちまで停学にするかどうかという騒ぎになっていることを、病院から急いで戻った佐原は知って、慌てた。

「あれは事故ですよ」

『主しゅ犯はん』の桑名は停学、友人たちは数日間の生徒指導室行き、その期間を決めるために本人たちの面談を行っている指導室へと、捻挫した片脚を引ひき摺ずりながら佐原は乗り込んだ。

　桑名始め数人の生徒たちは、全員すっかり萎しおれて俯うつむいている。担任や学年主任や生活指導から、相当こっぴどく絞しぼられたらしい。指導室の中には成り行きを見守る校長の姿もあり、物々しい雰囲気だった。

「私の不注意です。手に余る荷物を一度に運ぼうとしたから」

　佐原の方も、緊張感溢あふれる室内の空気に足どころか胃が痛くなる心ここ地ちだったが、そんな内心をおくびにも出さずに言った。

「いえ、私は間近で見ていましたが、明らかに故意でした。桑名も認めています。そうだろう、桑名」

　佐原と一緒に荷物を運んでいた教師が、厳しい口調で桑名に訊ねた。桑名がびくりと肩を揺らしてから頷く。

　桑名を見て、佐原は首を横に振った。

「違います。当事者である私が言うのだから間違いありません。桑名は手伝ってくれようとしただけで、足を滑すべらせたのは私の不注意です」

　きっぱり断言する佐原に、他の教師たちが困ったように顔を見合わせている。

「しかし、佐原先生……桑名たちは、普段からあなたに嫌がらせをしていたと、他の生徒たちからいくつも証言があるんですよ」

「そうですよ、みんな素直に教えてくれました。うちの子たちはみんな真面目ですからねえ、授業妨ぼう害がいのような行動もあって、迷惑していたようですし」

　教師たちの言葉に、桑名たちはますます萎い縮しゅくしている。

「嫌がらせ？」

　佐原は呟いて、わかりやすく嫌味ったらしく鼻先で嗤わらって見せた。

「子供の悪いた戯ずらですよ、私が気に留める価値もありません」

「しかし……」

「先生方だって、元生徒であればおわかりなんじゃありませんか？　私みたいな鼻持ちならない教師に一いっ矢し報むくいたいと思う気持ちは」

　嫌味の権ごん化げという調子で言った佐原に、数人の教師がつい噴き出している。

「目に余る場合は私がその場で制せい裁さいを与えています。私の権けん限げんで行う指導が行き届かず他の先生方が口出ししないとならない……という状況であれば、私の方が力不足ということで、教壇に立つ資格を問われる状況かと思いますが──」

「い、いやいや、佐原先生」

　慌てたように口を挟んだのは校長だった。佐原の近くに寄ってきて、生徒たちには聞こえないよう耳打ちしてくる。

「そんなことをおっしゃられては困ります、近きん隣りんの進学校が学力低下に悩む昨さっ今こんで、我が校が全国トップクラスを保てるのは、佐原先生のおかげが大きいのですから……」

「それでは」

　にっこりと、佐原は校長や他の教師たちに向けて、微笑ほほえんで見せる。同僚の間ですら鉄仮面と言われる佐原の笑顔に、全員怯ひるんだ様子になった。

「誤解を生んで騒さわぎになったのは事実ですので、桑名たちには反省文と、私の方から少しばかり課題を出しておくということでいかがでしょうか？」

「……げっ……」

　少しばかりの課題、と聞いて、生徒たちが一連の流れで最高に震え上がった。佐原が冷たく視線を送ると、慌てて口を閉ざして目を逸そらす。

「じゃあ……まあ、そういうことで、いいですかね、みなさん」

　校長の呼びかけに、教師たちはどことなくほっとした様子で頷き合っている。彼らも、出来るなら教師に対する暴力行為などという不ふ祥しょう事じを出したくはなかったのだ。

　佐原はこっそりと胸を撫なで下おろした。
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　どうにか収まった騒ぎとは対照的に、友紀の不機嫌さは最高潮に達しているようだった。

「……だから……足の腫はれももうほとんど引いたし」

　授業の合間、廊下の片隅で声をかけたら、友紀は足を止めてこそくれたが、露ろ骨こつに佐原から顔を背そむけている。

「中なか森もりが心配してくれてるのは嬉しいけど……」

「……」

　そして一いっ切さい返事をしようともしてくれない。とりつく島がないというのはこのことだ。

　──佐原が階段を転げ落ちたのが一週間前。指導室での話し合いが終わり、相変わらず半泣きの桑名が手を貸してくれることを嬉しく思いながらそのドアを開けた瞬間、佐原はそこに友紀の姿を見つけて、思わず悲鳴を上げそうになった。

　友紀は板ばん書しょ用の大きな三角定規を手にして、どす黒いオーラを背中に背せ負おい、喧嘩でいり前のヤクザのような様子でそこに佇たたずんでいた。

『お……っ、落とし物を、届けにきてくれたのか、ありがとう！』

　咄とっ嗟さに、佐原は桑名を背に庇かばいつつ声を上げた。答えず、暗あん殺さつ者しゃのような音のない足取りで桑名の前に詰め寄ろうとする友紀の前に、佐原は足が痛むふりでよろめき出た。

　咄嗟に自分の体を支えた友紀の耳に、必死に懇こん願がんするしかなかった。

『落ち着け、中森、落ち着け、頼むからここで暴れないでくれ、校長もいるんだ！』

　友紀は佐原の頼みを聞き入れた。

　その代わり、三角定規を佐原に押しつけ背を向けて以来、自分から佐原に話しかけようとはしてくれなくなってしまった。

「俺の心配はいらねえんだろ。余計な口出しまでして悪かったよ」

　突き放すように言う友紀に、佐原は泣きたくなった。

「そんなこと言ってないだろ……俺は、中森が怒ってくれたのは嬉しいよ。ただ俺のせいで今度はおまえが問題を起こすんじゃ、ヤスにも申し訳が立たないから」

　泰やす紀のりの名前を出すと、これ以上ないと思った友紀の不機嫌さは、さらにレベルを上げてしまった。

「親父は関係ねえだろ」

「中森……」

「まああいつにいい顔したいなら止めないけどな。ああ、俺が問題起こせば、あいつ呼び出して二者面談でもできるから都合がいいんじゃないのか？」

「中森！」

　悲しさに胸を痛めながら、佐原は友紀の制服の袖そでをきつく摑つかんだ。

「ヤスのことは、もう昔の思い出だって言ってるだろ。信じてくれよ……」

「……だってあんたは」

「え？」

　泣きたい気分で見上げる先で、友紀の横顔が、ひどく苦にがいものを呑のみ込こむような様子になっている。

「あんたが教師になろうと思ったのって、泰紀のせいじゃないのか」

「──」

　友紀の言葉に驚いて、佐原は小さく目を瞠みはる。

　驚いたのは、事実を言い当てられたせいだ。

　そんな佐原の顔をちらりと横目で見てから舌打ちすると、友紀が再び視線を逸らしてしまう。

「やっぱりな。こないだ話してて思ったんだ。あんた前に言ってただろ、問題児ほど可愛いって。あんたが泰紀と知り合ったのはあいつが中学生の頃って言ったっけ？　さぞかし問題児だっただろうよ、酒に煙草たばこに喧けん嘩かに、おまけに女に俺まで孕はらませて」

　苛いら立だちを堪こらえるように、友紀がぐしゃっと自分の前髪を搔かき上あげている。

「そういう奴を見捨てられないんだろ、あんたは。……俺より泰紀とか、桑名の方が可愛いんじゃないのか」

「えっ……」

「あ、佐原ー！」

　友紀の台詞セリフに絶句したタイミングで、廊下の向こうから生徒の声が聞こえて、佐原は慌てて友紀の袖を摑む手を離した。ついでに近すぎる距離を離そうと後あと退ずさりかけ、まだ完かん治ちはしていない足首につい負担をかけてしまい、後ろ向きによろめく。

「おっと」

　咄嗟に友紀が手を出すより先に、駆け寄ってきた桑名が佐原の肩を両手で支えた。

「大丈夫かよ、トロいなあ」

「……桑名。教師を呼び捨てにするな」

　佐原は友紀の手前もあり、威い厳げんを以もって注意したつもりだが、桑名は悪わる怯びれもせず笑っている。

「はいはい、佐原センセー。あのさ、課題でわかんないとこあるから、放課後ちょっと見て欲しいんだけど」

　今まで佐原に向けていたのとは打って変わって人ひと懐なつっこい態度で、桑名が少し照れ臭そうにそう告げてくる。

　──あの一件以来、問題になった生徒たち、特に桑名は妙に佐原を慕したうようになっていた。反省文の必要枚数や、出された課題の量に絶望的な顔になりながらも、大人しく佐原に指導を仰あおいでくるのだ。

　そんな素直な生徒の姿を見て、教師が嬉しくないはずがない。佐原はつい口くち許もとを綻ほころばせて、頷いた。

「じゃあ教官室で待ってるから」

「うわっ、笑った!?」

　大おお仰ぎょうに驚いた様子で、桑名が声を上げる。佐原はその大声に驚いて、つい緩ゆるめてしまった表情を引き締めるが、すでに遅い。
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「何だ佐原せんせー、笑うと可愛いなあ。いつもそうやってりゃいいのにさ、鬼みたいな顔してないで」

「──馬鹿なこと言っていないで、教室に戻れ。もう次の授業が始まるぞ」

「へいへーい。じゃあ放課後な！」

　佐原を丁てい重ちょうな動きでまっすぐ立たせて手を離すと、陽気に手を振り、桑名が自分の教室へと駆け去っていく。

　苦笑を浮かべてそれを見送っていた佐原は、ひんやりと、冷たい空気を感じてハッとなり、友紀の方へと顔を戻した。

「……」

　友紀は仁に王おう像ぞうでもこうはないというくらい、怖おそろしい顔で佐原のことを見ている。

「な……な、なか、なか……もり……？」

　さほど怖いもののない佐原ですら、震え上がって、また後退さりかけた。

　再びよろめく佐原の腕を、今度は友紀ががっちりと摑んで押さえ込む。

　そして友紀はそのまま何も言わず、強引な力で佐原を引ひき摺ずって、廊下を歩き出した。

　廊下のスピーカーから、授業開始を告げるチャイムが響く。

「お、おい、授業だぞ」

　友紀の力が強すぎて振り払えず、仕方なく足の痛みを堪こらえて歩きながら、佐原は怒りに満ちた相手の背におそるおそる呼びかけた。廊下にはすでに生徒の姿がない。

「あんたは次の時間フリーだろ」

「おまえ、こんな、教師を無理矢理引き摺るところを他の先生方に見られたら」

「じゃあ指導しろよ」

　そう言って、友紀は佐原を引き摺ったまま生徒指導室へと入り込んだ。

　佐原の背を閉めたドアに押しつけ、ガチャッと、内側から鍵をかけている。

「中森、何を──んっ」

　困惑する佐原の呼びかけを遮さえぎるように、友紀は出し抜けに唇を押しつけてきた。

　不機嫌な感情を表す動きで荒っぽくキスされて、佐原はそれを拒こばむことすら思い浮かばず、無意識のうちに友紀の首に両手を回した。

（ああ、授業中だ、ってのに……）

　本来なら、授業をサボる友紀を叱って、自分の方こそ相手を引き摺ってでも、教室に押し込まないといけない立場なのに。

　なのに友紀にこんなふうに触れられれば、佐原の頭も体もあっさり蕩とろけてしまう。自分が馬鹿になってしまったのではと不安になるくらい、友紀の与えてくる熱のことしか考えられなくなる。

「ふ……っ……ん……」

　休みなく続く濃のう厚こうなキスに、佐原は息苦しさと湧わき上あがる快楽のせいで喉のどを鳴らす。夢中になって友紀の舌を追いかけて自分から絡からめ、吸い上げ、相手の唾だ液えきを嚥えん下かした。

「……は……」

　ようやく友紀の唇が離れるが、それが名な残ごり惜おしくて、佐原はずれた眼鏡の奥から、つい物欲しげな目で相手の顔を見上げてしまう。

　底意地の悪い笑みを浮かべる友紀の表情がそこにある。

「──桑名もさ」

　声音も意地悪い響きにしながら、友紀が手を伸ばし、佐原の濡れた唇を乱暴に指先で拭ぬぐってくる。

「大好きな『佐原せんせー』が、生徒と授業中にこんなことしてるって知ったら、どんな顔するんだろうな」

「……」

　友紀の指は唇から口こう腔こうへと押し入って、佐原の舌を摘つまんだ。佐原は抵抗はせず、大人しく唇を開いて友紀のふるまいに従したがう。

　爪を立てられる痛みと苦しさに涙を滲にじませ、それでも明らかに陶とう然ぜんとした色を浮かべる佐原の表情を、友紀が目を細めて見下ろしている。

「桑名だけじゃなくて、他のヤツらも普段すました顔で冷れい酷こくぶってるあんたのことを軽けい蔑べつするし、教師にばれれば、最悪馘く首びになるかもしれないぜ？」

　言って、友紀が佐原の舌から指を離す。

「……嫌だったら、俺を押おし退のけて逃げれば？　このまんまだと、俺、あんたに何するかわかんねえけど」

「中森……」

　佐原は胸が痛くて痛くて、小さく啜すすり上あげた。

（何だ……桑名にまでやきもち焼いてるのか）

　──胸の奥がぎゅっと締めつけられるように痛むのは、嬉しすぎるせいだ。

「……逃げるわけない……」

　離れようとする友紀の手首を捕まえて、佐原は自分からその指を唇に含んだ。

　少し驚いたような友紀の眼まな差ざしが向けられるのを承知で、佐原は人差し指と中指をまとめて二本、唇と舌で舐ねぶった。

「……佐原」

　ごくりと、友紀の喉が鳴る音が聞こえる。

　好きなだけ友紀の指に舌を絡からめて、吸って、嚙かみ痕あとまでつけてから、佐原はゆっくりそれを唇から抜き出した。

「……こんなこと、俺が何のためにすると思う？」

　まだ友紀の手首を両手で摑んだまま、佐原は問いかけた。

「桑名も、他の生徒たちも、教師でいることも、俺には大事だ。ヤスみたいな子をきちんと世間に送り出してやりたいって願いもある。教師になるということを、俺は本当に真剣に考えて、それで選んだ。だから悪者になったって気にせずやっていける」

「……」

　友紀は口を噤つぐんで佐原のことを見ている。

　佐原はそれをみつめ続けたまま、小さく笑った。

「でもそれよりもっと、中森といることが大事だと思ってるよ。……好きなんだ。どちらかを選べと言われたら、教師である立場よりも、中森のことを選ぶくらい」

　──本当はずっと後ろめたいし、完全に割り切っているわけではない。教師であることに誇ほこりを持っているからこそ、その道に外れた場所で友紀と触れ合う自分を責めない日はない。

「簡単に選んだと思わないでくれ。呆れられても……蔑さげすまれても、仕方ないってわかってるけど、それでも俺は、中森にそんなふうに思われるのは……」

　嬉しい気持ちと悲しい気持ちがぐちゃぐちゃに混ざって、佐原はそれ以上言葉にすることができなくなってしまった。

　どうやっても上う手まくできない自分がみじめにもなる。初恋の頃から、佐原の恋はいつも上手くいかない。嫌味だけは自分でも呆れるほど流りゅう暢ちょうに口から流れ出るのに、本音をそのまま告げることが苦手で、その勇気も足りず、いつもいつも後悔ばかりしていた。

　友紀だけは、そんな自分の不器用さを打ち破ってでも手に入れたいと願い、友紀が同じ想いを告げてくれた日に、やっと自分は恋を手に入れられたのだと、幸福な気分を味わったのに。

（恋人になったって、全然上手くなんていかない……）

　俯うつむいて啜り上げる佐原の耳に、気まずそうな友紀の溜息が届いた。

　そのささやかな音にすら佐原は萎い縮しゅくして、身を竦すくめる。

「……悪かった」

　ぼそぼそと、授業中だということを考こう慮りょする以上に小さな声で、友紀が言った。

「悪かったよ。ちょっと意地の悪いことを言いすぎた」

　自由な方の友紀の指が、佐原の眼鏡をずらして、濡れた目許を擦こすってくる。

「あんたもわかってんだろ。……嫉妬してんだよ、桑名に」

「……うん」

　友紀の方にも自覚はあったらしい。ごしごしと目を擦られながら、佐原は瞼まぶたを閉じて頷いた。

「わかってるんだ、俺が格かっ好こう悪わるいのは。……ったく、泰紀はまだしも、桑名にまで妬やくとか……」

　友紀の声には多少の決まり悪さと悔しさが滲んでいる。

　その声音に、佐原は胸にまたむず痒がゆいような痛みを覚えた。

「中森は格好いいよ。ヤスの小さい頃より格好いい。好きなのは、中森だけだって言ってるだろ」

「……そうか」

　指が離れ、瞼を開くと、微かすかに目許を紅こう潮ちょうさせた友紀の怒ったような表情が見える。照れた顔に、佐原は少し笑った。

　笑う佐原の表情を見て、友紀はどことなく浮かない顔をしている。

「中森？」

「大人だよな、あんたは。俺は、振り回されてるばっかりで腹が立つ」

「え……」

　振り回されているのは自分の方だと、佐原は驚いた。

「そんなナリなのに、やっぱり俺よりずっと大人なんだ」

「そんな……って、どんな」

「年齢不詳なんだよ、あんた。親父より年上だとか、全然納得いかない」

　友紀の手は佐原の顔に留まって、頰を撫で、こめかみにかかる髪を摘んだりと、好きに動いている。

「新卒みたいな顔して、もうベテラン教師だとか。信じられねえよ、肌も綺麗だし、細っこくて脱ぐと俺より華きゃ奢しゃだし、何でこれで三十過ぎって言うんだか」

「……もしかして、それで俺のことじろじろ見てたのか？　いつも」

　ふと思い当たって佐原が訊たずねると、不ふ貞て腐くされた顔で友紀が頷いた。

「皺しわの一つもあれば腑ふに落ちると思ってな。あるとしたらここくらい」

　言いながら、友紀が今度は尻の狭はざ間まに指を押し込もうとしたので、佐原は咄とっ嗟さに掌てのひらで相手の額ひたいを手加減なく打った。

「痛いって……！」

「ば、馬鹿なことを言うな」

　友紀の品のない冗談に全身赤くなり、佐原は逆の上ぼせ上がった血を抑おさえるために、一度大きく息を吐き出してから、友紀をみつめる。

「年上は、嫌か？　俺は……石いし神がみみたいに可愛くないし、教師だし、堅かた物ぶつだし、陰いん険けん眼鏡だし……」

「……」

　友紀は何か複雑そうな表情でじっと佐原をみつめた後、そのままゆっくり額ひたいを肩に預けてきた。

「中森……？」

　仕種を不思議に思いながら、佐原は無意識のうちに友紀の髪を撫でる。

「あんたはさ……あんまり、自分のことわかってないよな……」

　呟く友紀の吐息が首筋にかかり、震えたところに唇をつけられて、佐原はさらに小さく身震いした。

「ん……っ」

「こんなエロくて、可愛くて……可愛いのに、何だその質問……」

「え、……ぁ……っ」

　きつく首筋を吸われ、佐原は少し慌てた。

「ちょ……痕、つけないでくれ、見えるところに……」

「本当は、スーツから出てるところも出てないところも、少しの隙間もなく俺のもんだって印くらいつけてやりたいけど」

　友紀の手が佐原のネクタイを緩め、シャツのボタンを外し、襟えり元もとに隠れる位置に唇をずらした。

　音を立てて何度も吸われて、佐原はまた声を上げそうになるのを堪こらえなくてはならなくなる。

「……それで俺の不安が消えてなくなるわけじゃねえしな」

（不安？）

　その言葉の意味を問い返す前に、友紀の指がシャツの前から入り込み、胸の突起を摘まれたので、佐原はむしろ声を出さないよう自分も相手の肩口に顔を埋うずめた。

「悪わりぃ……さすがにまた学校では、って本当は思ったけど……止まんねぇ」

　耳許で、友紀の押し殺して掠かすれた声が響く。その低くて甘い響きに背筋を震わせながら、佐原は小さく頷きを返した。

「いい……声、出さないようにするから……俺もしたい……」

「……」

　より強く、友紀の唇が佐原の胸元に吸いつく。

　佐原も自分から手を伸ばして、友紀のズボンの間を探った。

　触れた場所が、硬く盛り上がっていることに気づいて、佐原も同じ場所に熱を集めた。好きな人が自分に触れて、自分と同じように気持ちと体を高こう揚ようさせているのだとわかることが、佐原には嬉しい。

「足、痛くないか？」

　手早く佐原のスーツとシャツのボタンをすべて開き、ベルトに手をかけながら、友紀が訊ねてくる。

「少し……でも、平気だ」

　友紀は佐原の返答を信用せず、その腰を抱かかえ上げると、指導室の中にある長机の上に座らせた。

　自分があっさり抱えられ、荷物みたいにひょいと移動させられたことに、佐原はさすがに面めん食くらう。

「床につかない方が、楽だろ」

　そう言って友紀は佐原のスラックスを脱がせ、下着にも手をかけると、それを脚から抜き去った。

　欲望を知らせて天井を向く性器も、薄すぎる茂みも、骨張っている体も、何もかもが恥ずかしいが、佐原は堪こらえて自分から膝ひざを立て、脚を開いた。

　その様子を見下ろしながら、友紀が佐原の下着を手にして、軽く笑い。

「汚させて、悪い」

　どっと、佐原は全身を赤くした。友紀に服越しに触れられている間にも、佐原の中心は膨ふくらんで、先走りの体液が下着を濡らしてしまっていた。

「お、おまえのだって……」

「そうだな。──早くあんたの中に入りたいって、言うこと聞かない」

　笑ったまま恥ずかしい台詞を言う友紀に、佐原の方こそ、快楽を欲して震える体を抑えきれなくなる。

「ローションも何も持ってきてないけど、これなら平気か……」

　呟くと、友紀は佐原の前に跪ひざまずき、指で窄すぼまりをつついた。先端から流れ出る透明な雫しずくがその場所まで垂たれているのが、見なくても感触で佐原にもわかった。羞しゅう恥ちのあまり目を開けていられず、ぎゅっと瞼を閉じる。

「でもまあ、もう少しは濡らさないと」

　そしてそんな呟きの後、指の代わりに生暖かい舌が触れてくるのもわかる。

「……ん……んんっ」

　友紀も気が急せいているのか、いつもより忙せわしない動きで舌や指が佐原の後こう口こうを濡らし、解ほぐしていく。

　友紀はその場所ばかりを熱心に弄いじって、他の場所には触れようとしてくれなかった。

　堪えきれず、佐原は自分から昂たかぶりへと指で触れ、握り込んだ手をそろそろと上下に動かし出していく。

　その仕種に、友紀が気づかないわけがない。

「一人でいくなよ……？」

　言われて、自分の浅ましさに恥じ入り、佐原は咄嗟に自身を手放す。直後、根本から裏筋を先端までねっとりと舐なめ上あげられ、佐原は堪たまらず長机の上で体を撥はねさせた。

「む……無理、も……いく……」

「駄目って言ってんだろ」

　友紀の片手が佐原の手を取って、再び自分自身に触れさせた。

　強引な動きで根本をきつく握らされ、佐原は泣きそうになる。

「痛……」

「ちゃんと押さえてろ。先に出したら、挿いれないからな」

　そんなことができるのか、と言い返しそうになって、佐原は寸前で留とどまった。

　自分だって挿れたくて挿れたくて堪らないくせに、こっちの苦痛をなるべく抑えようと、丹たん念ねんに中を濡らす友紀の優しさが佐原には嬉しい。

「もう、平気だ……痛くないから……挿れて……挿れて欲しい……」

　自分のためと友紀のために、佐原は甘ったるい泣き声でねだった。まったくこれが鉄仮面だの陰険眼鏡だのと生徒に渾あだ名なされる教師の有あり様さまだと知れば、たしかに皆驚いて、呆れるだろうと佐原だって思う。

（でもこんな姿見せるの、中森にだけだ……）

「……クソッ」

　友紀が小さく悪あく態たいをついた。佐原の意図を見抜いたのかも知れない。

　立ち上がって、佐原の両脚を抱え上げながら片手で自分のベルトに手をかけ、悔しそうに見下ろしてくる。

「本当にあんたは、大人だよ……」

　そう言って自分を睨にらむ友紀のことが可愛いと言えば、確実にその機嫌を損そこなうだろう。

　佐原はそんな愚ぐを犯さず、ただ小さく笑い返して、友紀の熱が自分の中に潜もぐり込こむ感覚を待った。

　そしてそれは待つまでもなく、思ったよりも荒い動きで訪おとずれる。

「ぁ……ッ、……く……、ん……」

　最初は張り出した先端の大きさを拒むように口を噤んでいた佐原の最さい奥おうは、力ずくで開かされ、雁かり首くびを呑み込むと、後は根本まで一気に貫つらぬかれた。

「声、出てる……」

　からかうように言う友紀の声も、いつもより微かに上うわ擦ずっている。

　両手で唇を押さえる佐原の仕種を眺めながら、友紀はすぐにギリギリまで身を引き、再び奥まで収める動きを繰り返し始めた。

「ゆ、ゆっくり……中森、もう、ちょっと……弱く……」

「無理……悪い」

　刺激にまた撥ねそうになる佐原の体を両手で押さえつけ、友紀は余裕のない動きで何度も腰を打ちつけてくる。

「んっ、ん……！　ん……！」

　中を友紀に抉えぐられるたび、佐原はきつく唇を嚙んで高く上がりそうになる声を抑えた。堪えきることなんてできなかった。

　体の下で、ガタガタと長机が揺れる。振り落とされるのではと怖くて、佐原は片手で口許を押さえ、片手で必死にその机に捕まった。

「いい……佐原……ッ」

　友紀も押し殺した声を上げた。切せっ羽ぱ詰つまった友紀の囁きに煽あおられて、佐原は頷きを返しながら、自分の限界が近いことを悟さとる。

「いく……も……いく、中森……！」

「いけよ、俺の……咥くわえたまんま……」

　囁きと共に、より強く友紀の熱で中を穿うがたれ、佐原は身を強こわ張ばらせて精を放った。

　過ぎる快楽に顔を歪ゆがめて射精する佐原を見ながらさらに数回動いた後、友紀が中から猛たけったペニスを抜き出し、佐原のペニスに向けて白はく濁だくしたものを振りかける。
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「……ん……」

　無意識に、佐原は熱いものをかけられた自分の性器に指先で触れた。

　どちらともわからない体液を指に絡め、ひどく満たされた心地でそれを眺める。

「何やってんだよ」

　息を乱したまま、少し呆れた──随分照れた──声で友紀が言って、佐原の濡れた手を拭ぬぐった。

　相手の様子に笑いかけた佐原は、友紀が手にしている布を見てぎょっとした。

「お、おまえそれ、俺の」

　友紀の手で脱がされた下着だ。もともと汚れていたとはいえ、あんまりだ。

「ひどい……」

「あ、悪い」

　恨みがましい目で見上げる佐原に、あまり悪わる怯びれない調子で友紀が言って笑った。自分のしでかしたことが、自分でも可お笑かしくなってしまったらしい。

「どうしてくれるんだ……」

　責めながらもそんなふうに笑う友紀が佐原にも可笑しくて、仕方なく、一緒に笑ってしまった。




　　　　　◇◇◇




　結局どうしようもないので、ハンカチでそこそこ汚れを拭った後、佐原はその下着を元通り着けた。お互いスーツと制服も全部着直す。

　時計を見れば、授業終了まであと十五分ほど。

　ここがどこなのか、誰と何をしていたのか、自分の立場も思い出して、また猛烈な後ろめたさに襲われるが、佐原はどうにかそれをやり過ごす。

（せめて、ばれない覚悟を、さらに）

　二人して壁際に並んで座り込み、何となく、指先だけで触れ合った。

　体の関係はあっても、まだ恋人と呼べる距離感ではなかった頃にも、佐原は友紀の指にこんなふうに触れた。

　あの時は、触れられたことは嬉しくても、自分が一方的に想うだけなのが、寂しかったけれど。

　今の満たされた気持ちは、誤ご魔ま化かしようがない。自分は教師としてはろくでもない男だと思うが、どうしようもなかった。

「そういえば──」

　悪いた戯ずらするように自分の指を摘んだり撫でたりしてくる友紀の動きに笑いを零こぼしながら、佐原は思い出して相手に問いかける。

「不安、って何だ？」

「え？」

「さっき、言ってただろ。何だっけ……俺に、その、痕をつけたところで、自分の不安が消えるわけじゃない、とか……」

「……」

　友紀は少し気まずそうな顔で悪戯を止め、口を噤んだ。

「中森の不安って、何だ？」

　それでもきちんと聞いた方がいい気がして、佐原は重ねて訊ねる。

　黙りっぱなしの友紀は、根こん気き強づよく待っている佐原に音ねを上げた様子で、しぶしぶと口を開いた。

「……泰紀」

「ヤス？」

　不本意に他ならない──という顔を、友紀はしていた。

「そう。俺は別に、あんたが俺よりいくつ年上かっていうのは、気にならないけど……」

「……あれだけ観察しておいて？」

「好奇心っていう意味では気になるだろ、あんた三十男がその容よう姿しって、ちょっと異常だぞ」

「そうか……？　世間並みの三十五歳だと思うけど……」

「五!?」

「な、中森、声が大きい」

「そ、そりゃあ、泰紀が中三で俺を仕込んで、俺が今多分十七っていうなら、そのくらいにはなるだろうけど……」

「え、多分って何だ？　自分の年齢なのに、何で多分？」

　友紀も充分動揺していたが、つられて佐原もうろたえた。

「親父の戸こ籍せきも俺の出しゅっ生せい届とどけも適当だから」

「え!?」

「あんたも、声でかい」

　佐原が狼ろう狽ばいしたせいで自分の方は冷静さを取り戻したのか、友紀が短く息を吐いて首を横に振った。

「──その辺のことも含めて……俺は多分、泰紀のことがすごくコンプレックスになってんだよ。あいつには、何やったって敵かなわない気がする。まともな理論が通じないし……」

「……ああ」

　再会したのは最近だとはいえ、泰紀の昔を知る佐原も、友紀の言葉に納得して頷いた。泰紀は、何というか滅め茶ちゃ苦く茶ちゃなのだ。言動も生き様ざまも何もかも。

（中三で子供作って家出して、生まれた息子の出生届もまともに出さずに奥さんとも別れて今はヤクザ、って）

　教育者としては、家庭訪問の一つもするべきだと思うが、しかし。

「何言ってもヤスは聞かないし……自分の理屈で生きてて、その上その理屈をまかり通させる力も持ってるし、な」

　佐原の言葉に頷く友紀は、羨せん望ぼうと呆れと諦あきらめが複雑に交じった顔をしている。

「そう。でたらめだけど、俺はあいつのこと親としてはこれっぽっちも尊敬できないけど、でも嫌いじゃない」

「うん」

　そういう気持ちを、佐原が理解できないはずがなかった。

　何しろ勉強一いっ辺ぺん倒とうで生きてきたもやしでガリ勉の佐原が、生まれて初めて興味を持った相手だ。

　少し昔を懐なつかしむ顔になる佐原を見て、友紀がきつく眉根を寄せた。

「あんたがあいつを嫌いじゃなかった……今でもそうだ、っていうのを俺は知ってる」

　佐原も一緒になって、友紀を見返し眉を顰ひそめる。

「だから、俺がヤスのことを好きだったのは」

「わかってる。あんたが今誰が好きだとか、そいつが相手だから、教師のくせに授業中にこんなとこであんなことさせるとか」

「わ、わかってるなら……」

「わかっててもどうにもならないことはあるだろ」

　不ふ貞て腐くされた顔で言う友紀が思いがけず子供っぽい様子に見えて、佐原は小さく噴き出した。

　友紀がますます不ふ貞てた表情になる。

「何だよ。笑うなよ」

「だって俺たち、お互いどうにもならないことで、勝手に不安になって。馬鹿みたいじゃないか」

　それが可笑しくて、佐原は笑いが止められなかった。

　好きだから、好きなのに、余計なことばかり気にして擦すれ違ちがったりしている。

　自分だけじゃなく、友紀もあまり器用な方ではないのかもしれないと思うと、可笑しかったし、愛いとしかった。

　笑っている佐原をしばらく睨みつけていた友紀が、不意に眉み間けんに寄せた皺しわを解いて、同じように笑い出した。

「──だな。馬鹿みたいだ」

「俺は、中森のことが好きだ」

　たしかめるように気持ちを口にした佐原に、友紀が少し間を置いて、頷いた。

「俺も」

　これで佐原が、幸せな心地になれないはずがない。

「石神の親父さんに学費出してもらってる学校サボってまでこんなことする気になるのなんて、あんたくらいだ」

「……ほどほどにしような？」

　友紀の言葉で、さらに反省を深めて、佐原は神しん妙みょうに言った。さっきまでのことを後悔するつもりはないが、反省すべき点は多々ある。

「ま、できる限りな」

　友紀も素直に頷いて、再び佐原の指に触れてくる。佐原もくすぐったさを堪えながらそれに応えた。

　そうして、中途半端に授業が終わる前に外へ出ない方がいいということを言い訳に、チャイムが鳴るまで二人して指を絡め合ったり、じゃれ合うみたいにキスしたりして、残りの時間を過ごすことにした。
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　初めて原作をやらせていただいたまんが『カクゴをきめて』のスピンオフとなります『カクゴはいいか（雑誌掲載）』の文庫化です、どうもありがとうございます。

　まんがの方にはこの本の表題作の主役である真まことや木こ賀がが出てないので、一、二話目については「まんがを読んでないと内容がさっぱりわからない」ということはないと思うのですが、脇で出てくるタカシ君と鉄てつについてと、三話目の佐さ原はらと友とも紀きの話については、なれそめが三み池いけさんのまんがで読めますので、未読で気になる方は、ぜひぜひ、コミックスの方もお手に取っていただけますと嬉しいです。佐原の初恋の人で友紀の父泰やす紀のりも出てます。




　実はスピンオフで雑誌に短編小説をってことになった時に、主役は泰紀か、まんがに出てくる極きょく心しん会かいの名もなき人（タカシ君をボコボコにしてたトーン頭）にしようと思っていたはずなんですが、何でか気づけば全然違う人たちを書いておりました…ヤスはあれね、多分短編だと収まりきらないな、この人は書ききれないなって思ったからやめました。書きたいことがありすぎて。トーン頭の人は、逆に何十枚も引っ張るほどの話はないなって諦あきらめたんですが（笑）。

　何にせよラブコメなので、ヤクザと聞いて極ごく道どうものとか、マフィアっぽい格かっ好こういいやつを期待した方には本当にすみませんラブコメです。わたしの中のヤクザはあれなの大おお空ぞら組か目め高だか組なので。それか神じん竜りゅう組です。てめえら悔くい改あらためたいやつは十字を切りやがれです。

　と言いつつ実は『極道と堕おちた刑事』みたいなので書いてみたい話もあるんですが、そういう方向性でわたしに期待する人もいないと思うので、こう…ホンワカいこうぜ！




『カクゴをきめて』は、多分三池さんのファンの方には何だこりゃって感じだったと思うんですが（雰囲気が違うので驚きましたっていうご感想もいただいたり）、三池さんの絵とまんがで何だこりゃっていう話を読める機会は他にないと思うので、これはこれで楽しんでいただけたらいいなと思います。わたしは楽しかったよ！

　あと自分の考えたものを、三池さんの目や脳や手をとおして別の作品として見る、という経験が、本当に勉強になったし糧かてになりました。

　わたしは気づいたよ、格好いいものは格好よく描かなければならないのだと…。

　いやそんなのあたりまえではないかと思われるかもしれませんが、わたしはどうにも格好いいものを格好いいと言うのが苦手で、逃げ腰になってしまうんですが、恥じらわずにきちんと読者さんに伝える姿勢を持たなくてはならぬと。学びました。タカシ君格好いい！　わたしの中で木賀は格好いいです。せめてわたしと同じ嗜し好こうの方には格好いいと思っていただけると嬉しいです。何かもう逃げ腰になっていますが。作中ではがんばったよ！　友紀はどうかな！




　ところで多分この本で、通算五十冊目の単行本です。ジャンルごちゃまぜですが。個人的なことですいませんがちょっと嬉しかったので記念に書いておきます。わー。

　いっぱいいろんなものを書かせてもらえて、読んでもらえて、すごくしあわせなことです。どうもありがとうございます。これからもがんばります。




　そんな感じで、大変お世話になりました三池ろむこさん、いつもすいません担当Ｍ田さん、この本を作る・売るためにご尽じん力りょくただいたみなさま、何よりお手に取ってくださったみなさまに心より感謝しつつ、この辺で。

　またどっか別の場所でもお会いできると嬉しいです。ではでは。
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